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ffSDXCロゴはSD-3C,fLLCの商標です。
ffMMC（MultifMediafCard）は、InfineonfTechnologiesfAG社の登録商標です。
ffMicrosoft®、Windows® は、米国MicrosoftfCorporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
ffMicrosoftfCorporation のガイドラインに従って画面写真を使用しています。
ffApple、Macintosh、MacfOS、QuickTime、iPad、iPhone、ProRes は、米国ApplefInc. の米国、および各国における商標、または登録商標です。
ff Java およびその他の Java を含む商標は、米国SunfMicrosystems,fInc. の商標または登録商標です。
ffその他、本書に記載されている各種名称、会社名、商品名などは各社の商標または登録商標です。
ff本製品は、AVCfPatentfPortfoliofLicense に基づきライセンスされており、お客様が個人的かつ非営利目的において以下に記載する行為にかかわ
る個人使用を除いてはライセンスされておりません。
f- AVC規格に準拠する動画（以下、AVCビデオ）を記録する場合
f- 個人的かつ非営利的活動に従事する消費者によって記録されたAVCビデオを再生する場合
f- ライセンスを受けた提供者から入手されたAVCビデオを再生する場合
詳細については米国法人MPEGfLA,fLLC（http://www.mpegla.com/）をご参照ください。
ffUsefoffDCFfTechnologiesfunderflicenseffromfMulti-Format,fInc.
ffApplefProRes コーデック・モジュールはATOMOS社から許諾を受けています。
ffATOMOSは、AtomosfGlobalfPty.fLtd の商標または登録商標です。

本書の見かた

﻿r 本書内のイラストについて
ff写真やイラストは、実際とは異なることがあります。

﻿r 表記について
ff［f］の語句はビューファインダーやコントロールパネルに表示される内容を示しています。
ff〈f〉の語句はボタン名など本機の意匠文字を示しています。

﻿r 参照ページについて
ff本書では、参照ページを（00ページ）のように示しています。

﻿r 用語について
ffSDメモリーカード、SDHCメモリーカード、SDXCメモリーカードは、「SDメモリーカード」と記載しています。
ff「P2」ロゴがついたメモリーカードAJ-P2E064FG（別売品）などを「P2メモリーカード」と記載しています。
ff「microP2」ロゴがついたメモリーカードAJ-P2M032AG（別売品）などを「microP2メモリーカード」と記載しています。
ff「expressP2」ロゴがついたメモリーカードAU-XP0256AG（別売品）などを「expressP2メモリーカード」と記載しています。
ffP2メモリーカード、microP2メモリーカード、expressP2メモリーカードは特に区別しない限り、「P2カード」とのみ記載しています。
ff1回の記録動作により作成された映像を「クリップ」と呼び、そのように記載しています。
ff使用できるHDカラービューファインダーを「AU-VCVF2G」と記載しています。
使用できるHDカラービューファインダーの最新情報は、次のWebサイトのサポートデスクを参照してください。
https://panasonic.biz/cns/sav/



もくじ

– 3 –

もくじ

第1章﻿ 概要﻿ 5
ご使用の前に﻿﻿  ﻿6
付属品﻿﻿﻿  ﻿8
カメラモジュールff  f8
レコーディングモジュールff  f8
HDカラービューファインダーff  f8
ショルダーマウントモジュールff  f8

システムで活用﻿﻿  ﻿9
基本システム機器ff  f9
拡張システム機器ff  f9
アクセサリーff  f9

第2章﻿ 各部の名称﻿ 10
カメラモジュール﻿﻿  ﻿11
左面部ff  f11
右面部ff  f11
前面部ff  f12
後面部ff  f13
上面部ff  f13
下面部ff  f13

レコーディングモジュール﻿﻿  ﻿14
左面部ff  f14
右面部ff  f15
前面部ff  f15
後面部ff  f16
上面部ff  f16
下面部ff  f17

HDカラービューファインダー﻿﻿  ﻿18
左面部ff  f18
前面部ff  f18
後面部ff  f18
上面部ff  f19

ショルダーマウントモジュール﻿﻿  ﻿20
左面部ff  f20
右面部ff  f20
前面部ff  f20
上面部ff  f20

第3章﻿ 準備﻿ 21
モジュールの組み立て﻿﻿  ﻿22
カメラモジュールとレコーディングモジュールの組み立てff  f22
HDカラービューファインダーの取り付けff  f23
ショルダーマウントモジュールの取り付けff  f24

アクセサリーの取り付け /取り外し﻿﻿  ﻿25
アイカップ /接眼フィルターff  f25
三脚の取り付けff  f25
レインカバーの取り付けff  f26

電源の供給﻿﻿  ﻿27
バッテリーを使用するにはff  f27
バッテリーの取り付け、および設定ff  f27
外部DC電源の使用ff  f28

レンズの取り付けと調整﻿﻿  ﻿30
レンズの取り付けff  f30
フランジバック調整ff  f30

DC出力端子との接続﻿﻿  ﻿31
〈DCfOUT/RS〉端子と外部録画スタート /ストップスイッ
チの接続ff  f31

〈DCfOUT〉端子への接続ff  f31
内蔵電池の充電﻿﻿  ﻿32
内蔵時計の日付 /時刻の設定﻿﻿  ﻿33
撮影前の点検﻿﻿  ﻿34

第 4章﻿ 映像記録とカラーグレーディング﻿ 35
デュアルレコーディング﻿﻿  ﻿36
ファイル名形式ff  f36

記録映像の解像度、コーデック、ビデオフォーマットの選択﻿﻿  ﻿39
インカメラグレーディング﻿﻿  ﻿43
グレーディング機能ff  f43
設定による制御の組み合わせff  f43

P2カードについて﻿﻿  ﻿45
P2カードを入れるff  f45
P2カードを取り出すff  f46
誤消去を防ぐにはff  f46
カードアクセス LEDと P2カードの状態についてff  f46
P2カードの記録時間についてff  f47

CPS（ContentfProtectionfSystem）についてff  f47
P2カード記録データの取り扱いについてff  f48
P2カードのフォーマットff  f49

特殊な記録機能について﻿﻿  ﻿50
ホットスワップ記録ff  f50
ショットマーク記録機能ff  f50
テキストメモ記録機能ff  f50
プリレックff  f50
インターバル記録ff  f51
ワンショット記録ff  f51

第5章﻿ コントロールパネル﻿ 53
コントロールパネルの操作﻿﻿  ﻿54
カメラ状態表示部ff  f54
コントロールパネル延長ユニットの使用ff  f55

HOME画面﻿﻿  ﻿57
PLAY画面﻿﻿  ﻿59
TC画面﻿﻿  ﻿60
INFO画面﻿﻿  ﻿61
VIEW画面﻿﻿  ﻿62
MENU画面﻿﻿  ﻿63

第 6章﻿ 音声記録﻿ 64
音声入力の準備﻿﻿  ﻿65
フロントマイクを使用する場合ff  f65
オーディオ機器を使用する場合ff  f66

音声入力の選択と録音レベルの調整﻿﻿  ﻿67
音声入力信号の選択ff  f67
録音レベルの調整ff  f67
音声モニター（ヘッドホン）ff  f68

第7章﻿ ビューファインダー﻿ 69
ビューファインダーの調整と設定﻿﻿  ﻿70
調整方法ff  f70

ビューファインダーの状態表示﻿﻿  ﻿71
ランプ表示ff  f71
状態表示ff  f71

便利な撮影機能﻿﻿  ﻿74
ゼブラパターンの表示ff  f74
センターマーカー表示ff  f74
セーフティーゾーンマーカーの表示ff  f74
フレームマーカーの表示ff  f74
フォーカスアシスト機能ff  f74

第8章﻿ 出力と画面表示﻿ 76
SDI 出力﻿﻿  ﻿77
出力フォーマット一覧ff  f77

〈MON﻿OUT1〉出力﻿﻿  ﻿85
出力フォーマット一覧ff  f85

〈MON﻿OUT2〉出力﻿﻿  ﻿87
出力フォーマット一覧ff  f87

〈VF﻿SDI〉出力﻿﻿  ﻿90
出力フォーマット一覧ff  f90

画面の状態表示﻿﻿  ﻿91
ff〈MONfOUT1〉、〈MONfOUT2〉、〈VFfSDI〉出力での状
態表示（STATUS）ff  f91

コントロールパネルの状態表示（VIEW画面）ff  f92

第9章﻿ その他の便利な機能﻿ 93
GPSで測位情報を取得﻿﻿  ﻿94
USERボタンへの機能割り当て﻿﻿  ﻿95
選択できる機能についてff  f95

設定データの取り扱い﻿﻿  ﻿97
ファイルの種類ff  f97
SDメモリーカードの取り扱いff  f97
SDメモリーカードの操作ff  f98

タイムデータの設定﻿﻿  ﻿99
タイムデータの概要ff  f99
ユーザーズビットの設定ff  f99
ユーザーズビットの入力方法ff  f99
タイムコードの設定ff  f100
タイムコードを外部ロックさせるff  f101
タイムコードを外部に供給するff  f102

〈USB﻿DEVICE〉端子での接続機能﻿﻿  ﻿103



もくじ

– 4 –

USBデバイスモードでのパーソナルコンピューターとの接続f
f  f103

第10章﻿ メニュー操作﻿ 104
設定メニューの構成﻿﻿  ﻿105
メニュー構成ff  f105

設定メニュー表示﻿﻿  ﻿106
設定メニューの基本操作ff  f106
設定メニューの初期化ff  f106

メニューの一覧﻿﻿  ﻿107
［SYSTEMfSETTINGS］ff  f107
［CAMERAfSETTINGS］ff  f112
［RECfSETTINGS］ff  f117
［AUDIOfSETTINGS］ff  f120
［OUTPUTfSETTINGS］ff  f121
［FILE］ff  f128
［PERIPHERAL］ff  f129

メニューの操作について﻿﻿  ﻿131
［SYSTEMfSETTINGS］ff  f131
［CAMERAfSETTINGS］ff  f132
［RECfSETTINGS］ff  f134
［AUDIOfSETTINGS］ff  f135
［OUTPUTfSETTINGS］ff  f136
［FILE］ff  f138
［PERIPHERAL］ff  f138

第11章﻿ ネットワーク接続﻿ 140
ネットワーク接続について﻿﻿  ﻿141
利用できる機能ff  f141

接続のための準備﻿﻿  ﻿142
ワイヤレス LANの場合ff  f142
有線 LANの場合ff  f142

ネットワーク設定﻿﻿  ﻿143
ワイヤレス LAN設定ff  f143
有線 LAN設定ff  f145
ネットワーク設定の確認ff  f146
ネットワーク設定の変更ff  f147

リモートオペレーションパネル（AK‑HRP200G）の接続﻿﻿ ﻿148
リモートオペレーションパネル（AK-HRP200G）との接続
の設定ff  f148

リモートコントロールでの制限ff  f148

第12章﻿ 延長モジュール﻿ 150
ご使用の前に﻿﻿﻿  ﻿151
各部の名称﻿﻿  ﻿152
左面部ff  f152
右面部ff  f152
前面部ff  f152
後面部ff  f153

延長モジュールの組み立て﻿﻿  ﻿154
カメラ延長モジュールとレコーディング延長モジュールの取
り外しff  f154

カメラモジュールとカメラ延長モジュールの組み立てff  f154
レコーディングモジュールとレコーディング延長モジュール
の組み立てff  f155

延長ケーブルの取り付けff  f156
電源の供給﻿﻿  ﻿157
バッテリーを使用するにはff  f157
バッテリーの取り付け、および設定ff  f157
外部DC電源の使用ff  f158
電源状態の表示についてff  f159

DC出力端子との接続﻿﻿  ﻿160
〈DCfOUT〉端子への接続ff  f160

定格﻿﻿  ﻿161
寸法図ff  f161
定格ff  f161

第13章﻿ V‑RAWレコーダー﻿ 162
V‑RAWレコーダー﻿﻿  ﻿163
V-RAWレコーダーの取り付けff  f163
コントロールパネルのHOME画面ff  f164

電源の供給﻿﻿  ﻿165
電源の投入ff  f165

コントロールパネルでの操作﻿﻿  ﻿166
システム設定と記録ff  f166
再生ff  f167
メディアff  f168
バージョンアップff  f170

第14章﻿ メンテナンス﻿ 171
ワーニングシステム﻿﻿  ﻿172
エラーコードが表示される場合ff  f172
エラーメッセージが表示される場合ff  f172

本機搭載ファームウェアのアップデート﻿﻿  ﻿175
ファームウェアのバージョンアップ方法ff  f175

本機起動画面のカスタマイズ、およびオーナー情報の設定﻿﻿  ﻿176
起動画面のカスタマイズ、およびオーナー情報の設定ff  f176

お手入れと保管について﻿﻿  ﻿177
カメラレコーダーのお手入れff  f177
保管上のお願いff  f177

保証とアフターサービス（よくお読みください）﻿﻿  ﻿178
修理を依頼されるときff  f178

第15章﻿ 仕様﻿ 179
定格﻿﻿  ﻿180
寸法図ff  f180
定格ff  f180

さくいん﻿﻿  ﻿183



ご使用になる前に本章をお読みください。

第1章	 概要



– 6 –

第﻿1﻿章 概要﻿—﻿ご使用の前に

ご使用の前に

﻿r ご使用の前には、必ず内蔵電池が消耗していないか確認し、日付 /時刻を設定してください。
内蔵電池が消耗していると、本機の内蔵時計がリセットされます。そのため、クリップのメタデータが正しく記録されず、サムネール画面で正しく表
示されないことがあります。
ご使用の前には、内蔵電池が消耗していないか確認してください。（32ページ）
また、日付 /時刻を正しく設定してください。（33ページ）

﻿r ご不要になった充電式電池はリサイクルへ
ご不要になった充電式電池は、貴重な資源を守るために廃棄しないで、リサイクルにご協力ください。
不要になったバッテリーの廃棄は、バッテリーメーカーの指示に従ってください。

Ni - MH 
Ni - Cd 
Li - ion 

﻿r メモリーカードを破棄 /譲渡するときのお願い
本機やパーソナルコンピューター機能による「フォーマット」や「削除」では、ファイル管理情報が変更されるだけで、メモリーカード内のデータは
完全に消去されません。廃棄 /譲渡するときは、メモリーカード本体を物理的に破壊するか、市販のパーソナルコンピューター用データ消去ソフトな
どを使ってメモリーカード内のデータを完全に消去することをお勧めします。メモリーカード内のデータはお客様の責任において管理してください。

﻿r コントロールパネルおよびビューファインダーについて
ffコントロールパネルに、同じ映像や文字が長時間表示されたまま放置されると、画面に映像の焼き付きが発生することがあります。数時間電源を切っ
た状態にしておくと、元に戻ります。
ff温度差が激しいところでは、コントロールパネルの液晶部に露がつくことがあります。そのような場合は、柔らかい乾いた布で拭いてください。
ffカメラレコーダーが冷え切っている場合、電源を入れた直後は、コントロールパネルが通常より少し暗くなります。内部の温度が上がると通常の明
るさに戻ります。
ffビューファインダーは有機ELを使用しているため、同じ映像や文字が長時間表示されたまま放置されると、画面に映像の焼き付きが発生すること
があります。記録される映像には問題ありません。
画面の消灯やアイセンサーを使うなどしてこまめに画面を切り替えてください。
ffコントロールパネルおよびビューファインダーモニター（有機EL）のドットについては、有効画素の99.99%以上の高精度管理をしていますが、
0.01%以下の画素欠けや常時点灯するものがあります。これは故障ではなく、記録された映像に何ら影響を与えるものではありません。

﻿r レンズやビューファインダーのアイピースは、太陽に向けないでください。
内部の部品が破損するおそれがあります。

﻿r GPSについて
GPS（GlobalfPositionfSystem）衛星は米国国務省に管理されており、意図的に精度が変更されることがあります。
屋内や樹木などの障害物に影響を受けない、上空がひらけた見通しの良い場所で測位を行ってください。
周囲の環境や時刻によって、測位までの時間が長くなったり、誤差が大きくなったりする場合があります。

﻿r レーザー光線についての留意点
レーザー光線がMOSセンサーに照射されると、MOSセンサーを破壊するおそれがあります。
レーザー照射機器が使用されている環境で撮影する場合は、レンズにレーザー光線が照射されないよう、十分お気をつけください。

﻿r 次の点にご留意ください。
ff重要な記録の場合は、必ず事前に試し撮りし、正常に録画・録音されていることを確認してください。
ff本機、およびP2カードの使用中、万一これらの不具合により録画されなかった場合、録画内容の保証についてはご容赦ください。
ff記録の前にカレンダー、タイムゾーンの設定・確認をしてください。（33ページ）記録したコンテンツの管理、再生順序に影響します。

﻿r 本製品に関するソフトウェア情報
1 本製品には、GNU﻿General﻿Public﻿License（GPL）、ならびにGNU﻿Lesser﻿General﻿Public﻿License（LGPL）に基づきライセンスされる
ソフトウェアが含まれており、お客様は、これらのソフトウェアのソースコードの入手・改変・再配布の権利があることをお知らせいたします。

2 本製品には、MIT‑License に基づきライセンスされるソフトウェアが含まれています。
3 This﻿product﻿includes﻿software﻿developed﻿by﻿the﻿OpenSSL﻿Project﻿for﻿use﻿in﻿the﻿OpenSSL﻿Toolkit﻿(http://www.openssl.org/).
4 本製品には、OpenBSD﻿License に基づきライセンスされるソフトウェアが含まれています。
5 This﻿product﻿includes﻿PHP,﻿freely﻿available﻿from﻿<http://www.php.net/>.
6 This﻿software﻿is﻿based﻿in﻿part﻿on﻿the﻿work﻿of﻿the﻿Independent﻿JPEG﻿Group.
7 本製品には、MOZILLA﻿PUBLIC﻿LICENSEに基づきライセンスされるソフトウェアが含まれています。
これらの内容（原文【英文】で記載しております）と、ソースコードの入手については、次のWebサイトを参照してください。
https://panasonic.biz/cns/sav/
なお、お客様が入手されたソースコードの内容などについてのお問い合わせは、ご遠慮ください。
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第﻿1﻿章 概要﻿—﻿ご使用の前に

﻿r USBドライバーインストール時の留意点
ドライバーに関する最新情報は次のWebサイトをご覧ください。
https://panasonic.biz/cns/sav/
ffWebサイトから必要なドライバーをパーソナルコンピューターにインストールしてください。
ffドライバーのインストール手順は、Webサイトにあるインストールマニュアルを参照してください。
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第﻿1﻿章 概要﻿—﻿付属品﻿

付属品﻿

カメラモジュール
ffマウントキャップ（カメラモジュールにあらかじめ取り付けられています）

レコーディングモジュール
ffコントロールパネル延長ユニット
ffコントロールパネル取り付け金具

HDカラービューファインダー
ff接続ケーブル
ffスライダーユニット
ffスライダーユニット取り付けねじ（2個）
ffアイカップ（HDカラービューファインダーにあらかじめ取り付けられています）
ff接眼フィルター（HDカラービューファインダーにあらかじめ取り付けられています）

ショルダーマウントモジュール
ffスライドレール（ショルダーマウントモジュールにあらかじめ取り付けられています）

@@ NOTE

ft 包装材料は商品を取り出した後、適切に処理してください。
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第﻿1﻿章 概要﻿—﻿システムで活用

システムで活用
次の推奨品をご使用ください。

基本システム機器
撮影に必要な機器です。

品名 品番 備考

VARICAMf35カメラモジュール *1 AU-V35C1G 「カメラモジュールとレコーディングモジュールの
組み立て」（22ページ）

レコーディングモジュール *1 AU-VREC1G 「カメラモジュールとレコーディングモジュールの
組み立て」（22ページ）

ショルダーマウントモジュール AU-VSHL1G 「ショルダーマウントモジュールの取り付け」
（24ページ）

HDカラービューファインダー *2 AU-VCVF2G 「HDカラービューファインダーの取り付け」
（23ページ）

レンズ（35 mmfPL マウント） ZEISS/COOKE/CANON/FUJINONなど 「レンズの取り付け」（30ページ）

ステレオマイクキット AJ-MC900G 「フロントマイクを使用する場合」（65ページ）

バッテリー DIONICfHD*3
HYTRON140*3

「バッテリーの取り付け、および設定」（27ペー
ジ）

expressP2メモリーカード AU-XP0256AG/AU-XP0256BG/
AU-XP0512BG 「P2カードについて」（45ページ）

SDメモリーカード *4
P2メモリーカード *4
microP2メモリーカード *4

Webサイトのサポートデスクを参照 *4 「P2カードについて」（45ページ）
「SDメモリーカードの取り扱い」（97ページ）

*1f このシステムでは、カメラモジュールとレコーディングモジュールが必要です。どちらか一方だけでは起動しません。
*2f 使用できるHDカラービューファインダーの最新情報は、次のWebサイトのサポートデスクを参照してください。

https://panasonic.biz/cns/sav/
*3f バッテリーホルダーは、レコーディングモジュールに標準装備しています。
*4f 本書に記載された情報以外の最新情報は、次のWebサイトのサポートデスクを参照してください。

https://panasonic.biz/cns/sav/

拡張システム機器
基本システム機器に加えて、次の機器を使用できます。

品名 品番 備考

4KLCDモニター BT-4LH310 —

LCDモニター BT-LH910Gなど —

メモリーカードドライブ AU-XPD1 —

外部DC電源 — 「外部DC電源の使用」（28ページ）

VARICAMfHSカメラモジュール AU-V23HS1G —

ワイヤレスモジュール AJ-WM30 「ワイヤレス LANの場合」（142ページ）

リモートオペレーションパネル AK-HRP200G 「リモートオペレーションパネル（AK-HRP200G）
の接続」（148ページ）

延長モジュール AU-VEXT1G 「延長モジュール」（150ページ）

延長ケーブル AU-VCBL05G 「延長モジュール」（150ページ）

アクセサリー

品名 品番 備考

三脚アダプター SHAN-TM700 「三脚の取り付け」（25ページ）

ソフトキャリングケース AJ-SC900 —

レインカバー SHAN-RC700 「レインカバーの取り付け」（26ページ）

マイクホルダー AJ-MH800G 「フロントマイクを使用する場合」（65ページ）



本機の各部の名称と機能、動作について説明します。

第2章	 各部の名称
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第﻿2﻿章 各部の名称﻿—﻿カメラモジュール

カメラモジュール

左面部

2
3
4
5

6

7

9

8

10

11

1

1 フランジバック調整穴
フランジバックを調整するときに使用します。f

2 USERボタン（〈1〉/〈2〉/〈3〉）
ユーザーが選択した機能をそれぞれのボタンに割り当てることができます。ボタンを押すことで、割り当てられた機能が動作します。

3 メジャーフック /焦点マーク〈﻿ ﻿〉
MOSセンサーの焦点位置を示します。

4 〈REC〉ボタン
ボタンを押すと記録が始まります。再度押すと記録が停止します。記録中、ボタンが赤く点灯します。

5 〈SHUTTER〉スイッチ
電子シャッターの切り替えスイッチです。

6 〈EI〉スイッチ
EXPOSUREfINDEX（ゲイン）の切り替えスイッチです。

7 アクセサリー取り付け穴
アクセサリーを取り付けます。
ff取り付け穴サイズ
f- 3/8-16fUNC

8 ハンドル
9 〈LOCK〉スイッチ
カメラモジュールのボタンやスイッチの操作を無効にします。（〈REC〉ボタン以外）
移動時など、誤操作防止のため〈LOCK〉側にしておいてください。

10 〈WB〉スイッチ
ホワイトバランスの切り替えスイッチです。

11 ファン吸気口
放熱用ファンの吸気口です。使用中はふさがないでください。

右面部

1

3
2

4

5

6

7

9

8

10

11

1 アクセサリー取り付け穴
アクセサリーを取り付けます。
ff取り付け穴サイズ
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f- 3/8-16fUNC
2 ファン排気口
放熱用ファンの排気口です。使用中はふさがないでください。

3 レコーディングモジュールリリースレバー
カメラモジュールからレコーディングモジュール（別売品）を取り外すレバーです。

4 アクセサリー取り付け穴
アクセサリーを取り付けます。
ff取り付け穴サイズ
f- 1/4-20fUNC（ねじ長さ5.5 mm以下）

5 USERボタン（〈4〉）
ユーザーが選択した機能をこのボタンに割り当てることができます。ボタンを押すことで、割り当てられた機能が動作します。

6 メジャーフック
MOSセンサーの焦点位置を示します。被写体からの焦点距離を正確に測る場合は、このマークを基準としてください。

7 〈VF〉端子
HDビューファインダーAU-VCVF2G（別売品）を接続する端子です。

8 〈VF﻿SDI〉端子
3G/HDfSDI の出力端子です。ビューファインダー表示同等の映像を出力します。
本端子に接続するケーブルは、5C-FB相当の二重シールドのものをご使用ください。

9 〈DC﻿OUT〉端子
DC12 Vの出力端子です。最大1 Aの電流を取り出すことができます。

10 〈MIC﻿IN〉端子
マイクを接続する端子です。

11 〈LENS〉端子
レンズケーブルを接続する端子です。詳しくは、ご使用になるレンズの取扱説明書を参照してください。

前面部

1

2

3

4

5

6

1 アクセサリー取り付け穴
アクセサリーを取り付けます。
ff取り付け穴サイズ
f- 3/8-16fUNC（ねじ長さ5.5 mm以下）

2 レンズケーブル /マイクケーブルクランプ
レンズケーブルやマイクケーブルを固定するためのクランプです。

3 レンズマウント
レンズを取り付けます。

4 〈FILTER〉つまみ
被写体の照度に合わせてフィルターを選択します。
〈1〉〈CLEAR〉：NDフィルターを使用しません。
〈2〉〈0.6ND〉：MOSセンサーに入る光の量を1/4にします。
〈3〉〈1.2ND〉：MOSセンサーに入る光の量を1/16にします。
〈4〉〈1.8ND〉：MOSセンサーに入る光の量を1/64にします。

5 レンズ固定レバー
レンズをレンズマウントに取り付けた後、レバーを締めてレンズを固定します。

6 マウントキャップ
レンズを取り付けていないときは、キャップを取り付けます。
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後面部

1

2

1 ロックプレート
レコーディングモジュールと接続するときに、固定する金具です。

2 レコーディングモジュール接続端子
レコーディングモジュールと接続する端子です。

上面部

1 4

5

1

2

3

1 ビューファインダー取り付け穴
ビューファインダーを取り付けます。

2 コントロールパネル取り付け金具取り付けビス穴
3 マイクホルダー取り付け位置
4 GPSモジュール位置
この部分に、GPSモジュールを内蔵しています。GPS使用中は金属などでふさがないでください。

5 アクセサリー取り付け穴
アクセサリーを取り付けます。
ff取り付け穴サイズ
f- 1/4-20fUNC
f- 3/8-16fUNC

下面部

1

1 ショルダーマウントモジュール /三脚取り付け穴
ショルダーマウントモジュールや三脚を取り付けます。
ff取り付け穴サイズ
f- 1/4-20fUNC（ねじ長さ5.5 mm以下）
f- 3/8-16fUNC（ねじ長さ5.5 mm以下）
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レコーディングモジュール

左面部

1

2
3
4
5
6

87 9 1011

12

13
14
15
16

1718 19 20 21 22

1 〈HOME〉ボタン
HOME画面に戻ります。

2 〈PLAY〉ボタン
PLAY画面に移動します。

3 〈TC〉ボタン
TC画面に移動します。

4 〈INFO〉ボタン
INFO画面に移動します。

5 〈VIEW〉ボタン
コントロールパネルにカメラ映像を表示します。

6 メインスロット開閉スイッチ
メインスロットの扉を開けます。

7 コントロールパネル操作ボタン
コントロールパネルの操作ボタンです。USERボタンとして、ユーザーが選択した機能をそれぞれのボタンに割り当てることができます。

8 コントロールパネル
機器の状態確認や、基本的な項目の設定を行います。

9 〈MENU〉ボタン
コントロールパネル画面に設定メニューを表示します。

10 〈REC〉ボタン
ボタンを押すと記録が始まります。再度押すと記録が停止します。記録中、ボタンが赤く点灯します。

11 〈EXIT〉ボタン
設定メニューやコントロールパネルでの操作を表示中、表示を前の状態に戻します。

12 〈POWER〉スイッチ
電源の入 /切スイッチです。
〈POWER〉スイッチが〈OFF〉の位置でも、本機は、完全に主電源からは切り離されていません。

13 ジョグダイヤルボタン
コントロールパネルで、メニューなどの設定、移動、選択をします。

14 〈LOCK〉スイッチ
コントロールパネルのボタンやスイッチの操作を無効にします。（〈REC〉ボタン以外）
移動時などは、誤操作防止のため〈LOCK〉側にしておいてください。

15 ケーブルクランプ
コントロールパネル延長ユニットのケーブルを固定するためのクランプです。

16 サブスロット /SDメモリーカードスロット開閉スイッチ
サブスロット /SDメモリーカードのスロットの扉を開けます。

17 メインスロットロックスイッチ1/2
メインスロットの誤挿抜防止用のロックスイッチです。
ロックすると記録ができます。
記録中はロック解除しないでください。

18 メインスロット1/2アクセス LED
メインスロット1/2に挿入したカードの記録、再生のアクセス状況を表示します。

19 メインスロット1/2
expressP2メモリーカードのスロットです。

20 サブスロット3/4アクセス LED
サブスロット3/4に挿入したカードの記録、再生のアクセス状況を表示します。

21 サブスロット3/4
microP2メモリーカードのスロットです。
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22 SDメモリーカードスロット
SDメモリーカード（別売品）のスロットです。SDメモリーカードは、カメラの設定メニューやレンズファイルの記録 /呼び出し、メタデータの
アップロードなどで使用します。

右面部

1

2

3
4
5

6 8

7

9

1 〈SDI﻿OUT1〉/〈SDI﻿OUT2〉/〈SDI﻿OUT3〉/〈SDI﻿OUT4〉端子
3G/HDfSDI の出力端子です。SINGLE、DUALまたはQUADで映像を出力します。
本端子に接続するケーブルは、5C-FB相当の二重シールドのものをご使用ください。

2 照明用出力端子
ライトを接続したときの、電源供給端子です。

3 〈USB﻿HOST〉端子（カバー内、5.0 V﻿0.5 A﻿max）
ワイヤレスモジュールAJ-WM30（別売品）を装着します。
本端子に接続するケーブルは、二重シールドのものをご使用ください。

4 〈TC﻿IN/OUT〉端子
外部機器のタイムコードを本機のタイムコードにロックさせるときに、外部機器のタイムコード入力端子と接続します。
本端子に接続するケーブルは、5C-FB相当の二重シールドのものをご使用ください。

5 〈GENLOCK﻿IN〉端子
カメラ部にゲンロックをかけるとき、またはタイムコードを外部ロックするときに基準信号を入力します。入力信号は、3G/HD-SDI 信号です。
本端子に接続するケーブルは、5C-FB相当の二重シールドのものをご使用ください。

6 〈MON﻿OUT1〉/〈MON﻿OUT2〉端子
モニター用映像の3G/HD-SDI 出力端子です。
本端子に接続するケーブルは、5C-FB相当の二重シールドのものをご使用ください。

7 ファン排気口
放熱用ファンの排気口です。使用中はふさがないでください。

8 〈USB﻿DEVICE〉端子
USBデバイス端子です。USBf2.0 ケーブルを接続します。
本端子に接続するケーブルは、二重シールドのものをご使用ください。

9 〈LAN〉端子
LAN（100BASE-TX）ケーブルを接続します。
本端子に接続するケーブルは、シールド付きのものをご使用ください。

前面部

1

2

1 ロックアングル
カメラユニット（別売品）と接続するときに、固定する金具です。

2 カメラユニット接続端子
カメラユニット（別売品）と接続する端子です。
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後面部

1

2

3
4

5

6

8
7

9
10

1 バッテリーホルダー
アントンバウアー製のバッテリーを取り付けます。

2 バッテリー取り外しレバー
バッテリー取り外しレバーを下まで倒してバッテリーを取り外します。

3 バッテリー接続端子
バッテリーと接続する端子です。

4 スピーカー
記録中はEE音声を、再生中は再生音声をモニターできます。
ワーニング表示の点滅・点灯にあわせてアラームを出します。
〈PHONES〉端子にヘッドホンを接続すると、スピーカーからの音声は自動的に消えます。

5 〈AUDIO﻿IN﻿1〉/〈AUDIO﻿IN﻿2〉端子
オーディオ機器、またはマイクを接続します。

6 〈LINE〉/〈MIC〉スイッチ
〈AUDIOfINf1〉/〈AUDIOfINf2〉端子に接続した音声入力信号を切り替えます。
〈LINE〉：ライン入力でオーディオ機器を接続しているときに選択します。
〈MIC〉：マイクを接続しているときに選択します。

7 〈PHONES〉端子
音声モニター用ヘッドホンの接続端子です。（ステレオミニジャック）

8 〈DC﻿OUT/RS〉端子
DC12 Vの出力およびRECトリガー入力の端子です。DC出力は、最大1.0 Aの電流を取り出すことができます。

9 〈DC﻿IN〉端子
外部DC電源を接続する入力用端子です。

10 〈LIGHT﻿CONTROL〉スイッチ
照明用出力端子にライトを接続したときのコントロールスイッチです。

上面部

2

1

3

1 コントロールパネル取り付け金具取り付けビス穴
2 〈RELEASE〉スイッチ
コントロールパネルを取り外すスイッチです。

3 外部ユニット接続端子
将来拡張用の端子です。通常はカバーを着けたままご使用ください。
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下面部

1

1 ショルダーマウントモジュール /三脚取り付け穴
ショルダーマウントモジュールや三脚を取り付けます。
ff取り付け穴サイズ
f- 1/4-20fUNC（ねじ長さ5.5 mm以下）
f- 3/8-16fUNC（ねじ長さ5.5 mm以下）
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HDカラービューファインダー

左面部

1
2
3
4

5 6 7

1 〈EVF﻿USER﻿1〉/〈EVF﻿USER﻿2〉ボタン
ユーザーが選択した機能をそれぞれのボタンに割り当てることができます。ボタンを押すことで、割り当てられた機能が動作します。ビューファ
インダーのメニューで設定します。

2 〈CAM﻿MENU〉ボタン
カメラ本体のメニュー画面を表示します。

3 〈EVF﻿MENU〉ボタン
ビューファインダーのメニュー画面を表示します。

4 ジョグダイヤル
操作ダイヤルです。
メニューなどの設定、移動、選択をします。

5 ズームリング
ビューファインダー表示面を拡大・縮小するリングです。
フォーカスを合わせるときに拡大して使用します。拡大時、映像の周辺が隠れることがあります。

6 視度調整リング
視度を調整するリングです。上部のボタンを押しながら回してください。

7 アイカップ

前面部

1

2

1 タリー LED
記録中、赤く点灯します。ビューファインダーのメニューで無効にできます。

2 接続端子
付属のケーブルを接続する端子です。カメラモジュール（別売品）と接続します。

後面部

1 2

3 4

1 アイセンサー
目を近づけるとビューファインダーに画面を表示します。
ご使用の眼鏡の形状、カメラの構え方、または接眼部付近に強い光が当たることにより、アイセンサーが正しく働かないことがあります。

2 ロックレバー
ビューファインダー本体を固定します。

3 接眼フィルター
防塵、防滴、結露防止のための保護フィルターです。装着した状態でご使用ください。
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4 ストッパー
ビューファインダー本体をスライダーユニットから取り外すときに使用します。

上面部

1

2

1 ロックレバー（左右位置）
ビューファインダーの位置（左右）を調整します。

2 ロックレバー（前後位置）
ビューファインダーの位置（前後）を調整します。
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ショルダーマウントモジュール

左面部

2

3

1

1 サポートロッド固定つまみ
ロッドを固定します。

：解除、 ：ロック
2 アクセサリー取り付け部（菊座）
ハンドグリップなどのアクセサリーを取り付けます。
ff取り付けねじサイズ
f- M6（ねじ長さ9 mm以下）

3 ストッパー
ショルダーマウントモジュールからスライドレールを取り外すときに押します。

右面部

2

1

3

1 サポートロッド固定つまみ
ロッドを固定します。

：解除、 ：ロック
2 アクセサリー取り付け部（菊座）
ハンドグリップなどのアクセサリーを取り付けます。
ff取り付けねじサイズ
f- M6（ねじ長さ9 mm以下）

3 スライドレール固定つまみ
スライドレールを固定します。

前面部

1

1 サポートロッド取り付け穴
直径15 mmのロッドを取り付ける穴です。

上面部

1

1 スライドレール
カメラ本体に取り付けます。



本機を使用する前に、本章の手順に従って組み立てを行ってください。また、アクセサリーの取り付けについても本章で説明します。

第3章	 準備
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モジュールの組み立て

カメラモジュールとレコーディングモジュールの組み立て

図1 図2

図3 図4

1 カメラモジュール後面上部のロックプレートにレコーディングモジュール前面上部のロックアングルを合わせる。（図1）
2 レコーディングモジュールをしっかり押し込み、カメラモジュールとレコーディングモジュールの接続端子を結合させる。（図2）
@@ NOTE

ft カメラモジュールのVエッジが下がっていると、結合できません。（図3）カメラモジュールのレコーディングモジュールリリースレバーを、押し
下げてください。Vエッジが上がります。（図4）
ft Vエッジ付近の機構部には、さわらないでください。Vエッジが勢いよく動いて、けがをするおそれがあります。

取り外すには

図1 図2

1 レコーディングモジュールリリースレバーのロックノブ（赤色）を引き上げながら（図1）、レコーディングモジュールリリースレバーを
押し下げる。（図2）
レコーディングモジュールの後部が少し浮きます。
バッテリーなど重いものを取り付けているときは、浮きにくくなります。

2 レコーディングモジュールを持ち上げる。
コントロールパネル部分を持たないでください。コントロールパネルユニットが外れ、落下のおそれがあります。

3 カメラモジュール後面上部のロックプレートからレコーディングモジュール前面上部のロックアングルを外す。



– 23 –

第﻿3﻿章 準備﻿—﻿モジュールの組み立て

HDカラービューファインダーの取り付け

図1 図2

解除

ロック

1 スライダーユニットをカメラモジュール上面のビューファインダー取り付け穴に付属ねじ（2本）で取り付ける。（図1）
2 スライダーユニットに、ビューファインダー本体のプレートを上方よりスライドさせる。（図2）
ビューファインダーのロックレバーは前方に倒して解除しておいてください。

3 ロックレバーを後方に倒して、ロックする。
4 付属の接続ケーブルを、ビューファインダーの接続端子とカメラモジュールの〈VF〉端子に接続する。
コネクターの赤いマークを合わせて接続してください。

取り外すには

a

a: ストッパー

1 接続ケーブルを外す。
2 ロックレバーを前方に倒して、ロックを解除する。
3 ストッパーを引きながら、ビューファインダー本体を上方へ持ち上げる。
4 スライダーユニットの固定ねじを外す。
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ショルダーマウントモジュールの取り付け
カメラモジュールとレコーディングモジュールを取り付けてから行ってください。

図1 図2

図3

スライドレール固定つまみ
ロック 解除

ストッパー

スライドレール固定つまみ

ストッパー開口部

1 スライドレール固定つまみを解除する。
2 ストッパーを押しながら、スライドレールをショルダーマウントモジュールから外す。（図1）
3 スライドレールのストッパー開口部をカメラ本体の前方向に向け、カメラ底面に付属のねじ（2本）で図に示したねじ穴にしっかりと取
り付ける。（図2）

4 カメラ本体をショルダーマウントモジュールの溝に沿って後方からカチッと音がするまで前方にスライドさせる。（図3）
取り付ける前にスライドレール固定つまみが、解除されているか確認してください。

5 カメラの重量バランスを考慮しスライド位置を調整した後、スライドレール固定つまみを時計周りに回して固定する。
カメラが確実に固定されていることを確認してください。カメラのバランスが悪かったり、ねじの固定がゆるかったりするとカメラが落下し、故
障やけがの原因になります。

取り外すには

1 スライドレール固定つまみを解除する。
2 ストッパーを押しながら、カメラ本体を後方にスライドさせて、ショルダーマウントモジュールから外す。
3 ねじ（2本）をゆるめ、スライドレールをカメラ底面から外す。
ショルダーマウントを三脚に取り付けている場合は、三脚のパンロックレバーとチルトロックレバーを固定してください。重量バランスがくずれ
て転倒し、故障やけがの原因になります。
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第﻿3﻿章 準備﻿—﻿アクセサリーの取り付け /取り外し

アクセサリーの取り付け /取り外し

アイカップ /接眼フィルター
アイカップ、接眼フィルターは取り外すことができます。通常は装着した状態でご使用ください。

b a

a: アイカップ
b: 接眼フィルター

三脚の取り付け
本機を三脚に取り付ける場合は、別売品の三脚アダプター（SHAN-TM700）を使います。

図1 図2

三脚アダプター

雲台

1 三脚アダプターを三脚に取り付ける。（図1）
2 本機を三脚アダプターに取り付ける。（図2）
溝に沿って、カチッと音がするまで本機を前方へスライドさせます。

@@ NOTE

ft 本機と三脚アダプターの重心を考慮して、アダプターの穴を選択してください。
また、選択した穴の径が、雲台のねじの径と合うことを確認してください。

三脚アダプターから取り外す
赤いレバーを押しながら、黒いレバーを矢印の方向へ動かし、本機を後方にスライドさせて外します。

赤いレバー 黒いレバー

@@ NOTE

ft 本機を取り外した後、三脚アダプターのピンが元に戻らないときは、再度赤いレバーを押しながら、黒いレバーを矢印の方向へ動かして、ピンを元
の位置に戻します。
ピンが中央に残ったままでは、本機の取り付けができません。お気をつけください。
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レインカバーの取り付け
レインカバーSHAN-RC700（別売品）の使用例は、次の図のとおりです。

ひもを締めます 面ファスナーで止めます
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第﻿3﻿章 準備﻿—﻿電源の供給

電源の供給
本機の電源には、バッテリー、または外部DC電源が使用できます。

バッテリーを使用するには
本機と接続検証済みのバッテリーは次のとおりです。

﻿r アントンバウアー製
HYTRON140
DIONICfHC/DIONICfHCX/DIONICfHD

﻿r アイ・ディ・エクス（IDX）製
ENDURA HL9

@@ NOTE

ft 別のバッテリーについても、［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［BATTERY］で［BATTERYfSELECT］を変更することにより対応できます。
本機と接続検証済みのバッテリーのご使用をお勧めします。
ft バッテリーをご使用になる前に、バッテリーチャージャーを使って充電してください。（充電方法についてはそれぞれの取扱説明書を参照してくださ
い）

バッテリーの取り付け、および設定

アントンバウアー製バッテリーをご使用の場合

アントンバウアー製バッテリー

取り外しレバー

1 アントンバウアー製バッテリーを取り付ける。
2 バッテリー端子を差し込んでから、矢印の方向にスライドさせる。
3 バッテリーの種類を設定する。
［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［BATTERY］→［BATTERYfSELECT］でバッテリーの種類を選択します。
詳しくは「設定メニューの基本操作」（106ページ）を参照してください。

@@ NOTE

ft バッテリーを取り外すには、バッテリーホルダーの取り外しレバーを完全に下まで倒したまま、バッテリーを取り付け時とは逆の方向にスライドさ
せてください。
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第﻿3﻿章 準備﻿—﻿電源の供給

Vマウントタイプバッテリーをご使用の場合
Vマウントタイプバッテリープレートを取り付けます。次の図のように差し込んでから、矢印の方向にスライドさせてください。

取り外しレバー

1 Vマウントタイプバッテリープレートを取り付ける。
2 矢印の方向にスライドさせる。
3 バッテリーの種類を設定する。

ff［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［BATTERY］→［BATTERYfSELECT］でバッテリーの種類を設定します。

@@ NOTE

ft Vマウントタイプバッテリープレートについては、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
ft Vマウントタイプバッテリープレートを使用する場合は、残量表示機能があるバッテリーを使用しても%（パーセント）表示はできません。
ft プレートを取り外すときは、取り外しレバーをスライドさせて取り外してください。
ft［BATTERYfSELECT］にないバッテリーをご使用の場合、［other］に設定し、特性に合わせて［FULLfVolt］、［NEARfENDfVolt］、［ENDf
Volt］を設定してください。

外部DC電源の使用

〈DC IN〉端子

DCコード

外部DC電源

1 本機の〈DC﻿IN〉端子と外部DC電源を接続する。
2 外部DC電源の電源スイッチを入れる（外部DC電源に電源スイッチがある場合）。
3 本機の〈POWER〉スイッチを〈ON〉にする。
﻿r 外部DC電源について
外部DC電源の出力電圧が、本機の定格電圧に適合していることを確認のうえ、接続してください。
外部DC電源の出力電流は、接続機器の合計電流以上で、余裕があるものをお選びください。
接続機器の合計電流は、次の式で求めることができます。
総消費電力 ÷電圧
本機の電源が入ったときには、突入電流が発生します。電源が入ったときに電源供給能力が不足すると、故障の原因となります。本機および本機の電源が入っ
たときと連動して電源が入る接続機器（レンズなど）の、総消費電力の2倍以上の電力を確保できる、外部DC電源のご使用をお勧めします。DCコードは
AWG16（公称断面積1.309 mm2）以上の芯線の2芯シールドコードをご使用ください。

ff外部DC電源のDC出力端子と、本機の〈DCfIN〉端子のピン配列を確認し、極性を正しく接続してください。
誤ってGND端子に +12 Vの電源を接続すると、火災や故障の原因になります。
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第﻿3﻿章 準備﻿—﻿電源の供給

DC﻿IN

1 GND

2 NC

3 NC

4 +12 V

パナソニック品番：K1AA104H0038
メーカー品番：HA16RX-4P（SW1）（76）（ヒロセ電機）

@@ NOTE

ft バッテリーと外部DC電源の両方を接続した場合、外部DC電源からの電源供給が優先されます。外部DC電源の使用中は、バッテリーの着脱もで
きます。
ft 外部DC電源を使用するときは、必ず外部DC電源の電源スイッチを入れた後、本機の〈POWER〉スイッチを〈ON〉にしてください。逆の操作を行っ
た場合、外部DC電源の出力電圧がゆっくり立ち上がるため、本機が誤動作することがあります。
ft 電源の供給を外部DC電源からバッテリーに切り替える場合、〈DCfIN〉端子からDCコードをゆっくりと抜いてください。素早く抜くと、本機の
動作が一度切れることがあります。
ft〈DCfIN〉端子からの電源供給時は、ライト回路が動作しません。アントンバウアー製バッテリープレートからの電源供給時のみライト回路を使用で
きます。
ft〈DCfIN〉端子にバッテリーを接続する場合は、［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［BATTERY］→［EXTfDCfINfSELECT］で［BATTERY］
に設定し、特性に合わせて［FULLfVolt］、［NEARfENDfVolt］、［ENDfVolt］を設定してください。ただし、この場合、残量表示機能があるバッテリー
を使用しても%（パーセント）表示はできません。
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第﻿3﻿章 準備﻿—﻿レンズの取り付けと調整

レンズの取り付けと調整

レンズの取り付け

図1 図2

図3

レンズ固定レバー

マウントキャップ

図4

ケーブルクランプ

〈LENS〉端子

1 レンズ固定レバーを上げ、マウントキャップを外す。（図1）
2 レンズマウント上部右の凸部に、レンズのマウント部の凹部を合わせ、レンズを取り付ける。（図2）
3 レンズ固定レバーを下げて、レンズをしっかり固定する。（図3）
4 レンズにケーブルがある場合は、ケーブルをケーブルクランプに押し込み、〈LENS〉端子に接続する。（図4）
@@ NOTE

ft レンズの取り扱いについては、レンズの取扱説明書を参照してください。
ft レンズを取り外しているときは、機器保護のためにマウントキャップを取り付けてください。

フランジバック調整
フランジバック（レンズの取り付け面から結像面までの距離）の調整機能を搭載しています。工場出荷時には高精度に調整されていますので、フラン
ジバックを調整する場合は、測定設備の整った環境で実施してください。

@@ NOTE

ft 調整方法については、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
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DC出力端子との接続

〈DC﻿OUT/RS〉端子と外部録画スタート /ストップスイッチの接続
レコーディングモジュールの〈DCfOUT/RS〉端子からは、1.0 Aの電流を取り出すことができます。
この端子に外部スイッチを接続すると、録画スタート /ストップを制御できます。
また、LEDを接続すると、タリーランプとして使用できます。クレーン上にカメラを配置しての撮影時などに便利です。

1

23

4

〈DC OUT/RS〉端子

LED

抵抗

スタート /ストップ

（参考接続例）

ケーブル側コネクター
HR10A-7R-4SC（73）
ヒロセ電機

録画

1 GND
2 TALLY﻿OUT
本機側は、オープンコレクター出力

タリーランプ点灯中 ローインピーダンス

タリーランプ消灯中 ハイインピーダンス

3 録画スタート /ストップスイッチ
本機の〈REC〉ボタンやレンズのVTRボタンと並列に接続されます。

4 +12 V

@@ NOTE

ft 外部機器を接続する場合、極性を正しく接続してください。故障の原因になります。

〈DC﻿OUT〉端子への接続
カメラモジュールの〈DCfOUT〉端子からは、1.0 Aの電流を取り出すことができます。

1

2

ケーブル側コネクター
0B.302
LEMO
1 GND
2 +12 V

@@ NOTE

ft 外部機器を接続する場合、極性を正しく接続してください。故障の原因になります。
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内蔵電池の充電
本機に設定された日付 /時刻は、内蔵電池によって保持されています。
半年程度、本機の電源を入れることなく放置すると、内蔵電池が消耗してしまう場合があります。
〈POWER〉スイッチを〈ON〉にしたとき、ビューファインダーに、［BACKUPfBATTfEMPTY］が約5秒表示される場合は、内蔵電池が消耗しています。
次の手順で内蔵電池を充電してください。

1 〈POWER〉スイッチが〈OFF〉になっていることを確認する。
2 本機にバッテリーまたは外部DC電源を接続する。
バッテリーまたは外部DC電源の接続について、詳しくは「電源の供給」（157ページ）を参照してください。

3 約4時間、そのままの状態にしておく。
内蔵電池が充電されます。
充電完了後、日時の設定やタイムコードを確認してください。ビューファインダーに［SETfDATEfANDfTIME］と表示される場合は、内蔵時計
の日付や時刻を設定してください。

4 〈POWER〉スイッチを〈ON〉にし、ビューファインダーに［BACKUP﻿BATT﻿EMPTY］が表示されないことを確認する。
充電後も、［BACKUPfBATTfEMPTY］と表示される場合は、内蔵電池の交換が必要です。お買い上げの販売店にご依頼ください。
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内蔵時計の日付 /時刻の設定
撮影時、日付 /時刻 /タイムゾーンは、コンテンツ（クリップ）にメタデータとして記録されます。日付 /時刻のメタデータは、サムネールによる再
生順序に影響します。
本機を初めて使用する前には、必ず日付 /時刻とタイムゾーンの確認・設定をしてください。
また、撮影の途中で日付 /時刻とタイムゾーンの設定を変更しないでください。

1 〈MENU〉ボタンを押す。
ffコントロールパネルに［MENU］画面が表示されます。

2 ［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［CLOCK］→［CLOCK﻿SETTING］を選択し、年、月、日、時間を設定する。
年の設定の上限は2037年です。設定メニューの操作について詳しくは、「設定メニューの基本操作」（106ページ）を参照してください。

3 ［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［CLOCK］→［TIME﻿ZONE］を選択し、グリニッジ標準時間からの時差を設定する。

@@ NOTE

ft GPS機能を有効にすることによりGPSからの正確な日時で内蔵時計を補正できます。
ft 時計精度は、月差約±30秒程度です。正確な時刻を必要とする場合は、時刻確認、再設定を行ってください。
ft 内蔵のGPSで時刻を受信できているときは、受信時刻（世界標準時）とタイムゾーンから、内蔵時計の時刻（現地の日時）を正確に保ちます。
内蔵時計の時刻表示が現地時刻と違っているなど、タイムゾーンの設定がずれているときは、再度タイムゾーンの設定を確認してください（内蔵時
計を再設定する必要はありません）。

﻿r タイムゾーン表

時差 地域 時差 地域

00:00 グリニッジ +01:00 中央ヨーロッパ

−00:30 +01:30

−01:00 アゾレス諸島 +02:00 東ヨーロッパ

−01:30 +02:30

−02:00 中部大西洋 +03:00 モスクワ

−02:30 +03:30 テヘラン

−03:00 ブエノスアイレス +04:00 アブダビ

−03:30 ニューファンドランド島 +04:30 カブール

−04:00 ハリファックス +05:00 イスラマバード

−04:30 カラカス +05:30 ムンバイ

−05:00 ニューヨーク +06:00 ダッカ

−05:30 +06:30 ヤンゴン

−06:00 シカゴ +07:00 バンコク

−06:30 +07:30

−07:00 デンバー +08:00 北京

−07:30 +08:30

−08:00 ロスアンジェルス +09:00 東京

−08:30 +09:30 ダーウィン

−09:00 アラスカ +10:00 グアム

−09:30 マルケサス諸島 +10:30 ロード・ハウ・アイランド

−10:00 ハワイ +11:00 ソロモン諸島

−10:30 +11:30

−11:00 ミッドウェイ諸島 +12:00 ニュージーランド

−11:30 +12:45 チャタム諸島

−12:00 クワジャリン +13:00 フェニックス諸島

+00:30
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撮影前の点検
撮影する前に次の点検をし、システムが正常に動作することを確認してください。

1 各モジュールの組み立て部分やハンドル部にゆるみやがたつきがないか確認する。
2 メインスロットに expressP2メモリーカードまたはP2メモリーカードを挿入し、スロットカバーを閉める。
3 〈POWER〉スイッチを〈ON〉にし、次の項目を確認する。

ffビューファインダー画面に［BACKUPfBATTfEMPTY］が表示されない。
ffコントロールパネルのステータス表示で、バッテリー残量が十分にある。
ffコントロールパネルのステータス表示で、メディア残量が十分にある。

4 〈REC〉ボタンを押し、次の項目を確認する。
ffメインスロットカードアクセス LEDがオレンジ色に点滅する。
ff〈REC〉ボタンが赤く点灯する。
ffコントロールパネルのステータス表示で、システムワーニングが表示されない。

5 再度〈REC〉ボタンを押す。
メインスロットカードアクセス LEDがオレンジ色の点灯になり、〈REC〉ボタンの赤い点灯が消えることを確認します。

6 〈PLAY〉ボタンを押して、PLAY画面に切り替え、今撮影したクリップを再生する。
コントロールパネルまたはビューファインダーで、再生が正常に動作することを確認します。



記録できる映像の組み合わせと本機でできるカラーグレーディング（インカメラカラーグレーディング）について説明します。

第4章	 映像記録とカラーグレーディング
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デュアルレコーディング
本機には、2つのレコーダーが内蔵されています。

メインスロット

サブスロット

﻿r メインレコーダー

カードスロット expressP2メモリーカードスロット ×2

使用可能メモリーカード expressP2メモリーカード
P2メモリーカード（制限があります）

ff4KフォーマットやProRes フォーマット、［AVC-Intra2Kf444］、［AVC-Intra444］、［AVC-Intra200］の各フォーマット、バリアブルフレームレー
ト機能が有効になっているときはP2メモリーカードは使用できません。
ff2 GBの P2メモリーカードは使用できません。
ff1080/59.94Pや 1080/50PのときはR、A、EシリーズのP2メモリーカードは使用できません。

﻿r サブレコーダー

カードスロット microP2メモリーカードスロット ×2

使用可能メモリーカード microP2メモリーカード

ffサブレコーダーで、プロキシーデータを同時に記録できます。（制限があります）
ffサブレコーダーの動作モードは2種類あります。［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［SYSTEMfMODE］→［VFRfSUBfREC］で設定します。
f-［NORMAL+Audio］：システム周波数のフレームで記録します。オーディオ信号も記録します。
f-［VFRfupftof60p（50p）］：メインレコーダーの［VFR］設定に同期して、バリアブルフレームレートで記録します。［VFR］が［ON］設定のと
き、オーディオ信号を記録しません。
次のいずれかの場合は、［NORMAL+Audio］に固定されます。
f-［HIGHfSPEED］：［ON（1-**fps）］
f-［SUBfCODEC］：［AVC-LongG50］または［AVC-LongG25］
ffサブレコーダーのみの記録はできません。

ファイル名形式
［MENU］→［RECfSETTINGS］→［FILEfNAMEfSTYLE］で記録されるクリップのファイル名の形式を設定できます。

﻿r［P2］

Split Clip1: 023QM200 Split Clip3: 023QM202 

CLIP1: 451QM2UR

Split Clip2: 023QM201

4GB 4GB

分割情報付きファイル名

［MAIN CODEC］

［SUB CODEC］

例：［AVC-Intra4K 422］

例：［AVC-Intra100］

録画開始 録画停止

図1

図2

ファイル名形式を［P2］に設定すると、4 GBでファイルが分割されてしまう場合でも分割情報がファイル名に含まれています。（図1）
編集ソフトなどで1クリップとして扱うことができます。
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次の場合、4 GBでファイルが分割され、P2ファイル名形式の記録になります。
ff記録メディアのフォーマットが FAT32の場合

記録メディア フォーマット

P2 FAT32

microP2（32 GB） FAT32

ff記録フォーマットがOP-Atom形式の場合

［MAIN﻿CODEC］ フォーマット

［AVC-Intra200］ OP-Atom

［AVC-Intra100］ OP-Atom

次の場合、HOME画面のREEL番号とクリップ番号アイコンの横に、メタデータを示す「M」が表示されます。（図2）
ff［FILEfNAMEfSTYLE］を［P2］に設定
ff［UserfClipfName］を［TYPE3］に設定

﻿r［CINE］

CLIP1:A005C031_151201_I40B

CLIP1:A005C031_151201_I40B

4GB 4GB

A 001C001_ yymmdd _ hhhh.mxf
 (A 001C001_ yymmdd _ hhhh.mov)

541 2 3

ファイル名が同じ

［MAIN CODEC］

［SUB CODEC］

例：［AVC-Intra4K 422］

例：［AVC-Intra422］

録画開始 録画停止

図1

図2

1 CAM﻿INDEX
2 REEL番号
3 クリップ番号
4 日付
5 レコーディングモジュールのシリアル番号から生成されるハッシュタグ
ファイル名形式の［CINE］設定が有効となるのは、4 GBでクリップが分割されない次の条件を満たす場合です。
この条件が満たされない場合は、［FILEfNAMEfSTYLE］で［CINE］を設定していても、強制的に［P2］のファイル名形式に切り替わります。アラー
トが表示されます。確認してください。
ff記録メディアのフォーマットが exFATの場合

記録メディア フォーマット

expressP2 exFAT

microP2（64 GB） exFAT

ff記録フォーマットがOP-1b 形式の場合

［MAIN﻿CODEC］ フォーマット

［AVC-Intra4Kf444］ OP-1b

［AVC-Intra4Kf422］ OP-1b

［AVC-Intra4K-LT］ OP-1b

［AVC-Intra2Kf444］ OP-1b

［AVC-Intra2Kf422］ OP-1b

［AVC-Intra444］ OP-1b

［AVC-Intra422］ OP-1b

［ProResf4444fXQ］ OP-1b
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［MAIN﻿CODEC］ フォーマット

［ProResf4444］ OP-1b

［ProResf422fHQ］ OP-1b

［ProResf422］ OP-1b

［ProResf422fLT］ OP-1b

［CINE］が有効な場合は、次のようになります。
ffメインレコーダーとサブレコーダーのファイル名は同じとなります。（図1）
ffスロットをまたいだ記録はできません。
ffメインレコーダーのカードに容量が残っていても、サブレコーダーのカードの容量がなくなると、記録を停止します。
ffHOME画面のREEL番号とクリップ番号アイコンの横にファイルを示す「F」が表示されます。（図2）

［P2］の場合でも、［USERfCLIPfNAME］を［TYPE3］に設定すると、［CINE］ファイル名形式（1～5）が［USERfCLIPfNAME］としてメタデー
タに記録されます。
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記録映像の解像度、コーデック、ビデオフォーマットの選択
記録映像の解像度と記録コーデックおよび記録フレームレートを選択できます。
ff［MAINfPIXEL］：解像度
ff［MAINfCODEC］：メイン記録フォーマット
ff［FREQUENCY］：システム周波数
ff［HIGHfSPEED］：ハイスピードモード
ffVFR：バリアブルフレームレート機能（フレームレート可変範囲）
ff［SUBfCODEC］：サブ記録フォーマット
ff［PROXY］：プロキシーデータ記録（バリアブルフレームレート機能が有効になっているとき、プロキシーデータ記録は動作しません）
記録フォーマット
ffOP-1b 形式：［AVC-Intra4Kf444］/［AVC-Intra4K-LT］/［AVC-Intra4Kf422］/［AVC-Intra2Kf444］/［AVC-Intra2Kf422］/［AVC-Intra444］
/［AVC-Intra422］/［AVC-LongG50］/［AVC-LongG25］/［ProResf4444fXQ］/［ProResf4444］/［ProResf422fHQ］/［ProResf
422］/［ProResf422fLT］
ffOP-Atom形式：［AVC-Intra200］/［AVC-Intra100］
次の場合は記録が6時間で停止します。
ff［MAINfCODEC］がProRes フォーマット
ff［FILEfNAMEfSTYLE］が［CINE］で、［CINE］設定が有効

﻿r［MAIN﻿PIXEL］が［4096×2160］のとき

［MAIN﻿CODEC］ ［FREQUENCY］ ［HIGH﻿SPEED］ VFR﻿
可変範囲

［SUB﻿CODEC］ ［PROXY］

［AVC-Intra4Kf444］ ［23.98p］ — — ［AVC-Intra2Kf422］ ［G3.5（1024×540）］

［24.00p］ — —

［25.00p］ — —

［29.97p］ — —

［AVC-Intra4Kf422］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra2Kf422］ ［G3.5（1024×540）］

［24.00p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps —

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps —

［AVC-Intra4K-LT］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra2Kf422］ ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［24.00p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps —

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps —

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps —

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps

﻿r［MAIN﻿PIXEL］が［3840×2160］のとき

［MAIN﻿CODEC］ ［FREQUENCY］ ［HIGH﻿SPEED］ VFR﻿
可変範囲

［SUB﻿CODEC］ ［PROXY］

［AVC-Intra4Kf444］ ［23.98p］ — — ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG50］f
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］

［25.00p］ — —

［29.97p］ — —

［AVC-Intra4Kf422］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG50］f
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG25］

—

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps —
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［MAIN﻿CODEC］ ［FREQUENCY］ ［HIGH﻿SPEED］ VFR﻿
可変範囲

［SUB﻿CODEC］ ［PROXY］

［AVC-Intra4K-LT］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG50］f
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［G3.5（960×540）］

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps —

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［G3.5（960×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG25］

—

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps —

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps

﻿r［MAIN﻿PIXEL］が［2048×1080］のとき

［MAIN﻿CODEC］ ［FREQUENCY］ ［HIGH﻿SPEED］ VFR﻿
可変範囲

［SUB﻿CODEC］ ［PROXY］

［AVC-Intra2Kf444］ ［23.98p］ — — ［AVC-Intra2Kf422］ ［G3.5（960×540）］

［24.00p］ — —

［25.00p］ — —

［29.97p］ — —

［AVC-Intra2Kf422］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra2Kf422］ ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［24.00p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps —

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps —

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps —

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps

［ProResf4444fXQ］ ［23.98p］ ［OFF（1-48fps）］ 1fps ～ 48fps ［AVC-Intra2Kf422］ ［G3.5（1024×540）］

［24.00p］ ［OFF（1-48fps）］ 1fps ～ 48fps

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［29.97p］ ［OFF（1-48fps）］ 1fps ～ 48fps

［ProResf4444］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra2Kf422］ ［G3.5（1024×540）］

［24.00p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［ProResf422fHQ］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra2Kf422］ ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-96fps）］* 1fps ～f96fps

［24.00p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［ON（1-96fps）］* 1fps ～ 96fps

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［ON（1-100fps）］* 1fps ～ 100fps

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［ON（1-96fps）］* 1fps ～ 96fps

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps —

［ON（1-100fps）］* 1fps ～ 100fps

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps —

［ON（1-96fps）］* 1fps ～ 96fps
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［MAIN﻿CODEC］ ［FREQUENCY］ ［HIGH﻿SPEED］ VFR﻿
可変範囲

［SUB﻿CODEC］ ［PROXY］

［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra2Kf422］ ［G3.5（1024×540）］

［ON（1-120fps）］* 1fps ～ 120fps

［24.00p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［ON（1-120fps）］* 1fps ～ 120fps

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［ON（1-100fps）］* 1fps ～ 100fps

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［ON（1-120fps）］* 1fps ～ 120fps

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps —

［ON（1-100fps）］* 1fps ～ 100fps

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps —

［ON（1-120fps）］* 1fps ～ 120fps

*f再生はできません。再生するには、［HIGHfSPEED］を［OFF］にしてください。

﻿r［MAIN﻿PIXEL］が［1920×1080］のとき

［MAIN﻿CODEC］ ［FREQUENCY］ ［HIGH﻿SPEED］ VFR﻿
可変範囲

［SUB﻿CODEC］ ［PROXY］

［AVC-Intra444］ ［23.98p］ — — ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［AVC-LongG50］
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］

［25.00p］ — —

［29.97p］ — —

［AVC-Intra200］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［AVC-LongG50］
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［AVC-Intra422］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［AVC-LongG50］
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［G3.5（960×540）］

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps —

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［G3.5（960×540）］

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps —

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［AVC-LongG25］

—

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps —

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps

［AVC-Intra100］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG50］f
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］ 

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps — 

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［G3.5（960×540）］ 

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps — 

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［G3.5（960×540）］ 

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps — 

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG25］

— 

［ON（1-100fps）］ 1fps ～ 100fps 

［50.00i］ — — ［AVC-Intra100］ ［G3.5（960×540）］

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［AVC-LongG25］

— 

［ON（1-120fps）］ 1fps ～ 120fps 

［59.94i］ — — ［AVC-Intra100］ ［G3.5（960×540）］

［ProResf4444fXQ］ ［23.98p］ ［OFF（1-48fps）］ 1fps ～ 48fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［AVC-LongG50］
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］

［24.00p］ ［OFF（1-48fps）］ 1fps ～ 48fps

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［29.97p］ ［OFF（1-48fps）］ 1fps ～ 48fps

［ProResf4444］ ［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［AVC-LongG50］
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］

［24.00p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps
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［MAIN﻿CODEC］ ［FREQUENCY］ ［HIGH﻿SPEED］ VFR﻿
可変範囲

［SUB﻿CODEC］ ［PROXY］

［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［23.98p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG50］f
［AVC-LongG25］

［G3.5（960×540）］

［ON（1-120fps）］* 1fps ～ 120fps

［24.00p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［ON（1-120fps）］* 1fps ～ 120fps

［25.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps

［ON（1-100fps）］* 1fps ～ 100fps

［29.97p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps

［ON（1-120fps）］* 1fps ～ 120fps

［50.00p］ ［OFF（1-50fps）］ 1fps ～ 50fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG25］

—

［ON（1-100fps）］* 1fps ～ 100fps

［50.00i］ — — ［AVC-Intra100］ ［G3.5（960×540）］

［59.94p］ ［OFF（1-60fps）］ 1fps ～ 60fps ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］f
［AVC-LongG25］

—

［ON（1-120fps）］* 1fps ～ 120fps

［59.94i］ — — ［AVC-Intra100］ ［G3.5（960×540）］

*f再生はできません。再生するには、［HIGHfSPEED］を［OFF］にしてください。

@@ NOTE

ft［MAINfCODEC］の選択によって、イメージセンサーや信号処理の動作モードが変わります。
ft［HIGHfSPEED］で［ON］を選択しているときは、ほかのときに比べて性能が一部劣化します。f
ft ProRes フォーマットのときは、カードをまたいだ記録はできません。
ft ProRes フォーマットのときは、CPS機能を設定したカードには記録できません。
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インカメラグレーディング
本機のグレーディング機能です。メインレコーダーにV-Log（マスター映像）、サブレコーダーにグレーディング映像を同時に記録できます。

グレーディング機能

［CDL］：
ff［Slope］、［Offset］、［Power］（RGB独立）、［Saturation］（RGB共通）で制御します。
ff本体のコントロールパネルでリアルタイムに制御できます。
ff制御パラメーターはファイル化され、映像などとともにP2カードに記録されます。
SDメモリーカードへの保存もできます。
ffファイルの拡張子は、.cdl です。

［3DfLUT］：
ff17グリッドの［3DfLUT］ファイルで制御します。
ffSDメモリーカード経由で、カメラ内へアップロードします。
SDメモリーカードへの保存もできます。
ff制御パラメーターはファイル化され、映像などとともにP2カードに記録されます。
ffファイルの拡張子は、.vlt です。

設定による制御の組み合わせ

［MAIN﻿COLOR］［Grading﻿SEL］ ［SUB﻿COLOR］ ［3D﻿LUT］ ［CDL］
出力画調

［MON﻿1］
［MON﻿2］ ［EVF］ ［VF﻿SDI］

［V-Log］

［ExternalfApp］
/［Internal］

［V-Log］
［OFF］/［V-709］
/［LoadedfFile］ ［ON］/［OFF］

V-Log
Grading

V-Log
Grading
V-709
LCC SamefAsfVF/

V-Log

［Grading］

［OFF］
［V-Log］

［OFF］ ［OFF］ V-Log
V-709

V-Log
V-709
LCC［V-709］

［V-709］ ［OFF］ ［V-709］ ［OFF］ ［OFF］ V-709 V-709
SamefAsfVF

［3DfLUT］ ［OFF］ ［3DfLUT］ ［OFF］ ［OFF］ 3DfLUT 3DfLUT

［MAINfCOLOR］が［V-Log］または［3DfLUT］のとき、［MENU］→［CAMERAfSETTINGS］→［Enhanced］→［EnhancedfSW］の設定
は［OFF］に固定されます。
［GradingfSEL］が［ExternalfApp］のとき、ネットワークで接続されたパーソナルコンピューターのカラーグレーディングアプリケーションから
制御します。f［GradingfSEL］が［Internal］のとき、コントロールパネルから制御します。
記録動作中でも、CDLによるカラーグレーディング操作ができます。.cdlファイルとして記録されるCDLパラメーター値は記録停止時の値になります。
記録停止直前にカラーグレーディングを操作すると、ファイル記録された制御パラメーターと映像に反映された制御パラメーターが一致しないことが
あります。
記録されたV-Log 映像を再生する場合、出力画調の設定に合わせた画調が出力されます。
設定がGrading の場合は、再生されるクリップと同時に保存された .vlt や .cdl ではなく、現在カメラ内部に設定されている .vlt と CDLパラメーター
が適用されます。

﻿r 記録されたV‑Log 映像を再生するとき
出力画調で出力する場合
ff［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［COLORfSETTING］→［PLAYBACKfGRADING］で［OFF］を選択します。
ff［MONf1］/［MONf2］/［VF］/［VFfSDI］の設定が［Grading］になっている出力のみ反映されます。
P2カードに記録された制御パラメーターで出力する場合
ff［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［COLORfSETTING］→［PLAYBACKfGRADING］で［ON］を選択します。
ff［MONf1］/［MONf2］/［VF］/［VFfSDI］の設定に関わらず全ての出力に反映されます。
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@@ NOTE

ft VARICAMf35で V-RAWレコーダーの再生をするとき
［PLAYBACKfGRADING］を［ON］にしても保存された制御パラメーターによる画調は行われません。
ft VARICAMf35で記録された［V-709］設定以外の［3DfLUT］ファイルが付属したV-Log 映像
VARICAMfHSでは、［PLAYBACKfGRADING］を［ON］にしても保存された制御パラメーターによる画調は行われません。
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P2カードについて

P2カードを入れる
本機を初めて使用するときは、必ず時刻の設定を先に行ってください。（33ページ）
メインスロットには expressP2メモリーカード、サブスロットにはmicroP2メモリーカードを挿入します。

メインスロットカードアクセス LED
サブスロット4

メインスロット1

メインスロット2

サブスロットカードアクセス LED

サブスロット3

カードスロットカバー

図1 図2 図3

メインスロットロックスイッチ

イジェクトボタン

1 カードスロットカバーを開ける。（図1）
2 カードスロットに使用するカードを挿入する。（図2）

ffexpressP2メモリーカードの場合（メインスロット）
-fメインスロットロックスイッチを左にスライドさせロックを解除します。
-fカードのロゴを上向きにして挿入し、イジェクトボタンが飛び出るまで押し入れます。
-f挿入後、飛び出たイジェクトボタンを右に倒します。
-fメインスロットロックスイッチを右にスライドさせロックします。
ffmicroP2メモリーカードの場合（サブスロット）
-fラベル面を上にして挿入します。

3 カードアクセス LEDがオレンジ色、または緑色に点灯しているのを確認する。（図3）（46ページ）
カードスロットに2枚のP2カードが挿入されている場合、スロット番号の小さいP2カードから順番に記録されます。ただし、P2カードを後
から挿入すると、そのP2カードが記録対象になるのは、スロット番号にかかわらず、今までに挿入されたP2カードより後になります。
ff例：2つのスロットに expressP2メモリーカードを挿入した場合
2つのスロットに expressP2メモリーカードを挿入すると、スロット番号1→2の順で記録対象の expressP2メモリーカードになります。し
かし、一度スロット番号1の expressP2メモリーカードを取り出して再び挿入した場合、スロット番号2→1の順で記録対象の expressP2
メモリーカードになります。
電源を切った後も、記録対象のP2メモリーカード番号は保持されます。次に、電源を入れたときは、電源を切る前と同じP2メモリーカードに
続けて記録できます。

4 メインスロットまたはサブスロットのカバーを閉める。
@@ NOTE

ft サブスロット側の一番上のスロットは、設定などに使用するSDメモリーカード用のスロットです。映像などの記録はできません。
ft 落下防止、防塵・静電気防止のため、カードスロットカバーは必ず閉めてください。
ft P2カードは必ず、本機でフォーマットしてください。
ft サブスロットで、microP2メモリーカード以外のSDHC/SDXCメモリーカードをご使用になった場合、動作を保証するものではありません。
ft microP2メモリーカードをゆっくりと挿入した場合、［FORMATfERROR!］や［NOTfSUPPORTED!］と表示されることがあります。その場合、
挿入し直してください。
ft ProRes フォーマットのときは、カードをまたいだ記録はできません。
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P2カードを取り出す

図1 図2

1 カードスロットカバーを開ける。
2 カードを取り外す。

ffexpressP2メモリーカードの場合
-fメインスロットロックスイッチを左へスライドさせロックを解除します。
-fイジェクトボタンを起こしてから（図1）、押し込みます。（図2）
ffmicroP2メモリーカードの場合
-fmicroP2メモリーカードをさらに本体側へ押し込み、離します。
-fmicroP2メモリーカードが挿入口から浮いてくるので、microP2メモリーカードを引き抜きます。

@@ NOTE

ft アクセス中や挿入後、認識中（カードアクセス LEDがオレンジ色に点滅）に、P2カードを取り出さないでください。故障の原因になります。
ft 万一、アクセス中のP2カードを取り出した場合、ビューファインダー画面に［TURNfPOWERfOFF］と表示され、ワーニングランプなどでワー
ニング表示を行います。また、カードアクセス LEDは、全てオレンジ色の早い点滅となります。一度、電源を切ってください。（172ページ）
ft アクセス中に取り出されたP2カードは、クリップが不正規の状態になることがあります。クリップを確認のうえ、修復してください。
ft フォーマット中のP2カードを取り出した場合、取り出したP2カードのフォーマットは保証されません。また、このときビューファインダー画面
に［TURNfPOWERfOFF］と表示されます。一度電源を切った後、再度入れて、P2カードのフォーマットをやり直してください。
ft 再生中は、ほかのスロットにP2カードを挿入しても認識されず、カードアクセス LEDは点灯しません。再生が終了してから、P2カードの認識を
開始します。
ft 記録中、空きスロットにP2カードを挿入しても、次の状態ではP2カードがすぐに認識されません。
-f記録スロットを切り替えた直後

誤消去を防ぐには
P2カードの記録内容を誤って消してしまうのを防ぐには、P2カードのライトプロテクトスイッチをProtect 側（または LOCK側）にします。

ライトプロテクトスイッチ ライトプロテクトスイッチ

@@ NOTE

ft ライトプロテクトスイッチは、記録中や再生中など、アクセス中に切り替えても、再生や記録を終了してアクセス状態が終わるまで機能しません。

カードアクセス LEDと P2カードの状態について

カードアクセス LED P2カードの状態

緑色に点灯 記録可能 書き込み /読み出しともにできます。

オレンジ色に点灯 記録対象 書き込み /読み出しともにできます。現在記録（ループレックを含む）
の対象になっています。

オレンジ色の点滅 アクセス中 現在、書き込み /読み出し中です。

オレンジ色の早い点滅 カード認識中 P2カードを認識中です。

緑色の遅い点滅

カードフル P2カードのメモリー残量がありません。読み出しのみできます。

ライトプロテクト P2カードのライトプロテクトスイッチがProtect 側になっています。
読み出しのみできます。

記録不可のカード
SDメモリーカードなどが挿入されているため、現在設定されている記
録フォーマットでは、記録できません。記録するには、記録フォーマッ
トを変更するか、P2カードをご使用ください。
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カードアクセス LED P2カードの状態

消灯

対象外のカード 本機では使用できないカードです。カードを交換してください。

フォーマット不正 P2カードが正規のフォーマットではありません。フォーマットをやり
直してください。

カードなし P2カードが挿入されていません。カード認識待ちの状態です。

認証外のカード
認証できない expressP2メモリーカードやmicroP2メモリーカード
です。［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［CARDS/MEDIA］→［CPSf
PASSWORD］を選択し、パスワードを入力してください。

P2カードの記録時間について

﻿r 本機で使用できるP2カード
本機では、別売品の expressP2メモリーカード、P2メモリーカードおよびmicroP2メモリーカードが使用できます。

@@ NOTE

ft AJ-P2C002SG（2 GB）のカードは使用できません。
ft 本書に記載された情報以外の最新情報は、次のWebサイトのサポートデスクを参照してください。
https://panasonic.biz/cns/sav/

﻿r メインレコーダー

メイン記録フォーマット
（［MAIN﻿CODEC］） 設定条件 expressP2カード256 GB使用時の記録時間

［AVC-Intra4Kf422］
［25.00p］/［29.97p］
VFR：［OFF］ 約72分

VFR：［ON］、［50fps］/［60fps］ 約 36分

［AVC-Intra100］
［25.00p］/［29.97p］
VFR：［OFF］ 約256分

VFR：［ON］、［50fps］/［60fps］ 約 128分

﻿r サブレコーダー

サブ記録フォーマット
（［SUB﻿CODEC］） 設定条件 microP2カード64 GB使用時の記録時間

［AVC-Intra2Kf422］ ［25.00p］/［29.97p］ 約64分

［AVC-Intra100］ ［25.00p］/［29.97p］ 約64分

［AVC-LongG50］ ［25.00p］/［29.97p］ 約128分

［AVC-LongG25］ ［25.00p］/［29.97p］ 約256分

@@ NOTE

ft 表示容量には管理領域などが含まれており、記録に使用できる容量は少なくなります。

P2カードに記録されるクリップの分割について
本機で8 GB以上のP2カードを使用した場合、1回の連続記録時間が次に示す時間を超えると、自動的に別のクリップとして記録を継続します。なお、
P2機器でクリップのサムネール操作（表示、削除、修復など）を行う場合は、1つのクリップとして操作できます。ノンリニア編集ソフト、および、パー
ソナルコンピューターなどでは、別々のクリップとして表示されることがあります。AVC-Intraf4Kf422で expressP2カードを使用しているとき、
AVC-LongGf50や AVC-LongGf25で 32 GBを超えるmicroP2メモリーカードへ記録する場合は、［MENU］→［RECfSETTINGS］→［FILEf
SPLIT］で［ONEfFILE］を選択すると、同一クリップとして記録を継続できます。

記録フォーマット（ネイティブ記録を除く） 連続記録時間

AVC-Intraf4Kf422（25P/29.97P） 約1分

AVC-Intraf100（1080/50P、1080/59.94Pの場合） 約3分

AVC-Intraf100（1080/25P、1080/29.97Pの場合） 約5分

AVC-LongGf50 約 10分

AVC-LongGf25 約 20分

CPS（Content﻿Protection﻿System）について
expressP2メモリーカード（Bシリーズは除く）およびmicroP2メモリーカードは、暗号化フォーマットを行うことで、第三者へのデータ流出を
防止するセキュリティー機能である「ContentfProtectionfSystem」をサポートしています。
本機ではCPSフォーマットされた expressP2メモリーカードおよびmicroP2メモリーカードの読み込みに対応しています。
CPSフォーマットされたカードを読み込むためには、本機にCPSパスワードを設定し、expressP2メモリーカードまたはmicroP2メモリーカー
ドの認証機能と暗号化フォーマット機能を有効にします。同一のCPSパスワードが設定された機器間でのみ、暗号化フォーマットされたメモリーカー
ドが自動認証され、記録・再生可能なメモリーカードとして利用できます。詳しくは「CPSパスワードの設定」（48ページ）を参照してください。

@@ NOTE

ft CPSパスワードの設定や削除は、［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［CARDS/MEDIA］→［CPSfPASSWORD］で行います。
ft パスワードは16文字まで入力できます。
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ft CPSパスワードを設定するときは、CPSフォーマットされた expressP2メモリーカードまたはmicroP2メモリーカードを各スロットに挿入し
てください。
ft 暗号化されたメモリーカードはパーソナルコンピューターのSDカードスロットでは認識できません。
ft 認証エラーになった場合、正しいパスワードで認証しなおすか、フォーマットして記録メディアとして使用してください。認証エラーのカードは記
録データの確認ができません。認証エラーのカードを挿入したままで、手動認証、フォーマット以外の操作はしないでください。

CPSパスワードの設定
CPSパスワードを設定するには、SDメモリーカードから読み込む方法と、本機のメニューを使用して入力する方法とがあります。
本機が持つことができるCPSパスワードは1つのみです。再度CPSパスワードを読み込むと上書き保存されます。

SDメモリーカードからCPSパスワードを読み込む

1 最新のP2﻿Viewer﻿Plus をパーソナルコンピューターにダウンロードしてインストールする。
2 P2﻿Viewer﻿Plus で、CPSパスワードを生成し、SDメモリーカードに書き込む。
3 CPSパスワードファイルを読み込む。
1)f本機を起動し、SDメモリーカードをSDカードスロットに挿入する。

2)fサムネール画面を開き、［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［CARDS/MEDIA］→［CPSfPASSWORD］で［LOAD］を選択する。
パスワードファイルリストが表示されます。

3)f使用するファイルを選択し、ジョグダイヤルボタンを押す。
ffCPSパスワードの読み込みに成功したときは、［LOADINGfPASSWORDfCOMPLETED!］とメッセージが表示されます。
ffCPSパスワードの読み込みに失敗したときは、ワーニングメッセージが表示されます。ワーニングの内容については「ワーニングシステム」
（172ページ）を参照してください。

@@ NOTE

ft SDメモリーカードに生成されたCPSパスワードファイルは暗号化されています。不要になった場合、セキュリティーリスク管理のため、SDメモ
リーカードをフォーマットするなどしてください。

本機のメニューでCPSパスワードを設定する

1 サムネール画面を開き、［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［CARDS/MEDIA］→［CPS﻿PASSWORD］で［SET］を選択する。
CPSパスワードを入力するソフトウェアキーボードが表示されます。

2 キーボードでCPSパスワードを入力する。
［PASSWORD］と、照合用の［RETRYfPASSWORD］を入力し、［OK］を選択するとCPSパスワードが設定されます。
ffCPSパスワードの入力に成功したときは、［SETTINGfPASSWORDfCOMPLETED!］とメッセージが表示されます。
ffCPSパスワードの入力に失敗したときは、ワーニングメッセージが表示されます。ワーニングの内容については「サムネールおよびメニュー操
作時」（173ページ）を参照してください。

@@ NOTE

ft パスワードは16文字まで入力できます。
ft 入力したパスワードは機器で表示できません。忘れないようにしてください。
ft CPS機能を設定したカードには、ProRes フォーマットのデータは記録できません。

CPSパスワードの削除
CPS機能が不要になった場合は、CPSパスワードを削除します。

1 サムネール画面を開き、［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［CARDS/MEDIA］→［CPS﻿PASSWORD］で［DELETE］を選択する。
［DELETINGfPASSWORDfCOMPLETED!］が表示され、CPSパスワードが削除されます。

@@ NOTE

ft CPSパスワードが削除されて未設定状態になると、暗号化フォーマットされたメモリーカードの自動認証、および暗号化フォーマット機能が無効に
なります。

P2カード記録データの取り扱いについて
P2カードはプロフェッショナル映像制作・放送用機器DVCPROfP2シリーズの記録メディアに採用した、半導体メモリーカードです。
ffP2フォーマットの記録データは、ファイル形式のため、パーソナルコンピューターとの親和性にすぐれています。ファイル構造は独自フォーマッ
トであり、MXFファイル化される映像、音声データだけでなく、さまざまな重要情報が含まれています。P2フォーマットの記録データは、次のよ
うなフォルダー構成で関連付けられています。
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LASTCLIP.TXT*

AUDIO
AVCLIP

CLIP
ICON
PROXY
VIDEO
VOICE

CONTENTS

ドライブ :¥

全てのフォルダーが必要です。
これらの情報が、一部分でも変更または削除されると、P2データとして認識でき
ない、またはカードがP2機器で使えなくなるなどの不具合が発生する場合があり
ます。
P2機器で記録した最後のクリップ情報を書き込んでいるファイルです。

@@ NOTE

ft microP2メモリーカード対応機器以外でフォーマットしたP2カードにはAVCLIP フォルダーがありません。AVCLIP フォルダーがないP2カー
ドはmicroP2メモリーカード対応機器で記録するときに自動でフォルダーを作成します。
ft P2カード内のデータをパーソナルコンピューターなどに転送するときや、パーソナルコンピューターに保存されているデータをP2カードに書き
戻すときは、情報の欠落を防ぐために、必ず専用ソフトウェア「P2fViewerfPlus」をご使用ください。P2fViewerfPlus のダウンロードや動作環
境については、次のWebサイトのサポートデスクを参照してください。
https://panasonic.biz/cns/sav/
ft MicrosoftfWindowsfExplorer や ApplefFinder など、一般の IT ツールを使用してパーソナルコンピューターに転送する場合は、次のように行っ
てください。なお、P2カードへ戻す場合は、必ずP2fViewerfPlus をご使用ください。
-fCONTENTSフォルダーと LASTCLIP.TXTファイルごとに行ってください。
-fCONTENTSフォルダー以下は、操作しないでください。
-fコピーするときは、CONTENTSフォルダーと同時に LASTCLIP.TXTファイルもコピーしてください。
-f複数のP2カードをパーソナルコンピューターに転送する場合、同一クリップ名の上書きを防ぐため、P2カードごとにフォルダーを作成してくだ
さい。
-fP2カード内のデータ消去は行わないでください。
-fP2カードは必ず、本機または最新のP2fViewerfPlus でフォーマットしてご使用ください。

P2カードのフォーマット

1 ［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［CARDS/MEDIA］→［FORMAT﻿MEDIA］でフォーマットしたいP2カードのスロット
を選択する。
ffフォーマットしない場合は［EXIT］を選択してください。

2 ジョグダイヤルボタンで［YES］を選択する。
選択したP2カードがフォーマットされます。

@@ NOTE

ft フォーマットにより消去されたデータは、復元できません。必ずデータを確認した後にフォーマットしてください。
ft CPSパスワードが設定されている場合、CPSフォーマットされたP2カードのスロットを選択すると、暗号化フォーマット［CPS（ENCRYPT）］
と通常フォーマット［NORMAL］を選択する確認メッセージが表示されます。暗号化フォーマットを選択すると、暗号化フォーマットが行われます。
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特殊な記録機能について

ホットスワップ記録
2つのカードスロットにP2カードを装着すれば、2枚のカードにわたって連続で記録できます。
また、記録中に記録している以外のカードを差し替えて、3枚以上に連続記録することもできます（ホットスワップ記録）。
ただし、空きスロットにP2カードを挿入するタイミング（2つのスロットにわたって連続記録するときの前後）によって、P2カードが認識される
のが遅くなる場合があります。P2カードを挿入するときは、記録対象カードの残量が1分以上ある状態で行ってください。

@@ NOTE

ft ホットスワップ再生には対応していません。
ft ProRes フォーマットのとき、ホットスワップ記録はできません。
ft ファイル名形式で［CINE］が選択されたとき、ホットスワップ記録はできません。

ショットマーク記録機能
ほかのクリップと区別するためにクリップごとにサムネールに付ける目印です。
ショットマークを付けたクリップだけを表示させたり、再生させたりできます。

ショットマークを付けるには

1 ［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［USER﻿SWITCHES］で［USER1］～［USER4］のいずれかに［SHOT﻿MARK］を設定する。
2 記録中またはPLAY画面でクリップを選択しているときにショットマークを割り当てたボタンを押す。

ff［MARKfON］と表示され、記録したクリップにショットマークが付きます。
ff再度押すと［MARKfOFF］と表示され、ショットマークは消えます。

@@ NOTE

ft 複数枚のP2カードにまたがって記録されたクリップなど、連結されたクリップにショットマークを付加または解除する場合、次のような制限があ
ります。
-fクリップを構成する全てのP2カードがスロットに挿入されている必要があります。
-f連結されたクリップのうち、先頭のクリップにのみショットマークが付きます。

テキストメモ記録機能
クリップの任意の映像ポイントにテキストメモを付加する機能です。

テキストメモを付けるには

1 ［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［USER﻿SWITCHES］で［USER1］～［USER4］のいずれかに［TEXT﻿MEMO］を設定する。
2 一時停止中またはPLAY画面でクリップを選択しているときにテキストメモを割り当てたボタンを押す。
［TEXTfMEMO］と表示され、押した瞬間のポイントにテキストメモが付加されます。

@@ NOTE

ft テキストメモは、1つのクリップにつき100個まで記録できます。

プリレック
記録開始の操作をした時点より一定時間前（約3秒前）からの映像と音声を記録します。

記録開始の操作 記録停止の操作

実際の記録時間

プリレック時間

（時間）

1 ［MENU］→［REC﻿SETTINGS］→［REC﻿FUNCTION］→［PRE﻿REC﻿MODE］で［ON］に設定する。
ff［HOME］画面に［P-REC］と表示されます。

2 〈REC〉ボタンを押す。
ff［HOME］画面の［P-REC］表示が赤く点灯します。

@@ NOTE

ft 次の場合、設定時間どおりの映像、音声が記録できないことがあります。
-f電源を入れた直後
-f設定メニューで記録関連の設定を変えた後
-fP2カードを挿入した直後
-f再生した後
-f［VFR］設定を変更したとき（［VFR］の［ON］/［OFF］切り替えや［FPS］設定を変更したとき）
-f［WINDOWfBURN］を設定して［PREVIEW］した直後
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-f記録停止後、カードへの書き込みが終了するまでの間
ft 次の場合、プリレック機能は動作しません。
-f［SUBfCODEC］設定が［AVC-LongG50］や［AVC-LongG25］、またはプロキシーデータ記録を選んでいるとき
-fインターバル記録、ワンショット記録を設定しているとき
-f［MAINfCODEC］設定がProRes フォーマットで、［HIGHfSPEED］設定が［ON］のとき
-f［MAINfCODEC］設定が［ProResf4444fXQ］または［ProResf4444］のとき
-fV-RAWレコーダーを接続しているとき

インターバル記録
設定した時間間隔で記録します。1回の記録で、1フレーム記録します。

記録（1フレーム） 記録（1フレーム） 記録（1フレーム）

（時間）

［INTERVAL TIME］設定時間 ［INTERVAL TIME］設定時間

1 ［MENU］→［REC﻿SETTINGS］→［REC﻿FUNCTION］→［REC﻿MODE］で［INTERVAL］に設定する。

2 ［MENU］→［REC﻿SETTINGS］→［REC﻿FUNCTION］で次の関連項目を設定する。
ff［INTERVALfTIME］：間欠時間（最低2フレーム・最大1時間）
ff［STARTfDELAY］：〈REC〉ボタンを押してから最初の記録を開始するまでの遅延時間

3 〈REC〉ボタンを押す。
設定に従った間欠時間でインターバル記録を開始します。
ff［INTERVALfTIME］が2分以上の場合、5秒おきにタリーランプが点滅して待機中であることを知らせます。
ff停止するには、〈REC〉ボタンを押します。
ff設定を解除するには、［MENU］→［RECfSETTINGS］→［RECfFUNCTION］→［RECfMODE］で［NORMAL］に設定します。
ff［HOME］画面に、次のように表示されます。
-f記録中：［ifREC］赤色に点灯
-f一時停止中：［ifREC］赤白反転
ただし、［INTERVALfTIME］が2秒未満の場合は、［ifREC］が赤色点灯します。
-f停止中：［ifREC］黒文字

@@ NOTE

ft インターバル記録モードで動作中、記録対象となっているスロットのカードアクセス LEDはオレンジ色に点滅します。このP2カードは取り出さ
ないでください。もし、抜いてしまった場合はクリップを修復してください。ただし、修復した場合でも、記録した最後の3～4秒間（P2カード
をまたいだ記録中に取り出した場合は最大10秒間ほど）の映像が失われることがあります。
ft プリレックは動作しません。
ft 音声は記録されません。
ft 記録したデータ（停止するまでのデータ）は、まとめて1つのファイルとなります。

ワンショット記録
設定した時間単位で一度だけ記録します。

1 ［MENU］→［REC﻿SETTINGS］→［REC﻿FUNCTION］→［REC﻿MODE］で［ONE﻿SHOT］に設定する。
ff［SUBfCODEC］設定が［AVC-LongG50］や［AVC-LongG25］、またはプロキシーデータ記録を選んでいるときは、ワンショット記録はで
きません。
ff［VFR］を設定しているときは、ワンショット記録はできません

2 ［MENU］→［REC﻿SETTINGS］→［REC﻿FUNCTION］で次の関連項目を設定する。
ff［RECfTIME］：1回あたりの記録時間
ff［STARTfDELAY］：〈REC〉ボタンを押してから最初の記録を開始するまでの遅延時間

3 〈REC〉ボタンを押す。
ff手順 2で設定した時間で記録し、記録一時停止になります。
ff停止するには、次のいずれかの操作を行います。
-f〈REC〉ボタンを2秒以上、長押しする。1回記録の動作をした後停止します。
-f〈HOME〉ボタンを2秒以上、長押しする。
ff設定を解除するには、［MENU］→［RECfSETTINGS］→［RECfFUNCTION］→［RECfMODE］で［NORMAL］に設定します。
ff表示窓の右上およびビューファインダーや液晶モニターの右部に、次のように表示されます。
-f記録中：［ifREC］赤色に点灯
-f一時停止中：［ifREC］赤白反転
-f停止中：［i］黒文字
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@@ NOTE

ft ワンショット記録モードで動作中、記録対象となっているスロットのカードアクセス LEDはオレンジ色に点滅します。このP2カードは取り出さ
ないでください。もし、抜いてしまった場合はクリップを修復してください。ただし、修復した場合でも、記録した最後の3～4秒間（P2カード
をまたいだ記録中に取り出した場合は最大10秒間ほど）の映像が失われることがあります。
ft プリレックは動作しません。
ft 音声は記録されません。
ft 記録したデータ（停止するまでのデータ）は、まとめて1つのファイルとなります。
ft 連続でワンショット記録する場合、記録動作の受け付けが遅くなることがあります。



コントロールパネルを使った、各設定の変更方法や設定状態の確認方法について説明します。

第5章	 コントロールパネル
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コントロールパネルの操作
本機の基本的な操作は、コントロールパネルで操作できます。
コントロールパネルで設定を変更すると、連動して［MENU］の設定も変更されます。

j

j

a

b

c

d

e

g

h

f

i

a: 〈HOME〉ボタン
b: 〈PLAY〉ボタン
c: 〈TC〉ボタン
d: 〈INFO〉ボタン
e: 〈VIEW〉ボタン
f: 〈EXIT〉ボタン
g: 〈MENU〉ボタン
h: ジョグダイヤルボタン
i: 〈LOCK〉スイッチ
j: コントロールパネル操作ボタン

カメラ状態表示部

1 2 3 4 5

6 7 8 9

1 録画状態表示
上：メインスロット側の記録状態表示
ff［REC］：録画中
：音声を記録していないとき

下：サブスロット側の記録状態表示
ff［REC］：録画中

2 メディア残量表示
上：メインスロット側のメディア残量表示
下：サブスロット側のメディア残量表示
ff［***min］：残量（0～599分まで）
ff［**h］：残量（10時間以上）
ff［END］：残量なし
ff［WP］：ライトプロテクト
ff［OFF］：［SUBfCODEC］が［OFF］のとき

3 コーデック表示
上：メインスロット側のコーデック表示（［MAINfCODEC］の設定値）
下：サブスロット側のコーデック表示（［SUBfCODEC］の設定値）

4 バッテリー表示
ffバッテリーの残量が少なくなるにつれ、 → → → と変わります。
ff （黄）：バッテリー残量が少なくなってきています。
ff （赤）：バッテリー残量がありません。
ff［**.*V］：バッテリー残量を0.1 V単位で表示します。
ff［***%］：残量情報があるバッテリー残量を%で表示します。

5 オーディオレベルメーター表示
ffチャンネル表示
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［1］/［2］または［3］/［4］f
ffレベルメーター表示
19本のバーでレベルを表示します。（2 dB刻み）
ff基準レベルバー
−18 dBの位置または −20 dBの位置
［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［AUDIOfLEVEL］→［HEADROOM］での設定を基準にします。

6 ワーニング /エラー表示
：ワーニング（次の場合は、タイムコード表示部にワーニング内容が表示されます）
ff［SYSTEMfERRORf!］f
ff［TURNfPOWERfOFFf!］f
ff［RECfWARINGf!］f
ff［CARDfERRORf!］（記録停止したとき）
ff［LOWfBATTERYf!］f
ff［MEDIAfENDf!］f
：アラート

7 タイムコード表示
ff［TCGf12:59:59:20］：タイムコードジェネレーター値を表示します。
ff［TCRf12:59:59:20］：タイムコードリーダー値を表示します。
ff［UBGfABfCDfEFf98］：ユーザーズビットジェネレーター値表示を表示します。
ff［UBRfABfCDfEFf98］：ユーザーズビットリーダー値を表示します。
ff［Dur.00:59:59:23］：デュレーション値を表示します。

8 ［USER﻿CLIP﻿NAME］/［TYPE3］表示
CAMfINDEX、REEL番号、クリップ番号を表示します。

9 ロック表示 /ネットワーク状態表示
〈LOCK〉スイッチにより、ボタンの操作が無効になっているときに表示します。

：ネットワーク接続の状態を表示します。

コントロールパネル延長ユニットの使用
コントロールパネルは取り外して使用できます。コントロールパネルを取り外すときは、〈POWER〉ボタンを〈OFF〉にしてください。

図1 図2

図3

1 〈RELEASE〉スイッチを押しながら、コントロールパネルを持ち上げる。（図1）
コントロールパネルが外れます。

2 コントロールパネル延長ユニットを取り付ける。（図2）
3 コントロールパネル延長ユニットのケーブルをコントロールパネルに接続する。（図3）
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コントロールパネル取り付け金具で固定
取り外したコントロールパネルは、コントロールパネル取り付け金具を使って固定できます。

図1

図3

図2

1 コントロールパネル取り付け金具を取り付ける。（図1）
2 コントロールパネル取り付け金具にコントロールパネルを取り付ける。（図2）
3 コントロールパネルをねじで固定する。（図3）
@@ NOTE

ft ケーブルは、ケーブルクランプをお使いいただくなど、引っ掛からないように処理してください。
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HOME画面
カメラの基本的な設定の表示と、その設定を変更する画面です。

［FPS］ フレームレートを設定します。

［VFR］ バリアブルフレームレートを切り替えます。
［OFF］のときは、［MENU］→［SYSTEMfSETTING］→［FREQUENCY］
で設定したレートの1倍速となります。
ff［ON］のとき、音声の記録はできません。サブレコーダー側には音声が記録
されます。

［PRESET］ あらかじめ設定したフレームレートから選択するモードです。
最大12個をメモリできます。
［ADD］/［DEL］で、追加 /削除します。

［VARIABLE］ 可変範囲全体から選択するモードです。
［FINE］/［NORMAL］/［COARSE］で、可変ステップが変わります。

［SHUTTER］ シャッタースピードを設定します。

［ON］/［OFF］ ［OFF］ときは、シャッターオフ（開角度360 deg）になります。

［PRESET］ あらかじめ設定したシャッタースピードから選択するモードです。
最大12個を登録できます。
［ADD］/［DEL］で、追加 /削除します。

［SYNCHRO］ 可変範囲全体から選択するモードです。
［FINE］/［COARSE］で、可変ステップが変わります。

［deg/sec］ シャッター設定の単位を決めます。
［deg］：開角度
［sec］：秒

［EI］ EXPOSUREfINDEX（ゲイン）を設定します。

［ISO/dB］ 設定方法を切り替えます。

［NATIVEfONLY］ ネイティブ ISOのみ選択可能になります。（［ISO］設定時）

［800BASE］ ISO800基準の値が選択可能になります。（［ISO］設定時）

［5000BASE］ ISO5000基準の値が選択可能になります。（［ISO］設定時）

［WB］ 色温度（ホワイトバランス）を設定します。

［AWB］ オートホワイトバランスを実行します。

［PRESET］ あらかじめ設定したホワイトバランス値から選択するモードです。
最大12個を登録できます。
［ADD］/［DEL］で、追加 /削除します。
［AWB］を実行すると、結果が自動的に選択肢に追加されます。

［TEMPfSHIFT］ 可変範囲全体から調整するモードです。

［GMg］ 緑‐マゼンタ軸にシフトします。

［COLOR］ 映像のカラー（ガンマおよびガマット）を設定します。

［MAINfCOLOR］ メインレコーダーに記録される映像および〈SDIfOUT1〉～〈SDIfOUT4〉
端子からの出力映像のカラーを設定します。

［SUBfCOLOR］ サブレコーダーに記録される映像のカラーを設定します。

［GradingfSEL］ グレーディング機能を設定します。
［MAINfCOLOR］が、［V-Log］ときのみ有効になります。

［3DfLUT］ ［3DfLUT］ファイルでのグレーディングを設定します。
［GradingfSEL］が［OFF］のときは無効です。
［GradingfSEL］が［Internal］または［ExternalfApp］のとき
ff［LOAD］で、SDメモリーカードから読み込みます。
ff［SAVEfAS］で、SDメモリーカードに設定値を保存します。
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［CDL］ ［CDL］でのグレーディングを設定します。
［GradingfSEL］が［OFF］のときは無効です。
［GradingfSEL］が［Internal］または［ExternalfApp］のとき
ff［Slope］/［Offset］/［Power］/［Saturation］をコントロールパネル
で設定します。
ff［LOAD］で、SDメモリーカードから読み込みます。
ff［SAVEfAS］で、SDメモリーカードに設定値を保存します。

［MONfSET］ ［MONfOUT］/［VF］/［VFfSDI］の表示カラーを設定します。

［SYSTEMfMODE］ 本機のシステムを設定します。

［SYSTEMfMODEfPRESET］ あらかじめ設定したシステムモードから選択します。最大5個を登録できます。
［SYSTEM］画面で［SYSTEMfMODE］にカーソルを合わせてジョグダイヤ
ルボタンを押すと、［SYSTEMfMODEfPRESET］画面に移動します。
ff［LOAD］
［SYSTEMfMODE］の各項目の設定を、選択したシステムモードの設定に
変更します。
［SYSTEMfMODE］以外の設定メニューも、選択したシステムメニューに
連動して変更することがあります。
ff［DELETE］
選択したシステムモードを削除します。
ff［SAVE］
本機の現在の設定値を、登録します。fすでに5個の値が登録されていると
きは、現在選択されている値と入れ替えます。
［SYSTEMfMODE］の各項目および［VFR］の設定値が登録されます。

［FREQUENCY］ システム周波数を設定します。

［PIXEL］ 本機のメインの画素数（解像度）を設定します。

［MAINfCODEC］ メインレコーダーのコーデックを設定します。
［FREQUENCY］/［PIXEL］/［MAINfCODEC］/［HIGHfSPEED］の4
つの設定で、本機の基本システムが決定されます。基本システムの設定変更に
より、再起動が必要な場合があります。
4つの設定を確認した後、案内に従って再起動してください。

［SUBfCODEC］ ［SUBfCODEC］：サブレコーダーのコーデックを設定します。
［VFRfSUBfREC］：［NORMAL+Audio］または［VFRfupftof60p（50p）］
を選択します。
ff［NORMAL+Audio］：システム周波数のフレームで記録します。オーディオ
信号も記録します。
ff［VFRfupftof60p（50p）］：メインレコーダーの［VFR］設定に同期して、
バリアブルフレームレートで記録します。［VFR］が［ON］設定のとき、オー
ディオ信号を記録しません。60p（50p）表示以上のフレームレートのとき
は記録しません。

［HIGHfSPEED］ ハイスピードモードを設定します。［MAINfCODEC］がProRes フォーマッ
トで［HIGHfSPEED］が［ON］に設定されているときは、再生操作ができ
ません。

［AUDIO］ ［AUDIO］ 音声の入力や記録を設定します。
［VOL］：入力ボリュームを設定します。
［IN］：入力チャンネルの切り替えやレベル制御を設定します。
［OUT］：スピーカーやヘッドホンへの出力を設定します。

［DAILIES］ サブレコーダーに記録する映像に重畳するデータを設定します。

［WATERfMARK］ 設定した文字列を重畳します。

［FRAMEfMARK］ フレームマークを重畳します。

［WINDOWfBURN］ ［WINDOWfBURN］を設定します。

［BURNfDATA］ ［WINDOWfBURN］で使用する［BURNfDATA］を設定します。

［PREVIEW］ ［WINDOWfBURN］の設定状態を確認します。

［USERfCLIPfNAME］ ［USERfCLIPfNAME］を設定します。

［CAMfINDEX］ ［USERfCLIPfNAME］の［TYPE3］ときに適応する、［CAMfINDEX］を設
定します。

［NEXTfREELfCOUNT］ ［USERfCLIPfNAME］の［TYPE3］ときに適応する、［NEXTfREELf
COUNT］を設定します。

［TYPE］ ［USERfCLIPfNAME］の［TYPE］を設定します。
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PLAY画面
記録した映像を再生する画面です。

ジョグダイヤルボタンを回すと、クリップを選択できます。
ジョグダイヤルボタンを押すと、中央で選択されているクリップを再生します。
クリップの終端で、リスト表示に戻ります。
再生中に、ジョグダイヤルボタンを押すと、一時停止します。
再生中にジョグダイヤルボタンを回すと、4倍速で早送り /早戻し動作を行います。さらに同じ方向にジョグダイヤルボタンを回すと、16倍速で早
送り /早戻し動作を行います。
再生中にコントロールパネル操作ボタン（［REPAIR］）を押すと、再生を停止します。

［SLOT］ メインレコーダーとサブレコーダーを切り替えます。
左上に、選択しているレコーダーを表示します。
［M］：メインレコーダー
［S］：サブレコーダー

［DEL/FORMAT］ 選択したクリップを削除したり、カードをフォーマットします。

［COPY］ 選択したクリップをコピーします。

［SORT］ クリップを一覧表示するときの条件を設定します。

［REPAIR］ 対象のクリップ（ファイル）を選択し修復します。

［PROPERTY］ 中央で選択されているクリップのプロパティーを表示します。

［MAINfCODEC］がProRes フォーマットで、［HIGHfSPEED］が［ON］に設定されているときは、再生操作ができません。
［USERfCLIPfNAME］設定が［TYPE3］のとき、リスト表示は［USERfCLIPfNAME］の先頭15文字になります。
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TC画面
タイムコードの設定をする画面です。

［TC/UB/Dur.］ HOME画面やステータスの表示を切り替えます。
［TC］：タイムコード
［UB］：ユーザーズビット
［Dur.］：デュレーション

［FREE/RECfRUN］ フリーランとレックランを切り替えます。
バリアブルフレームレート機能が有効のときは、レックランに固定されます。

［DF/NDF］ ドロップフレームとノンドロップフレームを切り替えます。

［SET］ タイムコードジェネレーターを設定します。
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INFO画面
本機の情報表示を行う画面です。

［DIAGNOSTICS］ ワーニングなど、本機の状態を表示します。
ジョグダイヤルボタンを押すと［OWNERfINFO］画面に切り替わります。

［OWNERfINFO］ ［DIAGNOSTICS］画面を表示中にジョグダイヤルボタンを押すと［OWNERfINFO］画面に切り替わります。
次のオーナー情報を表示します。
［OWNER］：オーナーの名前
［ADDR］：オーナーの住所
［PHONE］：オーナーの電話番号
［E-MAIL］：オーナーのメールアドレス
［MSG］：オーナーからのメッセージ
〈EXIT〉ボタンを押すと［DIAGNOSTICS］画面に切り替わります。

［SWITCHES］ ［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［USERfSWITCHES］で各USERスイッチに割り当てられたスイッチ情
報を一覧で表示します。

［VERSION］ ファームウェアのバージョンを表示します。
［UPDATE］：ファームウェアのバージョンアップを行います。

［PERIPHERAL］ 周辺装置（USBやネットワークなど）の情報を表示します。

［HISTORY］ サービスに関する操作を行います。
［USB］：USBを使用してサポートするモードに移動します。
［TRACEfLOG］：SDメモリーカードにトレースログを書き出します。

［MEDIA］ フォーマットなど、記録メディアに関する操作を行います。
［CPSfPASSWORD］：CPS（カード認証システム）操作を行う画面に移動します。CPSフォーマットされたP2カー
ドが挿入されているときのみ選択できます。
［FORMAT］：カードフォーマット操作を行う画面に移動します。

@@ NOTE

ft［OWNERfINFO］画面に表示する情報の設定方法については、「本機起動画面のカスタマイズ、およびオーナー情報の設定」（176ページ）を参照
してください。
ft［OWNERfINFO］画面に表示される情報は、カメラから外部に送信されることはありません。
ft［OWNERfINFO］画面に表示される情報に基づいて被った損害に関して、当社は一切の責任を負いません。
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VIEW画面
映像を表示します。ステータス表示の内容は、［MENU］で設定してください。
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MENU画面
［MENU］を表示します。
［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［MONfOUT］→［MENUfDISP］などの設定によっては、〈MONfOUT1〉端子および〈MONfOUT2〉
端子からの出力にも［MENU］が表示されます。



撮影時に記録する音声の準備や調整方法について説明します。

第6章	 音声記録
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音声入力の準備
本機に入力する音声機器の接続の準備をします。

フロントマイクを使用する場合
ステレオマイクキットAJ-MC900G（別売品）などのマイクを取り付けることができます。

a

b

図1 図2

図3 図4

1 マイクホルダー取り付け位置のねじを外し、マイクホルダーAJ‑MH800G（別売品）を取り付ける。（図1）
2 マイクを取り付け、固定ねじ（a）を締める。（図2）
マイクのUP表示を上にして取り付けてください。

3 ロックレバー（b）をゆるめ、マイクの角度を調整し、ロックレバーを締める。（図3）
4 マイクの接続ケーブルをカメラモジュールの〈MIC﻿IN〉端子に接続する。（図4）
5 記録する音声チャンネルに応じて、コントロールパネルの音声入力で［FRONT］を選択する。
コントロールパネルでの音声入力の設定

1 〈HOME〉ボタンを押し、HOME画面を表示する。
2 ［SYSTEM］→［AUDIO］で［AUDIO﻿IN］を選択する。

3 ［CH1/2﻿IN］で［FRONT］を選択する。
自動的に、［CH3/4fIN］が、［REAR］に設定されます。
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オーディオ機器を使用する場合

a

c

b

a: 〈AUDIO﻿IN﻿1〉端子
b: 〈AUDIO﻿IN﻿2〉端子
c: 〈LINE〉/〈MIC〉スイッチ

1 オーディオ機器とレコーディングモジュールの〈AUDIO﻿IN﻿1〉端子または〈AUDIO﻿IN﻿2〉端子をXLRケーブルで接続する。
2 XLRケーブルを接続したチャンネルに応じて、コントロールパネルの音声入力で［REAR］を選択する。
3 〈AUDIO﻿IN﻿1〉端子または〈AUDIO﻿IN﻿2〉端子にある〈LINE〉/〈MIC〉スイッチを〈LINE〉に切り替える。
コントロールパネルの設定

1 〈HOME〉ボタンを押し、HOME画面を表示する。
2 ［SYSTEM］→［AUDIO］で［AUDIO﻿IN］を選択する。

3 ［CH1/2﻿IN］で［REAR］を選択する。
自動的に、［CH3/4fIN］が、［FRONT］に設定されます。

@@ NOTE

ft 入力信号がデジタル音声（AES/EBUフォーマット）のときは、［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［AUDIOfINPUT］→［AES/EBUfIN］
を［ON］に設定します。4チャンネルともデジタル入力となり、音声入力の設定やレベル調整は無効になります。
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音声入力の選択と録音レベルの調整
本機は、全ての記録フォーマットで音声独立4チャンネル記録ができます。

音声入力信号の選択

1 〈HOME〉ボタンを押し、HOME画面を表示する。
2 ［SYSTEM］→［AUDIO］で［AUDIO﻿IN］を選択する。

3 ［CH1/2﻿IN］で［FRONT］を選択する。
自動的に、［CH3/4fIN］が、［REAR］に設定されます。

@@ NOTE

ft 入力信号がAES/EBUフォーマットのときは、4チャンネルともAES/EBU入力となり、音声入力信号の設定は無効になります。
ft 記録される音声信号は、そのままSDI 信号で出力されます。音声関連の詳細については、［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［AUDIOf
INPUT］、［AUDIOfLEVEL］、［AUDIOfOUTPUT］で設定します。

録音レベルの調整
手動調整と自動調整があります。

自動で調整する
音声チャンネル1/2に録音されるレベルを自動調整します。音声チャンネル1/2を［FRONT］に設定している場合、音声チャンネル3/4も同様に
設定できます。

1 〈HOME〉ボタンを押し、HOME画面を表示する。
2 ［SYSTEM］→［AUDIO］で［AUDIO﻿IN］を選択する。

3 ［FRONT1﻿LEVEL］または［FRONT2﻿LEVEL］で［AUTO］を選択する。
手動で調整する
音声チャンネル1/2に録音されるレベルを手動調整します。音声チャンネル1/2を［FRONT］に設定している場合、音声チャンネル3/4も同様に
設定できます。

1 〈HOME〉ボタンを押し、HOME画面を表示する。
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2 ［SYSTEM］→［AUDIO］で［AUDIO﻿IN］を設定する。
［CH3/4］になっているときは、［tofCH1/2］で［CH1/2］に切り替えてください。

3 ［FRONT1﻿LEVEL］または［FRONT2﻿LEVEL］で［MANUAL］を選択する。
［AUTO］を選択していると、［VOL］画面に［A］と表示され、手動調整ができません。

4 ［SYSTEM］→［AUDIO］で［AUDIO﻿VOL］を選択する。

5 音声チャンネルレベルメーターの表示を見ながら、［FRONT1+］/［FRONT1−］または［FRONT2+］/［FRONT2−］またはジョグダ
イヤルボタンを回して調整する。
上段のバー（0 dB）を超えると赤いバー表示が点灯し、入力音量が過大であることを示します。最大でも0 dBまでにならないように調整してく
ださい。
ジョグダイヤルボタン操作では両方チャンネルのレベルが同時に増減します。［AUTO］の場合は増減しません。

﻿r 記録基準レベルについて
［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［AUDIOfLEVEL］→［HEADROOM］で［18dB］または［20dB］を選択できます。
チャンネル1～チャンネル4の共通設定です。

@@ NOTE

ft レベル調整を［MANUAL］にする場合、［MENU］→［SYSTEMfSETTING］→［SYSTEMfMODE］→［AUDIOfLEVEL］で［FRONT1f
LIMITER］/［FRONT2fLIMITER］/［REAR1fLIMITER］/［REAR2fLIMITER］を有効にするかどうかを設定してください。工場出荷時は、［OFF］
に設定されています。

音声モニター（ヘッドホン）
本機の音声は、ヘッドホンで聴くことができます。

1 〈HOME〉ボタンを押し、HOME画面を表示する。
2 ［SYSTEM］→［AUDIO］で［AUDIO﻿OUT］を選択する。

﻿r ヘッドホン出力音声の設定

1 ［MONITOR］で出力信号（モノラル、ステレオ、ミックス）を選択する。
﻿r ヘッドホン出力音声レベルの調整

1 ［MON+］/［MON−］またはジョグダイヤルボタンを回して調整する。



ビューファインダーの調整方法と画面表示について説明します。

第7章	 ビューファインダー
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ビューファインダーの調整と設定
本機のパネルは、OLED（有機 EL）です。
アイセンサーによりビューファインダーに目を近づけると自動的に映像を表示します。

調整方法

b c d

a

a: ロックレバー（左右位置）
b: ロックレバー（前後位置）
c: 視度調整リング
d: ズームリング

﻿r 左右位置調整

1 ロックレバー（左右位置）をゆるめる。
2 ビューファインダーを左右にスライドさせる。
見やすい位置に調整してください。

3 ロックレバー（左右位置）をロックする。
﻿r 前後位置調整

1 ロックレバー（前後位置）をゆるめる。
2 ビューファインダーを前後にスライドさせる。
見やすい位置に調整してください。

3 ロックレバー（前後位置）をロックする。
﻿r 視度調整

1 上部ボタンを押しながら、視度調整リングを回す。
視度調整範囲：−3.6fD ～ +1.4fD

﻿r ズーム調整

1 ズームリングを回して調整する。
映像を確認しながら、見やすい画角に調整してください。
調整はフォーカスを合わせるときに行ってください。
拡大した画像の画面周辺に、ケラレが発生することがあります。
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ビューファインダーの状態表示
ビューファインダーでは、映像だけでなく本機の設定や動作の状態を示すメッセージ、センターマーカー、セーフティーゾーンマーカー、ゼブラパター
ンなどが表示されます。

ランプ表示

1 2

3 4

1 緑色タリーランプ
緑色タリー信号を受けると緑色に点灯します。

2 赤色タリー /記録ランプ
記録時または赤色タリー信号を受けると赤色に点灯します。

3 ワーニングランプ
本機でワーニングが発生した時に点滅または点灯します。

4 バッテリーランプ
バッテリー残量が少なくなると、点滅を始めます。バッテリーが使用できなくなると点灯します。

状態表示
「〈MONfOUT1〉、〈MONfOUT2〉、〈VFfSDI〉出力での状態表示（STATUS）」を参照してください。

画面の調整

1 〈EVF﻿MENU〉ボタンを押す。
画面上部に、画面調整項目が表示されます。

2 ジョグダイヤルボタンを回して、調整したい項目を選択する。
3 ジョグダイヤルボタンを押す。
4 ジョグダイヤルボタンを回して、調整する。
5 ジョグダイヤルボタンを押す。
6 〈EVF﻿MENU〉ボタンを押す。
画面調整項目の表示が消えます。
［EVFfMENU］→［DISPLAYfSETUP］でもできます。

ダイレクトカメラ設定
次のカメラ設定は、ビューファインダーからの操作でダイレクトに設定できます。
［FPS］/［SHUTTER］/［EI］/［WB］

1 ビューファインダーの〈CAM﻿MENU〉ボタンを押す。
画面下部に、設定項目が表示されます。

2 ジョグダイヤルボタンを回して、設定したい項目を選択する。
3 ジョグダイヤルボタンを押す。
4 ジョグダイヤルボタンを回して、設定内容を選択する。
5 〈CAM﻿MENU〉ボタンを押す。
ビューファインダーからの［MENU］設定
本体の［MENU］を、ビューファインダーの操作でダイレクトに設定できます。

1 ビューファインダーの〈CAM﻿MENU〉ボタンを2秒以上押す。
カメラ本体の［MENU］が表示されます。
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カメラ本体の操作パネルにも、［MENU］が表示されます。

［EVF﻿MENU］操作

1 〈EVF﻿MENU〉ボタンを2秒以上押し続けます。
［EVFfMENU］が表示されます。

［EVF﻿MENU］一覧

﻿r［DISPLAY﻿SETUP］

項目 設定内容

［CONTRAST］ コントラストを調整します。
［−32］…［31］
ff工場出荷値：［0］

［BRIGHT］ ブライトを調整します。
［−32］…［31］
ff工場出荷値：［0］

［COLOR］ カラーレベルを調整します。
［−32］…［31］
ff工場出荷値：［0］

［--fPEAKINGfVALUE］ ビューファインダー内の映像の輪郭を調整します。
［0］…［9］
ff工場出荷値：［0］

［RfBRT］ 赤色のブライトを調整します。
［−32］…［31］
ff工場出荷値：［0］

［GfBRT］ 緑色のブライトを調整します。
［−32］…［31］
ff工場出荷値：［0］

［BfBRT］ 青色のブライトを調整します。
［−32］…［31］
ff工場出荷値：［0］

﻿r［SW﻿MODE］

項目 設定内容

［FRONTfTALLY］ フロントタリーランプ機能の有効 /無効を設定します。
［ON］/［OFF］

［EYEfSENSOR］ アイセンサーの感度を設定します。
［NORMAL］：アイセンサーに応じてビューファインダー画面を表示します。
［1min］：アイセンサーが解除されてから1分間、ビューファインダー画面表示を維持します。
［5min］：アイセンサーが解除されてから5分間、ビューファインダー画面表示を維持します。

［B/W］ モノクロモードにします。
［ON］：表示が全て白黒になります。
［OFF］：モノクロモードを解除します。

［SCAN］ 表示を反転します。
［NORMAL］/［REVERSE］

﻿r［USER﻿SW﻿1］/［USER﻿SW﻿2］
〈EVFfUSERf1〉/〈EVFfUSERf2〉ボタンに割り当てる機能を選択します。
カメラ本体の［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］のVF関連項目で表示設定する内容と共通の設定になります。
（［FALSEfCOLOR］を除く）

設定内容

［MARKER］：マーカーの表示 /非表示を切り替えます。
［CENTER﻿MARKER］：センターマーカーの表示 /非表示を切り替えます。
［SAFETY﻿MARKER］：セーフティーマーカーの表示 /非表示を切り替えます。
［FRAME﻿MARK］：フレームマーカーの表示 /非表示を切り替えます。
［USER﻿BOX］：ユーザーボックスの表示 /非表示を切り替えます。
［ZEBRA］：ゼブラ表示の表示 /非表示を切り替えます。
［EXPAND］：拡大表示機能の有効 /無効を切り替えます。
［FOCUS﻿ASSIST］：フォーカスアシスト機能の有効 /無効を切り替えます。
［IN﻿COLOR/SQ./MONO］：アドバンスアシスト（フォーカスアシスト）機能の有効 /無効を切り替えます。
［FALSE﻿COLOR］：フォールスカラーモードの有効 /無効を切り替えます。
［SURROUND﻿VIEW］：サラウンドビュー機能の有効 /無効を切り替えます。
［SURROUND﻿VIEW﻿LINE］：サラウンドビューエリアマーカー表示の表示 /非表示を切り替えます。
［SMOOTH﻿MODE］：スムーズモードの有効 /無効を切り替えます。
［WFM］：ウェーブフォームモニターの表示 /非表示を切り替えます。
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﻿r［INFORMATION］

項目 設定内容

［OPERATIONfTIME］ ビューファインダーの有機ELパネルが表示されていた時間の合計を表示します。

［VERSION］ ビューファインダーのファームウェアのバージョンを表示します。

フォールスカラーモード
フォールスカラーを使って露出の確認ができます。
輝度信号レベルにより異なる色に振り分けて表示されます。その他のレベルの画像は白黒で表示されます。
フォールスカラーは、ビューファインダーおよび〈VFfSDI〉端子からの出力に表示できます。

表示パターン

﻿r［MAIN﻿COLOR］が［V‑Log］の場合

カラー レベル 内容

（赤色） （ホワイトクリップ −3%）以上 * 白レベルのクリップ

（黄色） （ホワイトクリップ −6%）～（ホワイトクリップ
−3%）*

白レベルのクリップの下側近傍

（桃色） 48.7%～51.8% 中間のグレイからワンストップオーバーした色

（緑色） 40.5%～43.6% 18%グレイ中間色

（青色） 10.3%～13.2% 黒レベルクリップの上側近傍

（紫色） 7.3%～10.3% 黒レベルのクリップ

*fホワイトクリップレベルは［EI］および［HIGHfSPEED］の［ON］/［OFF］によって変化します。f

﻿r［MAIN﻿COLOR］が［V‑Log］以外の場合

カラー レベル 内容

（赤色） （ホワイトクリップ −1%）以上 * 白レベルのクリップ

（黄色） 98%～100% ビデオ出力の100%レベル

（青色） 2.5%～4.0% 黒レベルクリップの上側近傍

（紫色） 0%～2.5% 黒レベルのクリップ

*fホワイトクリップレベルは［EI］および［HIGHfSPEED］の［ON］/［OFF］によって変化します。［3DfLUT］の場合もホワイトクリップレベルは［V-709］
の場合と同じレベルになります。f
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便利な撮影機能

ゼブラパターンの表示
本機は2種類のゼブラパターンを表示できます。
ゼブラパターンを表示するレベルは、［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfEIfASSIST］→［ZEBRA］で設定できます。

項目 設定内容

［ZEBRAfSW］ 〈VF〉端子および〈VFfSDI〉端子からの出力にゼブラ信号を重畳するかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［ZEBRA1fDETECT］ ゼブラパターン1の検出レベルを設定します。
［0%］…［109%］
ff工場出荷値：［80%］

［ZEBRA2fDETECT］ ゼブラパターン2の検出レベルを設定します。
［0%］…［109%］
ff工場出荷値：［100%］

［ZEBRA2fMODE］ ゼブラパターン2の有効 /無効の切り替え、および［SPOT］を選択します。
［ON］、［SPOT］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［SPOT］：［ZEBRA1fDETECT］の設定値から、［ZEBRA2fDETECT］の設定値までの映像レベルが、ゼブラパターンで表示されます。

［ZEBRA2］映像レベル
［ON］ ［OFF］ ［SPOT］

［109%］

［ZEBRA2 DETECT］

［ZEBRA1 DETECT］

［0%］

センターマーカー表示
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfMARKER］→［CENTERfMARKER］を［OFF］以外に設定しているときに表示します。

セーフティーゾーンマーカーの表示
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfMARKER］→［SAFETYfMARKER］で選択したものが表示されます。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfMARKER］→［SAFETYfAREA］でセーフティーゾーンマーカーの大きさが変更できます。

フレームマーカーの表示
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfMARKER］→［FRAMEfMARK］を［ON］に設定しているときに表示します。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfMARKER］→［FRAMEfSIG］で画角を設定してください。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfMARKER］→［FRAMEfCOLOR］でフレームマーカーの色を設定してください。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfMARKER］→［FRAMEfLEVEL］で外側のレベルを設定してください。

フォーカスアシスト機能
フォーカスアシスト機能は、フォーカスを合わせやすくするための機能です。
ビューファインダーや〈VFfSDI〉端子からの出力映像で拡大表示やピーキング表示（映像の輪郭部分が赤色でふち取られる表示）、フォーカススクエ
ア表示（各領域に表示される四角の大きさで表示）、フォーカスバー表示ができます。
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拡大表示
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］→［EXPANDfSW］で［ON］に設定します。

ff拡大表示中は状態表示およびゼブラパターンが消えます。
ff［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］→［-fPOS］/［-fVALUE］/［-fMODE］で表示モードを設定できます。

@@ NOTE

ft ビューファインダー画面と〈VFfSDI〉端子からの出力映像が拡大表示されます。
ft〈SDIfOUT1〉/〈SDIfOUT2〉/〈SDIfOUT3〉/〈SDIfOUT4〉端子および〈MONfOUT1〉端子からの出力では拡大表示されません。
ft［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［MONfOUT］→［MONfOUT2fSIGNALfSEL］で［VF］を選択しているとき、〈MONfOUT2〉端子
からの出力は〈VFfSDI〉端子からの出力と同じ表示になります。
ft 拡大表示時に、どの領域を拡大表示しているかわかるようにマーカーを表示します。

アドバンスドアシスト機能

ピーキング表示（フォーカスインレッド）
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］→［INfCOLOR/SQ./MONOfSW］で［ON］に設定しておきます。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］→［-fFOCUSfINfCOLORfSW］で［ON］に設定しておきます。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］→［--fCOLORfSEL］で［RED］に設定しておきます。
ピントを合わせたい被写体の輪郭が赤色になるように、フォーカスを調整してください。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］→［--fCOLORfSEL］で［GREEN］や［WHITE］も選択できます。

@@ NOTE

ft ビューファインダー画面と〈VFfSDI〉端子からの出力映像のみに表示されます。

フォーカススクエア表示
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］→［INfCOLOR/SQ./MONOfSW］で［ON］に設定しておきます。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］→［-fFOCUSfSQUARESfSW］で［ON］に設定しておきます。
ピントを合わせたい被写体の領域に表示される四角の大きさが最も大きくなるように、フォーカスを調整してください。

人形にフォーカスが合っているとき パネルにフォーカスが合ってくるとき

@@ NOTE

ft ビューファインダー画面と〈VFfSDI〉端子からの出力映像のみに表示されます。

フォーカスバー表示
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］→［FOCUSfBARfSW］で［ON］に設定すると、フォーカスバーを表示できます。
フォーカスが合っている度合いをバーの長さで表示します。
ff白バー：フォーカスバー表示
ff緑線：ピーク表示

フォーカスが合っていないとき フォーカスが合ってくると、バーが右方向に伸びる

@@ NOTE

ft ビューファインダー画面と〈VFfSDI〉端子からの出力映像のみに表示されます。



映像出力について説明します。

第8章	 出力と画面表示
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SDI 出力
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［SDIfOUT］で出力形式を設定します。
〈SDIfOUT1〉～〈SDIfOUT4〉の4本のBNC端子から、1種の映像を出力します。
4本を必要としない設定のときは、出力しない端子があります。出力フォーマットの形式が3G×2の場合、〈SDIfOUT1〉と〈SDIfOUT2〉端子か
ら出力し、〈SDIfOUT3〉と〈SDIfOUT4〉端子からは出力しません。
ステータスやマーカーなどは表示できません。
サブレコーダー再生時は、出力がミュートされ画面は黒くなります。

出力フォーマット一覧
—は、設定の影響を受けないことを示します。
**Pは、［SYSTEMfMODE］→［FREQUENCY］の設定値になります。

［SYSTEM﻿MODE］ ［VFR﻿
SW］

［SDI﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［HIGH﻿SPEED］ ［P﻿to﻿
PsF］

［4K﻿OUT﻿TYPE］ 信号 形式

［23.98p］
［29.97p］

［4096×2160］ ［AVC-Intra4Kf
444］

— — — ［SQUARE］ 4096×2160
**P*
4:4:4

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
**P*
4:4:4

3G×4

［AVC-Intra4Kf
422］

— ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
**P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
**P
4:2:2

3G×2

— ［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［AVC-Intra4K-LT］［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
**P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
**P
4:2:2

3G×2

［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［24.00p］ ［4096×2160］ ［AVC-Intra4Kf
444］

— — — ［SQUARE］ 4096×2160
24.00P*
4:4:4

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
24.00P*
4:4:4

3G×4

［AVC-Intra4Kf
422］

— ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
24.00P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
24.00P
4:2:2

3G×2

— ［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
60.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
60.00P
4:2:2

3G×4



– 78 –

第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿SDI 出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［VFR﻿
SW］

［SDI﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［HIGH﻿SPEED］ ［P﻿to﻿
PsF］

［4K﻿OUT﻿TYPE］ 信号 形式

［AVC-Intra4K-LT］［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
24.00P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
24.00P
4:2:2

3G×2

［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
60.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
60.00P
4:2:2

3G×4

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
60.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
60.00P
4:2:2

3G×4

［59.94p］ ［4096×2160］ ［AVC-Intra4Kf
422］

— ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［AVC-Intra4K-LT］［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［25.00p］ ［4096×2160］ ［AVC-Intra4Kf
444］

— — — ［SQUARE］ 4096×2160
25.00P*
4:4:4

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
25.00P*
4:4:4

3G×4

［AVC-Intra4Kf
422］

— ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
25.00P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
25.00P
4:2:2

3G×2

— ［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿SDI 出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［VFR﻿
SW］

［SDI﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［HIGH﻿SPEED］ ［P﻿to﻿
PsF］

［4K﻿OUT﻿TYPE］ 信号 形式

［AVC-Intra4K-LT］［OFF（1-50fps）］ ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
25.00P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
25.00P
4:2:2

3G×2

［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［ON（1-100fps）］ ［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［50.00p］ ［4096×2160］ ［AVC-Intra4Kf
422］

— ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［AVC-Intra4K-LT］［OFF（1-50fps）］ ［OFF］ — ［SQUARE］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［ON］ — ［SQUARE］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［ON（1-100fps）］ ［ON］ — ［2fSAMPLEfINT］ 4096×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［23.98p］
［29.97p］

［3840×2160］ ［AVC-Intra4Kf
444］

— — — ［SQUARE］ 3840×2160
**P*
4:4:4

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
**P*
4:4:4

3G×4

［AVC-Intra4Kf
422］

— ［OFF］ — ［SQUARE］ 3840×2160
**P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
**P
4:2:2

3G×2

— ［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿SDI 出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［VFR﻿
SW］

［SDI﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［HIGH﻿SPEED］ ［P﻿to﻿
PsF］

［4K﻿OUT﻿TYPE］ 信号 形式

［AVC-Intra4K-LT］［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ — ［SQUARE］ 3840×2160
**P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
**P
4:2:2

3G×2

［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［59.94p］ ［3840×2160］ ［AVC-Intra4Kf
422］

— ［OFF］ — ［SQUARE］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［AVC-Intra4K-LT］［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ — ［SQUARE］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
59.94P
4:2:2

3G×4

［25.00p］ ［3840×2160］ ［AVC-Intra4Kf
444］

— — — ［SQUARE］ 3840×2160
25.00P*
4:4:4

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
25.00P*
4:4:4

3G×4

［AVC-Intra4Kf
422］

— ［OFF］ — ［SQUARE］ 3840×2160
25.00P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
25.00P
4:2:2

3G×2

— ［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿SDI 出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［VFR﻿
SW］

［SDI﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［HIGH﻿SPEED］ ［P﻿to﻿
PsF］

［4K﻿OUT﻿TYPE］ 信号 形式

［AVC-Intra4K-LT］［OFF（1-50fps）］ ［OFF］ — ［SQUARE］ 3840×2160
25.00P
4:2:2

1.5G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
25.00P
4:2:2

3G×2

［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［ON（1-100fps）］ ［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［50.00p］ ［3840×2160］ ［AVC-Intra4Kf
422］

— ［OFF］ — ［SQUARE］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［AVC-Intra4K-LT］［OFF（1-50fps）］ ［OFF］ — ［SQUARE］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［ON］ — ［SQUARE］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

— ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［ON（1-100fps）］ ［ON］ — ［2fSAMPLEfINT］ 3840×2160
50.00P
4:2:2

3G×4

［23.98p］
［29.97p］

［2048×1080］ ［AVC-Intra2Kf
444］

— — ［OFF］ — 2048×1080
**P*
4:4:4

3G×1

［ON］ — 2048×1080
**Psf*
4:4:4

3G×1

［AVC-Intra2Kf
422］

［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ ［OFF］ — 2048×1080
**P
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — 2048×1080
**Psf
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — — 2048×1080
59.94P
4:2:2

3G×1

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — — 2048×1080
119.9P
4:2:2

3G×2

［24.00p］ ［2048×1080］ ［AVC-Intra2Kf
444］

— — ［OFF］ — 2048×1080
24.00P*
4:4:4

3G×1

［ON］ — 2048×1080
24.00Psf*
4:4:4

3G×1
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿SDI 出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［VFR﻿
SW］

［SDI﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［HIGH﻿SPEED］ ［P﻿to﻿
PsF］

［4K﻿OUT﻿TYPE］ 信号 形式

［AVC-Intra2Kf
422］

［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ ［OFF］ — 2048×1080
24.00P
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — 2048×1080
24.00Psf
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — — 2048×1080
60.00P
4:2:2

3G×1

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — — 2048×1080
120.00P
4:2:2

3G×2

［59.94p］ ［2048×1080］ ［AVC-Intra2Kf
422］

［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ — — 2048×1080
59.94P
4:2:2

3G×1

［ON］ — — 2048×1080
59.94P
4:2:2

3G×1

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — — 2048×1080
119.9P
4:2:2

3G×2

［25.00p］ ［2048×1080］ ［AVC-Intra2Kf
444］

— — ［OFF］ — 2048×1080
25.00P*
4:4:4

3G×1

［ON］ — 2048×1080
25.00Psf*
4:4:4

3G×1

［AVC-Intra2Kf
422］

［OFF（1-50fps）］ ［OFF］ ［OFF］ — 2048×1080
25.00P
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — 2048×1080
25.00Psf
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — — 2048×1080
50.00P
4:2:2

3G×1

［ON（1-100fps）］ ［ON］ — — 2048×1080
100.00P
4:2:2

3G×2

［50.00p］ ［2048×1080］ ［AVC-Intra2Kf
422］

［OFF（1-50fps）］ ［OFF］ — — 2048×1080
50.00P
4:2:2

3G×1

［ON］ — — 2048×1080
50.00P
4:2:2

3G×1

［ON（1-100fps）］ ［ON］ — — 2048×1080
100.00P
4:2:2

3G×2

［23.98p］
［29.97p］

［1920×1080］ ［AVC-Intra444］ — — ［OFF］ — 1920×1080
**P*
4:4:4

3G×1

［ON］ — 1920×1080
**Psf*
4:4:4

3G×1
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿SDI 出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［VFR﻿
SW］

［SDI﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［HIGH﻿SPEED］ ［P﻿to﻿
PsF］

［4K﻿OUT﻿TYPE］ 信号 形式

［ProResf4444］ ［OFF（1-30fps）］ ［OFF］ ［OFF］ — 1920×1080f
**P*f
4:4:4

3G×1

［ON］ — 1920×1080f
**Psf*f
4:4:4

［ON］ ［OFF］ — 1920×1080f
29.97P×2*
4:4:4

3G×2

［ON］ — 1920×1080f
29.97Psf×2*

4:4:4

［ON（1-60fps）］ ［ON］ ［OFF］ — 1920×1080f
29.97P×2*
4:4:4

3G×2

［ON］ — 1920×1080f
29.97Psf×2*

4:4:4

［AVC-Intra200］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422f

HQ］

［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ ［OFF］ — 1920×1080
**P
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — 1920×1080
**Psf
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — — 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G×1

［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422f

HQ］

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — — 1920×1080
119.9P
4:2:2

3G×2

［59.94p］ ［1920×1080］ ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422f

HQ］

［OFF（1-60fps）］ ［OFF］ — — 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G×1

［ON］ — — 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G×1

［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422f

HQ］

［ON（1-120fps）］ ［ON］ — — 1920×1080
119.9P
4:2:2

3G×2

［25.00p］ ［1920×1080］ ［AVC-Intra444］ — — ［OFF］ — 1920×1080
25.00P*
4:4:4

3G×1

［ON］ — 1920×1080
25.00Psf*
4:4:4

3G×1

［ProResf4444］ ［OFF（1-25fps）］ ［OFF］ ［OFF］ — 1920×1080f
25.00P*f
4:4:4

3G×1

［ON］ — 1920×1080f
25.00Psf*f
4:4:4

［ON］ ［OFF］ — 1920×1080f
25.00P×2*
4:4:4

3G×2

［ON］ — 1920×1080f
25.00Psf×2*

4:4:4

［ON（1-50fps）］ ［ON］ ［OFF］ — 1920×1080f
25.00P×2*
4:4:4

3G×2

［ON］ — 1920×1080f
25.00Psf×2*

4:4:4
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿SDI 出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［VFR﻿
SW］

［SDI﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［HIGH﻿SPEED］ ［P﻿to﻿
PsF］

［4K﻿OUT﻿TYPE］ 信号 形式

［AVC-Intra200］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422f

HQ］

［OFF（1-50fps）］ ［OFF］ ［OFF］ — 1920×1080
25.00P
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — 1920×1080
25.00Psf
4:2:2

1.5G×1

［ON］ — — 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G×1

［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422f

HQ］

［ON（1-100fps）］ ［ON］ — — 1920×1080
100.00P
4:2:2

3G×2

［50.00p］ 1920×1080 ［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422f

HQ］

［OFF（1-50fps）］ ［OFF］ — — 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G×1

［ON］ — — 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G×1

［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422f

HQ］

［ON（1-100fps）］ ［ON］ — — 1920×1080
100.00P
4:2:2

3G×2

*f12 bit
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿〈MON﻿OUT1〉出力

〈MON﻿OUT1〉出力
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［MONfOUT］で出力形式を設定します。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［MONfOUTfINDICATOR］でステータス表示を設定します。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［MONfOUTfMARKER］でマーカー表示を設定します。

出力フォーマット一覧

［SYSTEM﻿MODE］ ［MON﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［MON﻿OUT﻿FORMAT］ 信号 形式

［23.98p］
［29.97p］

［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf444］
［AVC-Intra2Kf444］

［1920/**PsF］ 1920×1080
**Psf
4:2:2

1.5G*

［AVC-Intra4Kf422］
［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf422］
［ProResf4444fXQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［1920/**PsF］ 2048×1080
**Psf
4:2:2

1.5G*

［1920foverf59.94p］ 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G*

［1920foverf59.94i］ 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G*

［24.00p］ ［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf444］
［AVC-Intra2Kf444］

［1920/24PsF］ 1920×1080
24.00Psf
4:2:2

1.5G*

［AVC-Intra4Kf422］
［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf422］
［ProResf4444fXQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［1920/24PsF］ 1920×1080
24.00Psf
4:2:2

1.5G*

［1920foverf60p］ 1920×1080
60.00P
4:2:2

3G*

［1920foverf60i］ 1920×1080
60.00i
4:2:2

1.5G*

［59.94p］ ［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf422］
［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf422］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［1920/59.94p］ 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G*

［1920/59.94i］ 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G*

［25.00p］ ［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf444］
［AVC-Intra2Kf444］

［1920/25PsF］ 1920×1080
25.00Psf
4:2:2

1.5G*

［AVC-Intra4Kf422］
［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf422］
［ProResf4444fXQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［1920/25PsF］ 1920×1080
25.00PsF
4:2:2

1.5G*

［1920foverf50p］ 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G*

［1920foverf50i］ 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G*

［50.00p］ ［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf422］
［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf422］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［1920/50p］ 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G*

［1920/50i］ 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G*

［23.98p］
［29.97p］

［3840×2160］
［1920×1080］

［AVC-Intra4Kf444］
［AVC-Intra444］

［1920/**PsF］ 1920×1080
**Psf
4:2:2

1.5G

［AVC-Intra4Kf422］
［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra200］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf4444fXQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［1920/**PsF］ 1920×1080
**Psf
4:2:2

1.5G

［1920foverf59.94p］ 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G

［1920foverf59.94i］ 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿〈MON﻿OUT1〉出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［MON﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［MON﻿OUT﻿FORMAT］ 信号 形式

［59.94p］ ［3840×2160］
［1920×1080］

［AVC-Intra4Kf422］
［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［1920/59.94p］ 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G

［1920/59.94i］ 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G

［25.00p］ ［3840×2160］
［1920×1080］

［AVC-Intra4Kf444］
［AVC-Intra444］

［1920/25PsF］ 1920×1080
25.00Psf
4:2:2

1.5G

［AVC-Intra4Kf422］
［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra200］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf4444fXQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［1920/25PsF］ 1920×1080
25.00Psf
4:2:2

1.5G

［1920foverf50p］ 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［1920foverf50i］ 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

［50.00p］ ［3840×2160］
［1920×1080］

［AVC-Intra4Kf422］
［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［1920/50p］ 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［1920/50i］ 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

*fレターボックス表示になります。
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿〈MON﻿OUT2〉出力

〈MON﻿OUT2〉出力
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［MONfOUT］で出力形式を設定します。
ステータス表示やマーカー表示の設定内容は〈MONfOUT1〉端子と共通です。表示 /非表示の切り替えはそれぞれに設定できます。
ff［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［MONfOUT］→［MONfOUT2fSIGNALfSEL］で出力信号の切り替えができます。
［MONfOUT1］：〈MONfOUT1〉端子からの出力と同じ映像（出力イメージなど）になります。
［VFfSDI（1080p）］/［VFfSDI（1080i）］：〈VFfSDI〉端子からの出力と同じ映像（出力イメージ、マーカー、ステータス、拡大など）になります。［MONf
OUTfFORMAT］の設定にかかわらず、選択したフォーマット（1080Pまたは1080i) で出力され、1080Pを選択したときは LEVEL-A 信号と
なります。

出力フォーマット一覧

［SYSTEM﻿MODE］ ［MON﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［MON﻿OUT2﻿
SIGNAL﻿SEL］

［MON﻿OUT﻿
FORMAT］

信号 形式

［23.98p］
［29.97p］

［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf
444］

［AVC-Intra2Kf
444］

［MONfOUT1］ ［1920/**PsF］ 1920×1080
**Psf
4:2:2

1.5G*

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G

［AVC-Intra4Kf
422］

［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf

422］
［ProResf4444f

XQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［MONfOUT1］ ［1920/**PsF］ 1920×1080
**Psf
4:2:2

1.5G*

［1920foverf
59.94p］

1920×1080
59.94P
4:2:2

3G*

［1920foverf
59.94i］

1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G*

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G

［24.00p］ ［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf
444］

［AVC-Intra2Kf
444］

［MONfOUT1］ ［1920/24PsF］ 1920×1080
24.00Psf
4:2:2

1.5G*

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
60.00P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
60.00i
4:2:2

1.5G

［AVC-Intra4Kf
422］

［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf

422］
［ProResf4444f

XQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［MONfOUT1］ ［1920/24PsF］ 1920×1080
24.00Psf
4:2:2

1.5G*

［1920foverf60p］ 1920×1080
60.00P
4:2:2

3G*

［1920foverf60i］ 1920×1080
60.00i
4:2:2

1.5G*

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
60.00P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
60.00i
4:2:2

1.5G
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿〈MON﻿OUT2〉出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［MON﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［MON﻿OUT2﻿
SIGNAL﻿SEL］

［MON﻿OUT﻿
FORMAT］

信号 形式

［59.94p］ ［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf
422］

［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf

422］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［MONfOUT1］ ［1920/59.94p］ 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G*

［1920/59.94i］ 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G*

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G

［25.00p］ ［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf
444］

［AVC-Intra2Kf
444］

［MONfOUT1］ ［1920/25PsF］ 1920×1080
25.00Psf
4:2:2

1.5G*

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

［AVC-Intra4Kf
422］

［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf

422］
［ProResf4444f

XQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［MONfOUT1］ ［1920/25PsF］ 1920×1080
25.00Psf
4:2:2

1.5G*

［1920foverf50p］ 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G*

［1920foverf50i］ 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G*

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

［50.00p］ ［4096×2160］
［2048×1080］

［AVC-Intra4Kf
422］

［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra2Kf

422］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［MONfOUT1］ ［1920/50p］ 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G*

［1920/50i］ 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G*

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

［23.98p］
［29.97p］

［3840×2160］
［1920×1080］

［AVC-Intra4Kf
444］

［AVC-Intra444］

［MONfOUT1］ ［1920/**PsF］ 1920×1080
**Psf
4:2:2

1.5G

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿〈MON﻿OUT2〉出力

［SYSTEM﻿MODE］ ［MON﻿OUT］ 出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［MON﻿OUT2﻿
SIGNAL﻿SEL］

［MON﻿OUT﻿
FORMAT］

信号 形式

［AVC-Intra4Kf
422］

［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra200］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf4444f

XQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［MONfOUT1］ ［1920/**PsF］ 1920×1080
**Psf
4:2:2

1.5G

［1920foverf
59.94p］

1920×1080
f59.94P
4:2:2

3G

［1920foverf
59.94i］

1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G

［59.94p］ ［3840×2160］
［1920×1080］

［AVC-Intra4Kf
422］

［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［MONfOUT1］ ［1920/59.94p］ 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G

［1920/59.94i］ 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G

［25.00p］ ［3840×2160］
［1920×1080］

［AVC-Intra4Kf
444］

［AVC-Intra444］

［MONfOUT1］ ［1920/25PsF］ 1920×1080
25.00Psf
4:2:2

1.5G

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

［AVC-Intra4Kf
422］

［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra200］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf4444f

XQ］
［ProResf4444］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［MONfOUT1］ ［1920/25PsF］ 1920×1080
25.00Psf
4:2:2

1.5G

［1920foverf50p］ 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［1920foverf50i］ 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

［50.00p］ ［3840×2160］
［1920×1080］

［AVC-Intra4Kf
422］

［AVC-Intra4K-LT］
［AVC-Intra422］
［AVC-Intra100］
［ProResf422fHQ］
［ProResf422］
［ProResf422fLT］

［MONfOUT1］ ［1920/50p］ 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［1920/50i］ 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

［VFfSDI（1080p）］ — 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G

［VFfSDI（1080i）］ — 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

*fレターボックス表示になります。
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿〈VF﻿SDI〉出力

〈VF﻿SDI〉出力
ビューファインダーの表示と同等の映像を出力します。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfOUT］で出力形式、サラウンドビュー機能、スムーズモード機能を設定します。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfINDICATOR］でステータス表示を設定します。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfMARKER］でマーカー表示を設定します。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfFOCUSfASSIST］でフォーカスアシスト機能を設定します。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfEIfASSIST］で EXPOSUREfINDEXアシスト機能を設定します。
［MENU］→［OUTPUTfSETTINGS］→［VFfOUT］→［PLAYBACKfVFfIMAGE］で［CAMERA］に設定すると、再生中もカメラ映像を出力します。
ステータス表示やマーカー表示の設定内容はビューファインダーと共通です。

出力フォーマット一覧

［SYSTEM﻿MODE］ ［OUTPUT﻿SETTINGS］→［VF﻿
OUT］

出力フォーマット

［FREQUENCY］ ［VF﻿SDI﻿OUT﻿FORMAT］ 信号 形式

［23.98p］
［29.97p］
［59.94p］

［1080P］ 1920×1080
59.94P
4:2:2

3G*

［1080i］ 1920×1080
59.94i
4:2:2

1.5G

［24.00p］ ［1080P］ 1920×1080
60.00P
4:2:2

3G*

［1080i］ 1920×1080
60.00i
4:2:2

1.5G

［25.00p］
［50.00p］

［1080P］ 1920×1080
50.00P
4:2:2

3G*

［1080i］ 1920×1080
50.00i
4:2:2

1.5G

*f3GfSDI 出力は LEVEL-A 信号となります。
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿画面の状態表示

画面の状態表示

﻿﻿〈MON﻿OUT1〉、〈MON﻿OUT2〉、〈VF﻿SDI〉出力での状態表示（STATUS）

WRN1920 x 1080 59.94p AVC-I100 AVC-I100 999 999min TC 12:34:56:1280%

23.98fps

A001C003

A001C003_150622

180.0deg ISO12800 CC-15000K+10 99.9ft 1000.0mm ND 1/64 EX VFR

GPS+7.3STOP

T11.0

PXYREMOTE

M S

5000B M S

1

15 17 1916

2 43 5 6 7 8 10 11

13 14

9

21 22 2418 2012 23 25

26

27

1 システムピクセル
2 システム周波数
3 メインレコーダー録画状態
4 メインコーデック
5 サブレコーダー記録状態
6 サブコーデック
7 カード残量
8 バッテリー残量
9 タイムコード
10 ワーニング
11 プロキシー
12 クリップ名
13 フォーカスバー（〈VF﻿SDI〉端子からの出力のみ）
14 FPS﻿
15 シャッター
16 EXPOSURE﻿INDEX﻿
17 ホワイトバランス
18 Y﻿GET﻿
19 アイリス
20 フォーカス位置
21 ズーム
22 NDフィルター
23 エクステンダー
24 VFR設定
25 GPS状態
26 ROPアプリ制御状態
27 ユーザークリップ名（［USER﻿CLIP﻿NAME］設定が［TYPE3］のときのみ）
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第﻿8﻿章 出力と画面表示﻿—﻿画面の状態表示

コントロールパネルの状態表示（VIEW画面）

2048 x 1080 23.98p I-2K422 AVC-I100

999 999min Dur 01:34:56:23

23.98fps 180.0deg ISO12800 CC-15000K+10

99.9ft 1000.0mmND 1/64

EX

VFR

GPS

+7STOP A001C003
A001C003_150662

T11.0

PXY

REMOTE

M SH S

SM 16.5V

800B

21

14 17 1915

3 105 116 7 8

12 13 2316 21

94

18 20 22

24

25

1 カード残量
2 システムピクセル
3 システム周波数
4 バッテリー残量
5 メインレコーダー録画状態
6 メインコーデック
7 サブレコーダー記録状態
8 サブコーデック
9 プロキシー
10 タイムコード
11 VFR設定
12 アイリス
13 FPS﻿
14 NDフィルター
15 シャッター
16 Y﻿GET﻿
17 EXPOSURE﻿INDEX﻿
18 クリップ名
19 ホワイトバランス
20 フォーカス位置
21 GPS状態
22 ズーム
23 エクステンダー
24 ROPアプリ制御状態
25 ユーザークリップ名（［USER﻿CLIP﻿NAME］設定が［TYPE3］のときのみ）



機能ボタンなどについて説明します。

第9章	 その他の便利な機能
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GPSで測位情報を取得
本機にはGPSが内蔵されています。GPSによって測位した情報を記録できます。
GPSアンテナは、カメラモジュールの天面に内蔵されています。
GPS機能の使用時は、カメラモジュール上部を金属などでふさがないでください。
ffビューファインダー画面に［GPS］が点滅し、測位準備が行われます。
ff測位が完了すると［GPS］が点灯し、GPS受信の電波強度を4段階のバーで表示します。
ffGPSで時刻を受信できているときは、受信時刻（世界標準時）とタイムゾーンから、内蔵時計の時刻を現地時間として正確に保ちます。
ff日付や時刻表示が現地時間とずれているときは、タイムゾーンの設定がずれている可能性があります。再度タイムゾーンの設定を確認してください。

@@ NOTE

ft 数分待っても測位できないときは、GPSの電波の状態が悪く受信困難な状態です。
ft 上空がひらけた見通しの良い場所で測位を行ってください。
ft 高度の検出は、緯度経度の検出より時間がかかる場合があります。
ft 次のような場所ではGPS衛星からの電波が正しく受信できないことがあります。そのため、測位できないことや大きな誤差が発生する場合があり
ます。
-f屋内
-fビルの近くや谷間
-f地下街
-f森の中
-f電車や車で移動中
-fトンネル中
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USERボタンへの機能割り当て
USERボタン〈1〉～〈4〉とコントロールパネル操作ボタンに選択した機能を割り当てることができます。
［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［USERfSWITCHES］の［USER1］～［USER10］で、それぞれに割り当てる機能を設定します。
工場出荷時には、USERボタンには機能が割り当てられていません。

USER2

USER5

USER6

USER8 USER10
USER1 USER3

USER4

USER7

USER9

選択できる機能について

項目 内容

［INHIBIT］ 機能を割り当てません。

［SIXfUSERf
BUTTONS］ コントロールパネル操作ボタンをUSERボタンとして使用するときに、USER〈1〉～〈4〉ボタンに対して設定します。

［AWB］ オートホワイトバランス機能を割り当てます。

［ABB］ オートブラックバランス機能を割り当てます。

［YfGET］ 中央付近に表示された四角いマーカーで示す位置の映像の輝度レベルを表示させる機能を割り当てます。

［EXPAND］ 拡大機能を割り当てます。

［INfCOLOR/SQ./
MONO］ フォーカスインカラー機能、フォーカススクエア機能、モノクロ表示機能の入 /切を切り替えます。

［WFM］ ビューファインダーの波形表示の有効 /無効を切り替えます。

［BARS］ カラーバー表示機能を割り当てます。

［FRAMEfLINE］ ふち取り表示機能の表示 /非表示を切り替えます。

［FALSEfCOLOR］ フォールスカラーモードの有効 /無効を切り替えます。

［VFfCOLOR］ ビューファインダーおよび〈VFfSDI〉端子からの出力イメージを切り替えます。

［MON1fCOLOR］ 〈MONfOUT1〉端子からの出力イメージを切り替えます。

［MON2fCOLOR］ 〈MONfOUT2〉端子からの出力イメージを切り替えます。

［VFfDESQUEEZE］ ビューファインダーおよび〈VFfSDI〉端子からの出力に対してディスクイーズ機能の入 /切を切り替えます。

［VFfIMAGEf
INVERT］ ビューファインダーおよび〈VFfSDI〉端子からの出力に対して反転表示機能の入 /切を切り替えます。

［SMOOTHfMODE］ スムーズモード機能を割り当てます。

［TEXTfMEMO］ テキストメモ機能を割り当てます。

［SHOTfMARK］ ショットマーク機能を割り当てます。

［MAINfSLOTfSEL］ メインスロットにカードを複数挿入しているとき、記録対象のカードを切り替える機能を割り当てます。

［SUBfSLOTfSEL］ サブスロットにカードを複数挿入しているとき、記録対象のカードを切り替える機能を割り当てます。

［RECfSW］ 〈REC〉ボタンの機能を割り当てます。

［AUDIOfMONf
VOL］ 音声のモニター出力を調整する画面をコントロールパネルに呼び出します。

［AUDIOfINfVOL］ 音声の入力を調整する画面をコントロールパネルに呼び出します。

［VFRfSW］ バリアブルフレームレート機能の有効 /無効を切り替えます。

［CHECKfLASTf
CLIPfSTART］

電源を入れた後にメインレコーダーで記録したクリップの中で、最新のクリップの先頭5秒間を再生します。
HOME画面またはVIEW画面でのみ有効です。

［CHECKfLASTf
CLIPfEND］

電源を入れた後にメインレコーダーで記録したクリップの中で、最新のクリップの終端5秒間を再生します。
HOME画面またはVIEW画面でのみ有効です。

@@ NOTE

ft［USER5］～［USER10］には次の機能のみ割り当てることができます。
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［INHIBIT］、［EXPAND］、［INfCOLOR/SQ./MONO］、［FRAMEfLINE］、［VFfCOLOR］、［MON1fCOLOR］、［MON2fCOLOR］、［SMOOTHf
MODE］、［VFRfSW］
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設定データの取り扱い
各設定データを、SDメモリーカードへ保存や読み出しできます。

ファイルの種類

﻿r セットアップファイル
メニューデータ全体
ff対象設定
［MENU］全体（下記を除く）

［SYSTEMfSETTINGS］ ［CARDS/MEDIA］ ［CPSfPASSWORD］

［CLOCK］ ［CLOCKfSETTING］

［TIMEfZONE］

［RECfSETTINGS］ ［TC］ ［SETfTC］

［SETfUB］

［TC/UB/Dur.］

［OUTPUTfSETTINGS］ ［VFfFOCUSfASSIST］ ［EXPANDfSW］

ffファイル拡張子
.p2s

﻿r レンズファイル
レンズの個体補正データ
ff本体内での保存可能ファイル数
64個
ffファイル拡張子
.ins

﻿r 3D﻿LUTファイル
インカメラグレーディングの3DfLUTデータ
ffファイル拡張子
.vlt

﻿r CDLファイル
インカメラグレーディングのCDLデータ
ffファイル拡張子
.cdl

﻿r メタファイル
［RECfMETAfDATA］設定用メタデータ（SDメモリーカードからの読み出しのみ）
ffファイル拡張子
.p2

SDメモリーカードの取り扱い
SDメモリーカードは、電源を入れる前でも入れた後でも出し入れできます。

SDメモリーカードを入れるには

図1 図2

1 スロットカバーを開ける。（図1）
2 SDメモリーカードのラベル面を上にして、SDメモリーカード挿入口に差し込み、スロットカバーを閉める。（図2）
@@ NOTE

ft SDメモリーカードの向きが正しいことを確認してからSDメモリーカードを入れてください。入れるときに抵抗があって入りにくいときは、SD
メモリーカードが裏向き、または前後が逆になっている可能性があります。無理に押し込まず、向きを再度確認して正しく入れ直してください。
ft SDメモリーカードの使用上のお願い
-f本機には、SD規格、SDHC規格、またはSDXC規格に準拠したSDメモリーカードを入れてご使用ください。
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-fMMC（MultifMediafCard）は使用できません。（撮影できなくなるおそれがありますので、お気をつけください）
-fminiSD/microSDカードを本機で使用する場合は、必ず、miniSD/microSDカード専用のアダプターを装着してご使用ください。（miniSD/
microSDアダプターのみを本機に挿入すると、正常に動作しません。アダプターには必ず、メモリーカードを入れてご使用ください）
-f当社製のSDメモリーカード、およびminiSD/microSDカードをご使用いただくことをお勧めします。また、フォーマットは必ず、本機で行っ
てください。
-f本書に記載された情報以外の最新情報は、次のWebサイトのサポートデスクを参照してください。
https://panasonic.biz/cns/sav/
-fSDHCメモリーカードは、2006年にSDアソシエーションにより策定された、2 GBを超える大容量メモリーカードの規格です。
-fSDXCメモリーカードは、2009年にSDアソシエーションにより策定された、32 GBを超える大容量メモリーカードの規格です。

SDメモリーカードを取り出すには
カードスロットカバーを開け、カードアクセス LEDが点灯していないことを確認してからSDメモリーカードをさらに本体側へ押し込み、離します。
SDメモリーカードが挿入口から浮いてくるので、SDメモリーカードを引き抜いて、カードスロットカバーを閉めます。

使用時、保管時は次の項目にお気をつけください。
ff高温・多湿を避けてください。
ff水滴を付けないでください。
ff帯電を避けてください。
SDメモリーカードは、本機に挿入してスロットカバーを閉めた状態で使用、保管してください。

SDメモリーカードの操作
本機以外の機器でSD/SDHC/SDXC規格以外のフォーマットを行ったSDメモリーカードを挿入した場合、ファイルの［LOAD］や［SAVE］は
できません。SDメモリーカードをフォーマットし直してください。

SDメモリーカードをフォーマットするには

1 ［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［CARDS/MEDIA］→［FORMAT﻿MEDIA］で［SD﻿CARD］を選択し、ジョグダイヤル
ボタンを押す。
確認画面が表示されます。

2 確認画面で［YES］を選択し、ジョグダイヤルボタンを押す。
フォーマットしないときは［NO］を選択し、ジョグダイヤルボタンを押します。

3 完了メッセージが表示されたら［OK］を選択し、ジョグダイヤルボタンを押す。
エラーメッセージについて詳しくは「サムネールおよびメニュー操作時」（173ページ）を参照してください。

@@ NOTE

ft フォーマットにより消去されたデータは、復元できません。必ずデータを確認した後にフォーマットしてください。
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タイムデータの設定
本機はタイムデータとしてタイムコード、ユーザーズビット、日時（リアルタイム）データを備え、映像と同期して毎フレーム記録します。また、クリッ
プメタデータファイルのデータとして記録されます。

タイムデータの概要

﻿r タイムコード
コントロールパネルで［RECfRUN］と［FREEfRUN］に切り替えることができます。
ff［FREE﻿RUN］：常に歩進し、電源を切っても歩進が行われ、時刻と同様に扱うことができます。また、〈TCfIN/OUT〉端子に入力されたタイムコー
ドにスレーブロックして記録できます。
ff［REC﻿RUN］：P2カードに記録されたクリップのタイムコードにリジェネして連続値として記録できます。

@@ NOTE

ft 次の場合は、連続した値になりません。
-f記録したクリップを削除した場合
-f24PN、30PN（25PN）に切り替えた場合
-f記録中に［RECfWARNING］などの異常で記録を中止した場合

﻿r ユーザーズビット
2種類のユーザーズビットを内蔵しています。
ffLTCfUB：LTCとして記録し、〈TCfIN/OUT〉端子から出力されます。また、SDI 信号の LTCとしても出力されます。
ffVITCfUB：VITCとして記録されます。また、SDI 信号のVITCとして出力されます。
LTCfUBは、ユーザー設定値、時刻、年月日、タイムコードと同じ値、カメラ撮影のフレームレート情報、〈TCfIN/OUT〉端子からの外部信号の入
力値などを、それぞれ別に選択して記録できます。
VITCfUBは、カメラ撮影のフレームレート情報が記録されます。
クリップメタデータのユーザーズビットには、記録開始時の LTCfUB値が記録されます。

﻿r デュレーション（クリップ長）カウンター
記録開始のたびに0からカウントされ、記録終了時に、記録したクリップの時間が表示されます。

﻿r 日時（リアルタイム）
ff内蔵の時計により、年、月、日、時刻を、ビューファインダーおよび〈VFfSDI〉端子などの出力映像に表示できます。
ff内蔵時計は、電源を切っている間のフリーランタイムコードの計測や、ユーザーズビットの時刻、年月日データとして使用されます。さらに、クリッ
プを記録するときにファイル生成時刻のもととなり、サムネールの並びや再生順序が決まります。
ffクリップメタデータや、UMID（UniquefMaterialfIdentifier）の生成にも使用されます。
詳しくは「内蔵時計の日付 /時刻の設定」（33ページ）を参照してください。

ユーザーズビットの設定
サブコード領域に記録するユーザーズビットをコントロールパネルで設定します。

項目 内容

［USER］ 内蔵しているユーザー値を記録します。ユーザー値は、［MENU］→［RECfSETTINGS］→［TC］→［SETfUB］で設定できます。
設定値は、電源を切っていても保持されます。
詳しくは「ユーザーズビットの入力方法」（99ページ）を参照してください。

［TIME］ 内蔵時計で計測している時刻を記録します。

［DATE］ 内蔵時計で計測している年、月、日時刻の時の桁を記録します。

［EXT﻿INPUT］ 〈TCfIN/OUT〉端子に入力されているユーザーズビット値を記録します。

［TCG］ タイムコード値が記録されます。

［FRAME﻿RATE］ カメラ撮影のフレームレート情報が記録されます。
ネイティブ記録されたクリップの再生時には、記録された値にかかわらずVITCfUBと同じフレームレート情報を出力します。
パーソナルコンピューターなどの編集機器がユーザーズビットのフレームレート情報を使用する場合には、この設定でご使用く
ださい。

ユーザーズビットの入力方法
ユーザーズビットを設定することにより、16進数8桁までのメモ（日付、時刻）などの情報を記録できます。

1 〈TC〉ボタンを押して、TC画面を表示する。
2 ユーザーズビット表示から、［UB﻿MODE］で［User］を選択する。
3 ［SET］を選択する。
［TCfSET］画面が表示されます。

4 ジョグダイヤルボタンでユーザーズビットを設定する。
5 ジョグダイヤルボタンを押し、ユーザーズビットの設定値を確定する。
@@ NOTE

ft ジョグダイヤルボタンを押さずにユーザーズビット設定画面を終了した場合は、設定した値は無効になります。
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ユーザーズビットのメモリー機能について
ユーザーズビットの設定内容は、自動的に記録され、電源を切っても保持されます。

フレームレート情報
フレームレート、および映像のプルダウンと、タイムコード・ユーザーズビットの関係は次のようになっています。

・60i：600
 ・60P：608
 ・30P：308
 ・24P：248
 ・24PN：24C
 ・50i：502
 ・50P：50A
 ・25P：25A
 ・ ＊＊P：＊＊9
 ・ ＊＊P：＊＊1
 ・ ＊＊P：＊＊D
 ・ ＊＊P：＊＊B

 

 

・  
・
 

右 6桁の検算情報
固定値
シーケンスNo.
24P：0～ 4

上記以外：F固定

メディア管理情報
更新フレームフラグ、有効フレームフラグ
RECマーク

カメラ映像モード
例）

（撮影中）

（VFR 30PNまたは over 60P）
（VFR over 60P）
（VFR 24PN撮影中）
（VFR 25PNまたは over 50P）

タイムコードの設定

1 〈TC〉ボタンを押して、TC画面を表示する。
2 タイムコード表示から、［DF/NDF］で［DF］または［NDF］を選択する。
ドロップフレームモードでタイムコードを歩進させるときは［DF］に、ノンドロップフレームモードで歩進させるときは［NDF］に設定します。
ただし、24p（23.98P）では常に［NDF］で動作します。

3 ［SET］を選択する。
［TCfSET］画面が表示されます。

4 ジョグダイヤルボタンでタイムコードを設定する。
5 ジョグダイヤルボタンを押し、タイムコードの設定値を確定する。
タイムコードを設定できる範囲

59.94P、29.97P 00:00:00:00～ 23:59:59:29

23.98P 00:00:00:00～ 23:59:59:23

50P、25P 00:00:00:00～ 23:59:59:24

@@ NOTE

ft ジョグダイヤルボタンを押さずにタイムコード設定画面を終了した場合は、設定した値は無効になります。

バッテリー交換時のタイムコードについて
バッテリー交換時にもバックアップ機構が動作し、タイムコードジェネレーターは動作を続けます。
なお、システムモードの各項目を変更した場合、フリーランのタイムコードがずれる場合があります。再度電源を入れ、タイムコードを確認し、必要
に応じて設定しなおしてください。

バリアブルフレームレートでのタイムコード
ff24PNでは、記録は24フレームとなり、出力は2：3プルダウン映像に合わせ、30フレームとなります。
ff撮影のフレームレートが24Pのときのみ、記録と出力のタイムコードの歩進速度は、実時間どおり一致します。60Pの場合は、記録の歩進速度は
60/24倍速となります。この場合は、［RECfRUN］固定動作となり、記録開始時に出力するタイムコード値を記録タイムコードに一致させます。
ff30PNのときの30P撮影以外、および25PNのときの25P撮影以外も同様です。
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タイムコードを外部ロックさせる
本機の内部タイムコードジェネレーターを外部ジェネレーターにロックさせることができます。

外部ロックさせるための接続例
図のように、リファレンスビデオ信号と基準タイムコードの両方を接続します。

基準タイムコード

〈GENLOCK IN〉端子

〈TC IN/OUT〉端子

リファレンスビデオ信号

外部ロックの操作手順

次の手順で、タイムコードを外部ロックさせます。

1 〈TC〉ボタンを押して、TC画面を表示する。
2 タイムコード表示から、［Free/Rec］で［Free﻿Run］を選択する。﻿
3 ［MENU］→［REC﻿SETTINGS］→［TC］→［TC﻿IN/OUT﻿SEL］で［TC﻿IN］を選択する。

4 〈TC﻿IN/OUT〉端子から外部タイムコードを入力する。
TC画面に［SLAVE］と表示されます。
HOME画面の［TCG］の文字が白黒反転表示されます。
ffリファレンスビデオ信号は、システムの信号フォーマット（［FREQUENCY］、［PIXEL］）と同一のSDI 信号を入力してください。
ffシステム周波数が59.94p、50pのとき、タイムコードは1フィールドずれる場合があります。
ffゲンロックの入力基準信号が乱れた場合、正常に記録できません。ビューファインダー画面に［TEMPORARYfPAUSEfIRREGULARfSIG］が
表示され、クリップが分割されます。また、タイムコードの連続性も保証されません。信号が正常に戻ると記録を再開します。
ff外部ロックの操作をすると、タイムコードは瞬時に外部のタイムコードにロックし、外部タイムコードの値と同じ値がカウンター表示部に表示さ
れます。シンクジェネレーターが安定するまでの数秒間は、記録モードにしないでください。なお、タイムコードは〈TCfIN/OUT〉端子信号にロッ
クします。
ff一度、スレーブすると〈TCfIN/OUT〉端子や〈GENLOCKfIN〉端子の入力がなくなっても、スレーブ状態を継続します。ただし、次の場合はスレー
ブ状態が解除されます。
-f［TCfSET］を行った場合
-f電源を切った場合
-f［DF］/［NDF］を切り替えた場合
-f［RecfRun］にした場合
-fバリアブルフレームレートの場合
ffSDI 入力のタイムコードをスレーブロックできません。
ffユーザーズビットはタイムコードのスレーブ状態に関係なくUB画面の［UBfMODE］で［EXTfINPUT］を選択すると、〈TCfIN/OUT〉端子
に入力されたユーザーズビットに合わせることができます。このとき［UBG］の文字が白黒反転します。

外部ロック中に、電源をバッテリーから外部電源に切り替えるときのお願い
タイムコードジェネレーターの電源の連続性を保つため、〈DCfIN〉端子に外部電源を接続してから、バッテリーを抜いてください。バッテリーを先
に抜いたときは、タイムコードの外部ロックの連続性は保証されません。



– 102 –

第﻿9﻿章 その他の便利な機能﻿—﻿タイムデータの設定

タイムコードを外部に供給する
本機からカメラ映像、または再生映像に合わせて出力されるタイムコードを外部の記録機器に供給することができます。

外部に供給するための接続例

﻿r 外部機器を本機にロックさせる場合

〈TC IN/OUT〉端子

〈SDI OUT1〉/〈SDI OUT2〉/〈SDI OUT3〉/〈SDI OUT4〉端子

VIDEO IN 端子
SDI IN 端子
HD SDI IN 端子

TC IN 端子

VTRなど

﻿r 本機を2﻿台つなぎ、1台をリファレンス機とする場合
本機2台を使い、1台をリファレンス機としてタイムコードをスレーブロックさせて使う場合は次のように接続してください。

〈TC IN/OUT〉端子

リファレンス機 スレーブ機

〈TC IN/OUT〉端子

〈SDI OUT1〉端子
〈GENLOCK IN〉端子

@@ NOTE

ft〈TCfIN/OUT〉端子を出力にするか入力にするかは、［MENU］→［RECfSETTINGS］→［TC］→［TCfIN/OUTfSEL］で設定します。
ft 各機とも、［MENU］→［RECfSETTINGS］→［TC］→［TCfOUTfREF］で［RECORDING］に設定することにより、2台で同時刻の映像に同
じタイムコードを付けて記録できます。

操作手順

1 ［MENU］→［REC﻿SETTINGS］→［TC］→［TC﻿IN/OUT﻿SEL］で［TC﻿OUT］に設定する。
ff〈TCfIN/OUT〉端子から出力されるタイムコードをSDI 出力やモニター出力の映像に合わせるには、［MENU］→［RECfSETTINGS］→［TC］
→［TCfOUTfREF］で［SDIfOUT］に設定します。
ff再生時にTCRを出力する場合は［MENU］→［RECfSETTINGS］→［TC］→［TCfOUT］で［TCG/TCR］に設定します。
なお、外部の記録機が、SDI 出力に重畳された LTCまたはVITC出力を使用する場合は、これらの設定は必要ありません。
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〈USB﻿DEVICE〉端子での接続機能

USBデバイスモードでのパーソナルコンピューターとの接続

パーソナルコンピューターとの接続手順

図1

1 〈USB﻿DEVICE〉端子（デバイス）にUSBケーブルを接続する。（図1）
2 ［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［INFORMATION］で［USB］に設定する。
詳しくは「設定メニューの基本操作」（106ページ）を参照してください。
USB接続状態中は、コントロールパネルの中央に［USBfDEVICEfCONNECTED］と表示されます。
正常に接続できていない場合は、［USBfDEVICEfDISCONNECTED］と表示されます。

3 USBデバイスモードを終了する。
次の2通りの方法があります。
ff本機の電源スイッチを〈OFF〉にする。
ff〈HOME〉ボタンを押す。

@@ NOTE

ft 本機にUSBf2.0 ケーブルは同梱されていません。市販のUSBf2.0 ケーブル（ノイズ対策のための二重シールド処理が施されているもの）をご用
意ください。
ft USBケーブルの長さは5 mまで対応しています。なるべく3 m以内のケーブルのご使用をお勧めします。
ft USBデバイスモードで動作中は、カメラの撮影、記録・再生動作やクリップのサムネール操作はできません。
ft USBデバイスモードで動作中は、P2カードの残量や状態は表示されません。また、映像・音声は出力・表示ともにできません。



本機のメニュー操作方法、設定メニューの構成、設定メニューの詳細について説明します。

第10章	メニュー操作
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設定メニューの構成

メニュー構成
設定メニューは次のように構成されています。

［SYSTEMfSETTINGS］ システム全般の設定をします。
システム周波数、ライン数の設定、記録フォーマットおよび記録の方式はここで設定します。

［CAMERAfSETTINGS］ カメラ映像の細かな画質調整の設定や、カメラの操作を設定します。シーンファイルとしても取り扱われる項目です。
なお、工場出荷時の設定では、細かな画質調整項目は限定されています。［MENU］→［CAMERAfSETTINGS］→
［Enhanced］→［EnhancedfSW］で［ON］に設定すると、全ての項目の操作ができます。

［RECfSETTINGS］ 本機の記録機能の各種設定項目です。

［AUDIOfSETTINGS］ 音声記録の各種設定項目です。

［OUTPUTfSETTINGS］ 映像出力端子の出力映像の表示内容を設定します。

［FILE］ メニュー設定データのSDメモリーカードの読み書きや、レンズファイルなど、ファイル関連の操作をします。将来バー
ジョンアップ対応予定です。

［PERIPHERAL］ ネットワークやGPSなど周辺機器と連携して使用する機能に関する設定をします。

拡張（［Enhanced］）メニューについて
本機には、カメラ映像の細かな画質調整ができる拡張（［Enhanced］）メニューを備えています。
工場出荷時の設定では拡張メニューは表示されていません。拡張メニューの項目を表示するには、［MENU］→［CAMERAfSETTINGS］→［Enhanced］
→［EnhancedfSW］で［ON］に設定してください。
メニューの一覧に の表示がある項目が拡張メニューです。
［MAINfCOLOR］が［V-Log］または［3DfLUT］fのとき、［MENU］→［CAMERAfSETTINGS］→［Enhanced］→［EnhancedfSW］の設定は［OFF］
に固定されます。
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設定メニュー表示

設定メニューの基本操作
撮影シーンや記録内容に合わせて本機の設定を設定メニューで変更できます。
設定されたデータは、本機の内部メモリーに書き込まれ、保存されます。

b

a

c

a: 〈MENU〉ボタン
b: 〈EXIT〉ボタン
c: ジョグダイヤルボタン

1 記録動作以外のときに、〈MENU〉ボタンを押す。
ffコントロールパネルに［MENU］画面が表示されます。

2 ジョグダイヤルボタンを回して、該当のメニュー項目にカーソルを合わせる。
ffジョグダイヤルボタンを回すとカーソルが上下します。

3 ジョグダイヤルボタンを押す。
ff次の階層の画面が表示されます。
さらに、次の階層がある場合は、同様の操作をしてください。
ff右側に選択した項目の現在の設定値が表示されます。

4 ジョグダイヤルボタンを回して、該当の項目にカーソルを合わせる。
5 ジョグダイヤルボタンを押す。
項目の設定状態になります。
項目が2つの場合、右側に設定値選択枠が表示されることがあります。

6 ジョグダイヤルボタンを回して、該当の項目にカーソルを合わせる。
7 ジョグダイヤルボタンを押す。
設定が完了します。

8 〈EXIT〉ボタンを押し、メニューを終了する。
設定メニューの初期化
設定メニューで設定した値は、工場出荷時の状態に初期化することができます。

1 ［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［INITIALIZE］で［LOAD﻿FACTORY﻿DATA］を選択する。
［MENU］の設定値は工場出荷状態に戻ります。
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メニューの一覧

［SYSTEM﻿SETTINGS］
システム全般の設定をします。
ff は拡張メニューです。表示するには、［MENU］→［CAMERAfSETTINGS］→［Enhanced］→［EnhancedfSW］で［ON］に設
定してください。

項目 設定内容

［SYSTEMfMODE］ ［FREQUENCY］ システム周波数を設定します。
この項目の設定を変更すると、機器の再起動が必要です。再起動が必要なときは、確認のダイアログが表
示されます。
［FREQUENCY］/［MAINfPIXEL］/［MAINfCODEC］/［HIGHfSPEED］の4つの設定で、本機の
システム動作が決まります。4つ合わせて確認してください。
［23.98p］、［24.00p］、［25.00p］、［29.97p］、［50.00p］、［50.00i］、［59.94p］、［59.94i］
ff工場出荷値：［23.98p］

［V-RAW］ V-RAWのフォーマットを設定します。
V-RAWレコーダーが接続されているときのみ表示されます。
［4K/12bit］、［4K/10bit］、［UHD/12bit］、［UHD/10bit］
ff工場出荷値：［4K/12bit］

［MAINfPIXEL］ メインレコーダーの記録画素数を設定します。
［4096×2160］、［3840×2160］、［2048×1080］、［1920×1080］
ff工場出荷値：［4096×2160］f

［MAINfCODEC］ メインレコーダーの記録コーデックを設定します。［FREQUENCY］/［MAINfPIXEL］の設定により、
選択できる項目が異なります。
［AVC‑Intra4K﻿444］、［AVC‑Intra4K﻿422］、［AVC‑Intra4K‑LT］、［AVC‑Intra2K﻿444］、
［AVC‑Intra2K﻿422］、［AVC‑Intra444］、［AVC‑Intra200］、［AVC‑Intra422］、［AVC‑Intra100］、
［ProRes﻿4444﻿XQ］、［ProRes﻿4444］、﻿［ProRes﻿422﻿HQ］、［ProRes﻿422］、［ProRes﻿422﻿
LT］、［OFF］
［OFF］はV-RAWレコーダーが接続されているときのみ表示されます。
ff工場出荷値：［AVC-Intra4Kf422］f

［SUBfCODEC］ サブレコーダーの記録コーデックを設定します。［FREQUENCY］/［MAINfPIXEL］の設定により、選
択できる項目が異なります。
同時に、プロキシーデータ記録の有効 /無効を設定します。
［AVC‑Intra2K﻿422］、［AVC‑Intra422］、［AVC‑Intra100］、［AVC‑LongG50］、［AVC‑LongG25］、
［AVC‑Intra2K﻿422﻿&﻿Pxy］、［AVC‑Intra422﻿&﻿Pxy］、［AVC‑Intra100﻿&﻿Pxy］、［AVC‑LongG50﻿
&﻿Pxy］、［AVC‑LongG25﻿&﻿Pxy］、［OFF］
ff工場出荷値：［AVC-Intra2Kf422］

［VFRfSUBfREC］ バリアブルフレームレート動作時のサブレコーダーの動作を設定します。
［VFR﻿up﻿to﻿60p（50p）］、［NORMAL+Audio］
ff工場出荷値：［VFRfupftof60p］

［HIGHfSPEED］ ハイスピードモードを設定します。
［ON（1‑**fps）］、［OFF（1‑**fps）］
バリアブルフレームレートの可変範囲が60 fps を超える場合は、サブレコーダー側でバリアブルフレー
ムレート記録ができないため、［（NOfSUBfVFR）］が付いて表示されます。
**はVFRの可変範囲をあらわします。［MAINfCODEC］の設定により変わります。
ff工場出荷値：［OFF（1-60fps）］

［COLORfSETTING］ ［MAIN］ メインレコーダーに記録される映像（カメラシステム全体）のカラーを設定します。
［V‑Log］/［V‑709］/［3D﻿LUT］﻿
V-RAWレコーダーを接続しているときは、［V-Log］に固定されます。
ff工場出荷値：［V-Log］

［GRADING］ グレーディング処理を行うかどうかを設定します。
［MAIN］で［V-Log］を設定している場合のみ有効となります。
［Internal］：コントロールパネルでグレーディングを設定します。
［OFF］：グレーディングの処理をしません。
［External﻿App］：外部アプリケーションを使ってグレーディングを設定します。
ff工場出荷値：［OFF］

［SUB］ サブレコーダーに記録される映像（カメラシステム全体）のカラーを設定します。
［MAIN］の設定により、選択できる項目が異なります。
［MAIN］が［V-Log］で［GRADING］が［Internal］または［ExternalfApp］のとき
［V‑Log］/［GRADING］
［MAIN］が［V-Log］で［GRADING］が［OFF］のとき
［V‑Log］/［V‑709］
［MAIN］が［V-709］のとき
［V‑709］
［MAIN］が［3DfLUT］fのとき
［3D﻿LUT］﻿
ff工場出荷値：［V-Log］

［3DfLUT］f ［GRADING］を［Internal］または［ExternalfApp］に設定しているとき、グレーディング処理方法を
設定します。
［GRADING］が［Internal］または［ExternalfApp］のとき
［OFF］/［V‑709］/［LOADED﻿FILE］/［FILE﻿SEL］/［SAVE﻿AS（SD﻿CARD）］
［GRADING］が［OFF］のとき
［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］
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項目 設定内容

［PLAYBACKf
GRADING］

再生時のグレーディング方法を設定します。
［ON］：記録時のグレーディング情報に基づいて、再生映像にグレーディング処理します。
［OFF］：［SYSTEMfSETTINGS］→［COLORfSETTING］→［MONf1］/［MONf2］/［VF］/［VFf
SDI］の設定に基づいて、再生映像にグレーディング処理します。グレーディング処理は、V-Log 記録映
像にのみ適用されます。
SDI 出力端子からの映像はグレーディング処理されません。
ff工場出荷値：［OFF］

［CDL］ ［GRADING］を［Internal］または［ExternalfApp］に設定しているとき、グレーディング処理方法を
設定します。
［GRADING］が［Internal］または［ExternalfApp］のとき
［ON］/［OFF］/［SAVE﻿AS（SD﻿CARD）］
［GRADING］が［OFF］のとき
［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［MONf1］ 〈MONfOUT1〉端子からの出力イメージを設定します。
［MAIN］の設定により、選択できる項目が異なります。
［MAIN］が［V-Log］で［GRADING］が［Internal］または［ExternalfApp］のとき
［V‑Log］/［GRADING］
［MAIN］が［V-Log］で［GRADING］が［OFF］のとき
［V‑Log］/［V‑709］
［MAIN］が［V-709］のとき
［V‑709］
［MAIN］が［3DfLUT］fのとき
［3D﻿LUT］﻿
ff工場出荷値：［V-Log］

［MONf2］ 〈MONfOUT2〉端子からの出力イメージを設定します。
［MAIN］の設定により、選択できる項目が異なります。
［MAIN］が［V-Log］で［GRADING］が［Internal］または［ExternalfApp］のとき
［V‑Log］/［GRADING］
［MAIN］が［V-Log］で［GRADING］が［OFF］のとき
［V‑Log］/［V‑709］
［MAIN］が［V-709］のとき
［V‑709］
［MAIN］が［3DfLUT］fのとき
［3D﻿LUT］﻿
ff工場出荷値：［V-Log］

［VF］ 〈VF〉端子および〈VFfSDI〉端子からの出力イメージを設定します。
［MAIN］の設定により、選択できる項目が異なります。
［MAIN］が［V-Log］で［GRADING］が［Internal］または［ExternalfApp］のとき
［V‑Log］/［GRADING］/［V‑709］/［LCC］
［MAIN］が［V-Log］で［GRADING］が［OFF］のとき
［V‑Log］/［V‑709］/［LCC］
［MAIN］が［V-709］のとき
［V‑709］
［MAIN］が［3DfLUT］fのとき
［3D﻿LUT］﻿
ff工場出荷値：［V-Log］

［VFfSDI］ 〈VFfSDI〉端子からの出力イメージを設定します。
［MAIN］の設定により、選択できる項目が異なります。
［MAIN］が［V-Log］のとき
［Same﻿As﻿VF］/［V‑Log］
［MAIN］が［V-Log］以外のとき
［Same﻿As﻿VF］
ff工場出荷値：［SamefAsfVF］

［ANAMORPHICf
DESQUEEZE］

［SUBfRECf&fMONf
OUT］

サブレコーダーに記録される映像とモニター出力映像をディスクイーズするかどうかを設定します。
ただし、サブレコーダー再生時はモニター出力映像をディスクイーズしません。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［VFf&fVFfSDI］ 〈VF〉端子および〈VFfSDI〉端子からの出力映像に対してディスクイーズするかどうかを設定します。
ただし、サブレコーダー再生時は〈VF〉端子および〈VFfSDI〉端子からの出力映像をディスクイーズし
ません。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［DESQUEEZEf
RATIO］

ディスクイーズ比を設定します。
［1.3x］：水平方向に1.3 倍ディスクイーズします。
［1.3xmag］：水平方向に1.3 倍ディスクイーズした映像から生成したマスタリング用2.39:1 のアスペ
クト比になります。
［2.0x］：水平方向に2.0 倍ディスクイーズします。
［2.0xmag］：水平方向に2.0 倍ディスクイーズした映像から生成したマスタリング用2.39:1 のアスペ
クト比になります。
ff工場出荷値：［1.3x］

［IMAGEfINVERT］ ［SUBfRECf&fMONf
OUT］

サブレコーダーに記録される映像とモニター出力映像を反転するかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］
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［VFf&fVFfSDI］ 〈VF〉端子および〈VFfSDI〉端子からの出力映像を反転するかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［INVERTfSELECT］ 反転の種類を設定します。
［VERTICAL］：上下反転
［HORIZONTAL］：左右反転
［180° ROTATE］：上下左右反転
ff工場出荷値：［HORIZONTAL］

［USERfSWITCHES］ ［USER1］ USER〈1〉ボタンに割り当てる機能を設定します。
［INHIBIT］、［SIX﻿USER﻿BUTTONS］、［AWB］、［ABB］、［Y﻿GET］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/
SQ./MONO］、［WFM］、［BARS］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿COLOR］、［MON1﻿
COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［VF﻿DESQUEEZE］、［VF﻿IMAGE﻿INVERT］、［SMOOTH﻿MODE］、
［TEXT﻿MEMO］、［SHOT﻿MARK］、［MAIN﻿SLOT﻿SEL］、［SUB﻿SLOT﻿SEL］、［REC﻿SW］、［AUDIO﻿
MON﻿VOL］、［AUDIO﻿IN﻿VOL］、［VFR﻿SW］、［CHECK﻿LAST﻿CLIP﻿START］、［CHECK﻿LAST﻿
CLIP﻿END］
ff工場出荷値：［INHIBIT］

［USER2］ USER〈2〉ボタンに割り当てる機能を設定します。
［INHIBIT］、［SIX﻿USER﻿BUTTONS］、［AWB］、［ABB］、［Y﻿GET］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/
SQ./MONO］、［WFM］、［BARS］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿COLOR］、［MON1﻿
COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［VF﻿DESQUEEZE］、［VF﻿IMAGE﻿INVERT］、［SMOOTH﻿MODE］、
［TEXT﻿MEMO］、［SHOT﻿MARK］、［MAIN﻿SLOT﻿SEL］、［SUB﻿SLOT﻿SEL］、［REC﻿SW］、［AUDIO﻿
MON﻿VOL］、［AUDIO﻿IN﻿VOL］、［VFR﻿SW］、［CHECK﻿LAST﻿CLIP﻿START］、［CHECK﻿LAST﻿
CLIP﻿END］
ff工場出荷値：［INHIBIT］

［USER3］ USER〈3〉ボタンに割り当てる機能を設定します。
［INHIBIT］、［SIX﻿USER﻿BUTTONS］、［AWB］、［ABB］、［Y﻿GET］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/
SQ./MONO］、［WFM］、［BARS］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿COLOR］、［MON1﻿
COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［VF﻿DESQUEEZE］、［VF﻿IMAGE﻿INVERT］、［SMOOTH﻿MODE］、
［TEXT﻿MEMO］、［SHOT﻿MARK］、［MAIN﻿SLOT﻿SEL］、［SUB﻿SLOT﻿SEL］、［REC﻿SW］、［AUDIO﻿
MON﻿VOL］、［AUDIO﻿IN﻿VOL］、［VFR﻿SW］、［CHECK﻿LAST﻿CLIP﻿START］、［CHECK﻿LAST﻿
CLIP﻿END］
ff工場出荷値：［INHIBIT］

［USER4］ USER〈4〉ボタンに割り当てる機能を設定します。
［INHIBIT］、［SIX﻿USER﻿BUTTONS］、［AWB］、［ABB］、［Y﻿GET］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/
SQ./MONO］、［WFM］、［BARS］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿COLOR］、［MON1﻿
COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［VF﻿DESQUEEZE］、［VF﻿IMAGE﻿INVERT］、［SMOOTH﻿MODE］、
［TEXT﻿MEMO］、［SHOT﻿MARK］、［MAIN﻿SLOT﻿SEL］、［SUB﻿SLOT﻿SEL］、［REC﻿SW］、［AUDIO﻿
MON﻿VOL］、［AUDIO﻿IN﻿VOL］、［VFR﻿SW］、［CHECK﻿LAST﻿CLIP﻿START］、［CHECK﻿LAST﻿
CLIP﻿END］
ff工場出荷値：［INHIBIT］

［USER5］ コントロールパネル操作ボタンに割り当てる機能を設定します。コントロールパネル操作ボタンがUSER
ボタンとして機能します。
USER〈1〉～〈4〉ボタンには［SIXfUSERfBUTTONS］を割り当ててください。
［INHIBIT］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/SQ./MONO］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿
COLOR］、［MON1﻿COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［SMOOTH﻿MODE］、［VFR﻿SW］
ff工場出荷値：［INHIBIT］

［USER6］ コントロールパネル操作ボタンに割り当てる機能を設定します。コントロールパネル操作ボタンがUSER
ボタンとして機能します。
USER〈1〉～〈4〉ボタンには［SIXfUSERfBUTTONS］を割り当ててください。
［INHIBIT］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/SQ./MONO］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿
COLOR］、［MON1﻿COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［SMOOTH﻿MODE］、［VFR﻿SW］
ff工場出荷値：［INHIBIT］

［USER7］ コントロールパネル操作ボタンに割り当てる機能を設定します。コントロールパネル操作ボタンがUSER
ボタンとして機能します。
USER〈1〉～〈4〉ボタンには［SIXfUSERfBUTTONS］を割り当ててください。
［INHIBIT］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/SQ./MONO］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿
COLOR］、［MON1﻿COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［SMOOTH﻿MODE］、［VFR﻿SW］
ff工場出荷値：［INHIBIT］

［USER8］ コントロールパネル操作ボタンに割り当てる機能を設定します。コントロールパネル操作ボタンがUSER
ボタンとして機能します。
USER〈1〉～〈4〉ボタンには［SIXfUSERfBUTTONS］を割り当ててください。
［INHIBIT］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/SQ./MONO］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿
COLOR］、［MON1﻿COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［SMOOTH﻿MODE］、［VFR﻿SW］
ff工場出荷値：［INHIBIT］

［USER9］ コントロールパネル操作ボタンに割り当てる機能を設定します。コントロールパネル操作ボタンがUSER
ボタンとして機能します。
USER〈1〉～〈4〉ボタンには［SIXfUSERfBUTTONS］を割り当ててください。
［INHIBIT］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/SQ./MONO］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿
COLOR］、［MON1﻿COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［SMOOTH﻿MODE］、［VFR﻿SW］
ff工場出荷値：［INHIBIT］
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［USER10］ コントロールパネル操作ボタンに割り当てる機能を設定します。コントロールパネル操作ボタンがUSER
ボタンとして機能します。
USER〈1〉～〈4〉ボタンには［SIXfUSERfBUTTONS］を割り当ててください。
［INHIBIT］、［EXPAND］、［IN﻿COLOR/SQ./MONO］、［FRAME﻿LINE］、［FALSE﻿COLOR］、［VF﻿
COLOR］、［MON1﻿COLOR］、［MON2﻿COLOR］、［SMOOTH﻿MODE］、［VFR﻿SW］
ff工場出荷値：［INHIBIT］

［CARDS/MEDIA］ ［CPSfPASSWORD］ expressP2メモリーカードやmicroP2メモリーカードのCPSの暗号化パスワードを設定します。
CPSフォーマットされたP2カードを挿入しているときのみ表示されます。
［LOAD］：SDメモリーカードからCPSパスワードをロードします。
［SET］：CPSパスワードを入力します。
［DELETE］：機器に保存されているパスワードを削除し、暗号化フォーマットを無効にします。

［FORMATfMEDIA］ フォーマットメニューを選択した後、指定するスロットのカードをフォーマットします。
［V‑RAW］、［MAIN﻿SLOT1］、［MAIN﻿SLOT2］、［SUB﻿SLOT1］、［SUB﻿SLOT2］、［SD﻿CARD］
CPSパスワードを設定し、CPSフォーマットされたP2カードを挿入しているときは、［NORMAL］（通
常フォーマット）と［CPS（ENCRYPT）］（暗号化フォーマット）を選択できます。
フォーマットにより消去されたデータは復元できません。必ずデータを確認した後にフォーマットしてく
ださい。
［V-RAW］はV-RAWレコーダーが接続されているときのみ表示されます

［MEDIAfENDfALARM］ expressP2メモリーカードやmicroP2メモリーカードの残量がなくなったときにアラーム音を出すか
どうか設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［POWERf
MANAGEMENT］

［DCfINfSOURCE］ 〈DCfIN〉端子に入力する外部電源の種類を設定します。
［DC﻿POWER﻿SUPPLY］：ACアダプターを接続するときに選択します。このときバッテリー残量は表
示しません。
［BATTERY］：〈DCfIN〉端子にバッテリーを接続するときに選択します。電圧レベルにより残量を検出
します。
ff工場出荷値：［DCfPOWERfSUPPLY］

［DCfINfBATTERYf
SETTINGS］

（表示のみ）

［-fFULLfVOLT］ 〈DCfIN〉端子から外部バッテリーを入力しているとき、残量フル表示する電圧を設定します。
［13.0V］…［17.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［15.5V］

［-fNEARfENDfVOLT］ 〈DCfIN〉端子から外部バッテリーを入力しているとき、残量ニアエンド電圧を設定します。
［11.0V］…［15.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［13.2V］

［-fENDfVOLT］ 〈DCfIN〉端子から外部バッテリーを入力しているときの、残量エンド電圧を設定します。
［11.0V］…［15.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［12.5V］

［ONBORDfBATTERYf
SETTINGS］

（表示のみ）

［-fBATTERYfSELECT］ 使用しているバッテリーに応じて選択します。
［DIONIC］、［HyTRON］、［ENDURA］、［PAG］：残量が検出され、［NEARfENDfInfo］や［ENDf
Info］の設定に従ってワーニングが表示されます。残量情報がないときは、電圧レベルにより残量が検出
されます。
［other］：電圧レベルにより残量を検出します。
ff工場出荷値：［DIONIC］

［-fFULLfVOLT］ 電圧レベルでバッテリー残量を検出しているとき、残量フル表示での電圧を設定します。
［13.0V］…［17.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［15.5V］

［-fNEARfENDfVOLT］ 電圧レベルでバッテリー残量を検出しているとき、残量ニアエンド電圧を設定します。
［11.0V］…［15.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［13.2V］

［-fENDfVOLT］ 電圧レベルでバッテリー残量を検出しているとき、残量エンド電圧を設定します。
［11.0V］…［15.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［12.5V］

［-fNEARfENDfINFO］ バッテリーから残量情報を取得しているとき、残量ニアエンドのパーセント値を設定します。
［4%］、［5%］、［6%］、［7%］、［8%］、［9%］、［10%］、［12%］、［14%］、［16%］、［18%］、［20%］
ff工場出荷値：［5%］

［-fENDfINFO］ バッテリーから残量情報を取得しているとき、残量エンドのパーセント値を設定します。
［1%］…［10%］（1%ステップ）
ff工場出荷値：［1%］

［EXT-RECfDCfINf
SOURCE］

V-RAWレコーダーと接続してV-RAW撮影するとき、V-RAWレコーダーのDC入力端子に接続する外
部電源の種類を設定します。
V-RAWレコーダー装着時のみ表示されます。
［DC﻿POWER﻿SUPPLY］：ACアダプターを接続するときに選択します。このときバッテリー残量は表
示しません。
［BATTERY］：DC入力端子にバッテリーを接続するときに選択します。このとき［EXT-RECfBATTf
FULL］、［EXT-RECfBATTfNEARfEND］、［EXT-RECfBATTfEND］に従ってV-RAWレコーダーのバッ
テリー残量を検出します。
ff工場出荷値：［DCfPOWERfSUPPLY］

［EXT-RECfBATTERYf
SETTINGS］

（表示のみ）
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［-fFULLfVOLT］ V-RAWレコーダーのバッテリー残量を電圧レベルで検出しているとき、フル表示する電圧を設定します。
V-RAWレコーダー装着時のみ表示されます。
［13.0V］…［17.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［15.5V］

［-fNEARfENDfVOLT］ V-RAWレコーダーのバッテリー残量を電圧レベルで検出しているとき、ニアエンド電圧を設定します。
V-RAWレコーダー装着時のみ表示されます。
［11.0V］…［15.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［13.2V］

［-fENDfVOLT］ V-RAWレコーダーのバッテリー残量を電圧レベルで検出しているとき、エンド電圧を設定します。
V-RAWレコーダー装着時のみ表示されます。
［11.0V］…［15.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［12.5V］

［CAMfDCfINf
SOURCE］

カメラモジュールとレコーディングモジュールを分離して延長ケーブルで接続して使用するとき、カメラ
延長モジュールの〈DCfIN〉端子に入力する外部電源の種類を設定します。
延長モジュール装着時のみ表示されます。
［DC﻿POWER﻿SUPPLY］：ACアダプターを接続するときに選択します。このときバッテリー残量は表
示しません。
［BATTERY］：〈DCfIN〉端子にバッテリーを接続するときに選択します。このとき［CAMfBATTf
FULL］、［CAMfBATTfNEARfEND］、［CAMfBATTfEND］に従ってカメラ延長モジュールのバッテリー
残量を検出します。
ff工場出荷値：［DCfPOWERfSUPPLY］

［CAMfBATTERYf
SETTINGS］

（表示のみ）

［-fFULLfVOLT］ カメラモジュールとレコーディングモジュールを分離して延長ケーブルで接続して使用しているとき、カ
メラ延長モジュール側のバッテリー残量をフル表示する電圧を設定します。
延長モジュール装着時のみ表示されます。
［13.0V］…［17.0V］（0.1 Vステップ）
ff工場出荷値：［15.5V］

［-fNEARfENDfVOLT］ カメラモジュールとレコーディングモジュールを分離して延長ケーブルで接続して使用しているとき、カ
メラ延長モジュール側のバッテリー残量ニアエンド電圧を設定します。
延長モジュール装着時のみ表示されます。
［11.0V］…［15.0V］（0.1 Vステップ）
ff最大値は［FULLfVolt］で設定した値になります。（ただし、最大［15.0V］）
ff工場出荷値：［13.2V］

［-fENDfVOLT］ カメラモジュールとレコーディングモジュールを分離して延長ケーブルで接続して使用しているとき、カ
メラ延長モジュール側のバッテリー残量エンド電圧を設定します。
延長モジュール装着時のみ表示されます。
［11.0V］…［15.0V］（0.1 Vステップ）
ff最大値は［NEARfENDfVolt］で設定した値になります。
ff工場出荷値：［12.5V］

［ENDfALARM］ バッテリー残量エンドでアラームを鳴らすかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［FAN］ ［FANfSPEED］ ファンの回転速度を選択します
［REC﻿AUTO］：記録開始と同時に回転数が下がります。ただし、規定温度に達した場合は最高速で回転
します。
［MATCH﻿CODEC］：［MAINfCODEC］によりそれぞれの最適な回転速度で動作します。
［ALWAYS﻿FULL］：常に最高速で回転します。
ff工場出荷値：［RECfAUTO］

［GENLOCK］ ［GENLOCKfMODE］ カメラ信号の同期信号を切り替えます。
［INT］：内部の基準信号に同期します。
［EXT］：入力された外部基準信号に同期します。
ff工場出荷値：［INT］

［HfPHASEfCOARSE］ システムを組む場合に水平同期の位相合わせの粗調整を行います。
［−100］…［100］
ff工場出荷値：［0］

［HfPHASEfFINE］ システムを組む場合に水平同期の位相合わせの微調整を行います。
［−100］…［100］
ff工場出荷値：［0］

［SENSORf
SYNCHRO］

3D映像作成時などに、センサーを同期させるための動作を設定します。
［MASTER］：〈SDIfOUT1〉端子からの出力に同期信号を重畳して出力します。
［SLAVE］：マスター側の同衾信号にセンサーを同期させて撮影します。スレーブ動作するには、
［GENLOCKfMODE］を［EXT］にしておく必要があります。同期信号は〈SDIfOUT1〉から出力され
ます
［OFF］：同期信号の出力や受信は行いません。
ff工場出荷値：［OFF］

［CONTROLf
DISPLAY］

［BRIGHTNESS］ コントロールパネルの明るさを調整します。
［−15］…［15］
ff工場出荷値：［0］

［COLORfLEVEL］ コントロールパネルの色の段階を調整します。
［−15］…［15］
ff工場出荷値：［0］
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［CONTRAST］ コントロールパネルのコントラストを調整します。
［−30］…［30］
ff工場出荷値：［0］

［BACKfLIGHT］ コントロールパネルのバックライトの明るさを設定します。
［−1］：通常より暗くなります。
［0］：通常の明るさです。
［1］：通常より明るくなります。
ff工場出荷値：［0］

［BUTTONfLED］ コントロールパネルおよびカメラモジュールの各ボタンを点灯します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［STATUS］ 〈VIEW〉ボタンを押して、コントロールパネルにカメラ映像を表示しているときに、ステータス表示をす
るかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［CLOCK］ ［CLOCKfSETTING］ 内蔵のカレンダー（年月日）と時刻を設定します。
［YEAR］：［2014］…［2037］
［MONTH］：［JAN］…［DEC］（［1］…［12］）
［DAY］：［1］…［31］（［28］、［29］、［30］）
［HOUR］：［0］…［23］
［MINUTE］：［0］…［59］

［TIMEfZONE］ タイムゾーンを設定します。時刻を設定後にタイムゾーンの設定を変更すると、表示および記録される時
刻が時差を加えたものに切り替わります。
［−12:00］…［+13:00］
（30分間隔、ただし［+12:30］なし、［+12:45］あり）

［DATEfFORMAT］ 年月日の表示順を設定します。
クリップのプロパティーで表示される記録日にも反映されます。
［Y‑M‑D］/［M‑D‑Y］/［D‑M‑Y］
ff工場出荷値：［Y-M-D］

［INFORMATION］ ［OPERATIONfTIME］ 本機の通電時間を表示します。

［VERSION］ 本機の情報を表示します。
［VERSION］：バージョンを表示します。
［MODEL﻿NAME］：製品名を表示します。
［SERIAL﻿NO.］：製造番号を表示します。

［UPDATE］ 本機のファームウェアのアップデートを行います。（SDメモリーカードに専用のアップデートファイル
があるときのみ有効です）

［USB］ 本機をUSBデバイス機能のモードへ切り替えます。

［TRACEfLOG］ 本機の実行ログをSDメモリーカードに読み出します。

［SENSORfTEMP］ カメラモジュールのセンサー周辺温度を表示します。

［INITIALIZE］ ［LOADfFACTORYf
DATA］

メニュー値を工場出荷時の状態に戻します。
［YES］、［NO］

［CAMERA﻿SETTINGS］
カメラ映像の細かな画質調整の設定や、カメラの操作を設定します。

は拡張メニューです。表示するには、［MENU］→［CAMERAfSETTINGS］→［Enhanced］→［EnhancedfSW］で［ON］に設定
してください。

項目 設定内容

［Enhanced］ ［EnhancedfSW］ ［Enhanced］機能の有効 /無効を切り替えます。
［ON］：［Enhanced］機能を有効にし、［Enhanced］機能に関連するメニューを表示します。
［OFF］：［Enhanced］機能を無効にし、［Enhanced］機能に関連するメニューを非表示にします。
ff工場出荷値：［OFF］

［FPS］ ［VFRfSW］ バリアブルフレームレート機能の有効 /無効を切り替えます。
［ON］：バリアブルフレームレート機能を有効にします。［PRESETfVALUE］/［VARIABLEfVALUE］
で任意のフレームレートが設定できます。音声記録はできません。
［OFF］：バリアブルフレームレート機能を無効にします。［SYSTEMfSETTINGS］→［SYSTEMf
MODE］→［HIGHfSPEED］を［ON（1-**fps）］に設定すると、［VFRfSW］が［ON］に固定されます。
ff工場出荷値：［OFF］

［FPSfMODE］ フレームレートの設定方法を選択します。
［PRESET］：あらかじめ登録したフレームレート（最大12個）から選択します。
登録はコントロールパネルで行います。
［VARIABLE］：動作する全てのフレームレートから選択します。
ff工場出荷値：［PRESET］

［PRESETfVALUE］ コントロールパネルで設定した最大12個の値から選択します。
ff工場出荷値：［24fps］

［VARIABLEfVALUE］ 動作する全てのフレームレートから選択します。［SYSTEMfMODE］の設定によって選べる値は異なり
ます。
ff工場出荷値：［24fps］

［WHITE］ ［AWB］ オートホワイトバランスを実行します。
［EXECUTE］、［CANCEL］
ff工場出荷値：［CANCEL］
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［MODE］ ホワイトバランスのモードを選択します。
［PRESET］：あらかじめ登録した色温度から選択します。登録はコントロールパネルで行います。
［TEMP﻿SHIFT］：設定できる全ての色温度から選択します。
ff工場出荷値：［PRESET］

［PRESETfVALUE］ コントロールパネルで設定した最大12個の値から選択します。
工場出荷時は、［3200K+0GMg］、［4300K+0GMg］、［5600（5500）K+0GMg］、［6300K+0GMg］
から選択します。
ff工場出荷値：［3200K+0GMg］

［TEMPfSHIFT］ 設定できる全ての色温度から選択します。
［2300K］…［15000K］
ff工場出荷値：［3200K］

［GMg］ 緑とマゼンタ間のバランスを調整します。
+：緑の方向へ調整します。
−：マゼンタの方向へ調整します。
［−10］…［10］
ff工場出荷値：［0］

［RfGAIN］ Rchのゲインを調整します。
［−200］…［200］
ff工場出荷値：［0］

［BfGAIN］ Bchのゲインを調整します。
［−200］…［200］
ff工場出荷値：［0］

［AWBfOFFSET］ オートホワイトバランスを行ったときの、RchゲインとBchゲインの値を設定します。
［ON］：オートホワイトバランスを行った後も［RfGAIN］と［BfGAIN］の値を保持して加算します。
［OFF］：オートホワイトバランスを行った後、［RfGAIN］と［BfGAIN］の値をリセットします。
ff工場出荷値：［OFF］

［SHOCKLESSf
WHITE］

プリセット値を切り替えたときの移行時間を設定します。
［OFF］：すぐに切り替わります。
［1］：約1秒で切り替わります。
［2］：約2秒で切り替わります。
［3］：約5秒で切り替わります。
ff工場出荷値：［OFF］

［BLACK］ ［ABB］ オートブラックバランスを実行します。オートブラックバランス実行時は、レンズにキャップをするなど
イメージセンサーに光が入らないようにしてください。
［EXECUTE］、［CANCEL］
ff工場出荷値：［CANCEL］

［M.PED］ マスターペデスタルのレベルを設定します。
［−100］…［100］
ff工場出荷値：［0］

［RfPED］ Rchのペデスタルレベルを調整します。
［−100］…［100］
ff工場出荷値：［0］

［GfPED］ Gchのペデスタルレベルを調整します。
［−100］…［100］
ff工場出荷値：［0］

［BfPED］ Bchのペデスタルレベルを調整します。
［−100］…［100］
ff工場出荷値：［0］

［ABBfOFFSET］ オートブラックバランスの調整を行ったときの、Rch、Gch、Bchのペデスタルレベルを設定します。
［ON］：オートブラックバランスを行った後も［RfPED］、［GfPED］、［BfPED］の値を保持して加算します。
［OFF］：オートブラックバランスを行った後、［RfPED］、［GfPED］、［BfPED］の値をリセットします。
ff工場出荷値：［OFF］

［INITIALfABB］ オートブラックバランスと同時にセンサーの初期化を実行します。
［HIGHfSPEED］が［ON］に設定されているときのみ選択できます。
オートブラックバランス実行時は、レンズにキャップを付けるなどイメージセンサーに光が入らないよう
にしてください。
［EXECUTE］、［CANCEL］
ff工場出荷値：［CANCEL］

［NR］ ［ISO800］ ISO200～ ISO4000の範囲のノイズリダクション効果を切り替えます。
［ON］、［OFF］
［HIGHfSPEED］の設定が［ON］のとき、ISO200～ ISO2000の範囲となります。
［EI］の［MODE］設定が［dB］のとき、0 dB～ 15 dBの範囲となります。
ff工場出荷値：［OFF］

［ISO5000］ ISO5000～ ISO12800の範囲のノイズリダクション効果を切り替えます。
［ON］、［OFF］
［HIGHfSPEED］設定が［ON］のとき、ISO2500～ ISO6400の範囲となります。
［EI］の［MODE］設定が［dB］のとき、18 dB～ 24 dBの範囲となります。
ff工場出荷値：［OFF］

［EI］ ［MODE］ EXPOSUREfINDEXの制御単位を切り替えます。
［ISO］、［dB］
ff工場出荷値：［ISO］
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［ISOfSELECT］ ISOの動作を選択します。
［NATIVE﻿ONLY］、［800BASE］、［5000BASE］
ff工場出荷値：［NATIVEfONLY］

［NATIVEfISO］ ［NATIVEfONLY］を選択したときの値を設定します。
［800］、［5000］
［HIGHfSPEED］の設定が［ON］のときは［400］、［2500］になります。
ff工場出荷値：［800］

［800BASEfISO］ ［800BASE］を選択したときの値を設定します。
［200］、［250］、［320］、［400］、［500］、［640］、［800］、［1000］、［1250］、［1600］、［2000］、
［2500］、［3200］、［4000］、［5000］、［6400］、［8000］、［10000］、［12800］
［HIGHfSPEED］の設定が［ON］のとき、［200］、［250］、［320］、［400］、［500］、［640］、［800］、
［1000］、［1250］、［1600］、［2000］、［2500］、［3200］、［4000］、［5000］、［6400］にな
ります。
ff工場出荷値：［800］

［5000BASEfISO］ ［5000BASE］を選択したときの値を設定します。
［1250］、［1600］、［2000］、［2500］、［3200］、［4000］、［5000］、［6400］、［8000］、［10000］、
［12800］
［HIGHfSPEED］の設定が［ON］のとき、［1250］、［1600］、［2000］、［2500］、［3200］、［4000］、
［5000］、［6400］になります。
ff工場出荷値：［5000］

［SETTING（GAIN）］ ［dB］を選択したときの値を設定します。
［0dB］、［3dB］、［6dB］、［9dB］、［12dB］、［15dB］、［18dB］、［21dB］、［24dB］
ff工場出荷値：［0dB］

［GAINfOFFSETfSW］ ［dB］を選択したとき、制御の微調整を行うかどうかを選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［OFFSETfLEVEL］ 微調整のレベルを設定します。
［0.0dB］…［0.9dB］（0.1 dBステップ）
ff工場出荷値：［0dB］

［SHUTTER］ ［SW］ シャッター機能の有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［DISPLAYfMODE］ シャッターの表示単位を設定します。
［sec］：時間で表示します。
［deg］：シャッターの開口角度で表示します。
ff工場出荷値：［deg］

［MODE］ シャッターの制御モードを切り替えます。
［PRESET］：12個のメモリーの中から選択します。
［SYNCHRO］：動作可能な範囲から選択します。
ff工場出荷値：［PRESET］

［SYNCHROfdeg］ 角度制御（［deg］時）の値を設定します。
［1.0］…［358.0］
ff工場出荷値：［180.0］

［SYNCHROfsec］ 時間制御（［sec］時）の値を設定します。下限値はフレームレート（［FPS］）の値によって変化します。
［1/60］…［1/250］
ff工場出荷値：［1/48］

［PRESETfVALUEf
deg］

角度制御（［deg］時）の値をコントロールパネルで設定した最大12個の値から選択します。
工場出荷時は、［11.5］、［22.5］、［45.0］、［90.0］、［120.0］、［144.0］、［172.8］、［180.0］、［270.0］、
［358.0］から選択します。
ff工場出荷値：［180.0］

［PRESETfVALUEf
sec］

時間制御（［sec］時）の値をコントロールパネルで設定した最大12個の値から選択します。
工場出荷時は、［1/60］、［1/100］、［1/120］、［1/250］、［1/500］、［1/1000］、［1/2000］か
ら選択します。
ff工場出荷値：［1/60］

［TESTfSIG］ ［TESTfSIGfSEL］ テスト信号の出力を設定します。
［OFF］：テスト信号を出力しません。
［BARS］：［COLORfBARSfTYPE］で設定したカラーバーを出力します。
ff工場出荷値：［OFF］

［COLORfBARSf
TYPE］

使用するカラーバーを設定します。
［SMPTE］：SMPTE規格のカラーバーを使用します。
［FULL］：フルカラーバーを使用します。
ff工場出荷値：［SMPTE］

［DETAIL］ ［SW］ ディテール機能の有効 /無効を設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［CORING］ ディテール信号に対するコアリング量を設定します。
［0］…［60］
ff工場出荷値：［1］

［MASTERfLEVEL］ ディテール信号に対する効果レベルを設定します。
［−31］…［31］
ff工場出荷値：［0］
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［SKINfDETAIL］ ［SW］ スキントーンディテール機能の有効 /無効を設定します。
［OFF］、［ON］
ff工場出荷値：［OFF］

［TABLEfSELECT］ スキントーンディテールのテーブルを選択します。
［A］、［B］、［C］、［A+B］、［A+C］、［B+C］、［A+B+C］
ff工場出荷値：［A］

［GET］ 画面中央部の色を、スキントーンディテールの効果が効く色として登録かどうか設定します。
［EXECUTE］、［CANCEL］

［ZEBRAfSW］ スキントーンディテール効果が効く色に対してゼブラ信号を重畳するかどうか設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［EFFECTfLEVEL］ スキントーンディテールの効果レベルを設定します。数値が大きいほど効果は大きくなります。
［0］…［31］
ff工場出荷値：［16］

［DETECTfTABLE］ スキントーンテーブルを効かせる被写体の肌色テーブルを選択します。
［A］、［B］、［C］
ff工場出荷値：［A］

［IfCENTER］ I 軸上の中心位置の設定（スキントーンを効かせるエリアの設定）を行います。
［0］…［255］
ff工場出荷値：［35］

［IfWIDTH］ ［IfCENTER］を中心とした I 軸上のスキントーンを効かせるエリア幅を設定します。
［0］…［255］
ff工場出荷値：［55］

［QfWIDTH］ ［IfCENTER］を中心としたQ軸上のスキントーンを効かせるエリア幅を設定します。
［0］…［127］
ff工場出荷値：［22］

［QfPHASE］ Q軸を基準としたスキントーンを効かせるエリアの位相を設定します。
［0］…［255］
ff工場出荷値：［0］

［MATRIX］ ［SW］ マトリックス機能の有効 /無効を設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［（R-G）_N］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（R-G）_P］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（R-B）_N］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（R-B）_P］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（G-R）_N］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（G-R）_P］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（G-B）_N］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（G-B）_P］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（B-R）_N］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（B-R）_P］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（B-G）_N］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［（B-G）_P］ リニアマトリックスを調整します。
［−127］…［127］
ff工場出荷値：［0］

［COLORf
CORRECTION］

［SW］ 色補正機能の有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］
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［R（SAT）］ 赤の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［R（PHASE）］ 赤の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［R-Mg（SAT）］ 赤とマゼンタの間の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［R-Mg（PHASE）］ 赤とマゼンタの間の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Mg（SAT）］ マゼンタの色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Mg（PHASE）］ マゼンタの色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Mg-B（SAT）］ マゼンタと青の間の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Mg-B（PHASE）］ マゼンタと青の間の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［B（SAT）］ 青の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［B（PHASE）］ 青の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［B-Cy（SAT）］ 青とシアンの間の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［B-Cy（PHASE）］ 青とシアンの間の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Cy（SAT）］ シアンの色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Cy（PHASE）］ シアンの色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Cy-G（SAT）］ シアンと緑の間の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Cy-G（PHASE）］ シアンと緑の間の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［G（SAT）］ 緑の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［G（PHASE）］ 緑の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［G-Yl（SAT）］ 緑と黄の間の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［G-Yl（PHASE）］ 緑と黄の間の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Yl（SAT）］ 黄の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Yl（PHASE）］ 黄の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Yl-R（SAT）］ 黄と赤の間の色飽和度を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［Yl-R（PHASE）］ 黄と赤の間の色相を補正します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］



– 117 –

第﻿10﻿章 メニュー操作﻿—﻿メニューの一覧

項目 設定内容

［SKINfCORRECTION］［SKINfAREAfSW］ 肌色付近の色を微調整する機能の有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［SKINfAREAfHUE］ 色相を微調整します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［SKINfAREAfTONE］ トーンを微調整します。
［−63］…［63］
ff工場出荷値：［0］

［EXT.FUNC］ ［FOCUSfDISP］ フォーカス距離を表示する単位を設定します。
［Meter］、［Feet］
ff工場出荷値：［Feet］

［LENSfSETTING］ ［A.IRISfTYPE］ スピードコントロールをレンズボリュームにするか、メニューで設定した値にするかを切り替えます。
［LENS］、［CAM］
ff工場出荷値：［LENS］

［A.IRISfLEVELf
EFFECT］

オートアイリス動作時の目標値を設定します。
［0］…［100］
ff工場出荷値：［30］

［A.IRISfSPEED］ ［A.IRISfTYPE］が［CAM］のときのスピードを設定します。
［1］…［20］
ff工場出荷値：［10］

［A.IRISfWINDOW］ オートアイリス検出ウィンドウを選択します。
［NORMAL1］：画面中央よりのウィンドウです。
［NORMAL2］：画面下よりのウィンドウです。
［CENTER］：画面中央のスポット状のウィンドウです。
ff工場出荷値：［NORMAL1］

［A.IRISfPEAK/AVE］ オートアイリスの基準に対するピークが占める割合を設定します。
［0］…［100］
ff工場出荷値：［30］

［LENSfCONNECTf
TYPE］

接続するレンズのタイプを設定します。
［TYPE﻿A］：LDS（LensfDatafSystem）で制御するレンズ（ULTRAfPRIMEレンズ非対応）
［TYPE﻿B］：12ピンコネクターで制御するレンズ
［TYPE﻿C］：cooke/i 通信で制御するレンズ
［OFF］：それ以外のレンズ
ff工場出荷値：［OFF］

［REC﻿SETTINGS］
本機の記録機能の各種設定項目です。

項目 設定内容

［FILEfNAMEfSTYLE］ ファイル名の形式を設定します。
［CINE］：シネマスタイルのファイル名として記録します。
詳しくは「ファイル名形式」（36ページ）を参照してください。
［P2］：P2独自の形式のファイル名として記録します。
ff工場出荷値：［CINE］

［RECfFUNCTION］ ［RECfMODE］ 特殊な記録機能を選択します。
［NORMAL］：通常の記録
［INTERVAL］：インターバル記録（一定の間隔で間欠記録を行う機能）
［ONE﻿SHOT］：ワンショット記録（RECボタンを押すごとに一定時間の記録を行う機能）
［SYSTEMfSETTINGS］→［MONfOUTfINDICATOR］→［VFR］が［ON］のときは［NORMAL］
に固定されます。
ff工場出荷値：［NORMAL］

［RECfTIME］ ワンショット記録の1回の記録時間を設定します。
［00s01f］…［59s23f］
ffフレーム桁の最大値はシステム周波数によって異なります。
ff工場出荷値：［00s01f］

［INTERVALfTIME］ インターバル記録の1回の間欠記録周期を設定します。
［0h00min00s02f］…［1h00min00s00f］
ff工場出荷値：［0h05min00s00f］

［STARTfDELAY］ インターバル記録およびワンショット記録のとき、記録開始までの遅延時間を設定します。
［0s］…［10s］
ff工場出荷値：［0s］

［PREfRECfMODE］ プリレコーディング（内蔵メモリーへの蓄積によりRECボタンを押す数秒前から記録する機能）を選択
します。
［ON］、［OFF］
［RECfMODE］が［INTERVAL］または［ONEfSHOT］のときは、［OFF］に固定されます。
ff工場出荷値：［OFF］
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［FILEfSPLIT］ 次の2つの条件がそろったとき、記録ファイルを4 GB単位で分割するか、1ファイルにするかを設定
します。
ff［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［SYSTEMfMODE］→［MAINfCODEC］または［SUBf
CODEC］で、OP-1b 形式のコーデックを選択中
ff記録サイズが4 GBを超える場合

［ONE﻿FILE］：1ファイルで記録します。
［SPLIT］：4 GB単位で分割します。
ff工場出荷値：［ONEfFILE］

［MAINfCODEC］がOP-Atom形式の場合、［SUBfCODEC］側も［SPLIT］に固定されます。［MAINf
CODEC］がProRes フォーマットの場合、設定にかかわらず［ONEfFILE］になります。

［TC］ ［SETfTC］ 記録するタイムコードの初期値を設定します。
時：［00］…［23］
分：［00］…［59］
秒：［00］…［59］
フレーム：［00］…［23］（［24p］、［23.98p］のとき）、［00］…［23］（［50i］、［50p］,［25p］のとき）、
［00］…［29］（［59.94i］、［59.94p］、［29.97p］のとき）
ff工場出荷値：［00］f（各項目）

［SETfUB］ ユーザーズビットを設定します。［UBfMODE］で［USER］を選択しているときのみ有効です。
各桁［00］…［FF］の範囲で設定できます。
ff工場出荷値：［00］

［TC/UB/Dur.］ タイムコード表示をユーザーズビットやデュレーションカウンター表示に切り替えます。
［TC］、［UB］、［Dur.］
ff工場出荷値：［TC］

［FREE/RECfRUN］ 内部タイムコードジェネレーターを歩進させる動作モードを設定します。［VFR］が［ON］に設定されて
いるときは、［RECfRUN］に固定されます。
［FREE﻿RUN］：動作モードに関係なく歩進させます。
［REC﻿RUN］：記録中のときに歩進させます。
ff工場出荷値：［FREEfRUN］

［DF/NDF］ 本機内蔵のタイムコードジェネレーターのカウント方法を設定します。
［DF］：ドロップフレームモードを使用します。
［NDF］：ノンドロップフレームモードを使用します。
ff工場出荷値：［NDF］

［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［SYSTEMfMODE］→［FREQUENCY］で［59.94i］、［59.94p］、
［29.97p］を選択しているときのみ有効です。

［UBfMODE］ ユーザーズビットモードを選択します。
［FRAME﻿RATE］：カメラの撮像情報（フレームレートなど）を選択します。
［USER］：設定したユーザーズビット値を選択します。
［EXT﻿INPUT］：〈TCfIN/OUT〉端子に入力されているユーザーズビット値を記録します。
［TIME］：ローカル時刻を選択します。（時、分、秒）
［DATE］：ローカル日時を選択します。（西暦下2桁、月、日、時）
［USER﻿CLIP﻿NAME（TYPE3）］：MSBに CAMfINDEX（A-Z）のASCII 文字コードが入ります。また、
LSBの 3桁にREEL番号がASCII 文字コードで入ります。
例：A123=0x41f0x31f0x32f0x33
［USERfCLIPfNAME］が［TYPE3］以外の場合には、0XFFFF を記録します。
ff工場出荷値：［FRAMEfRATE］

［TCfIN/OUTfSEL］ 〈TCfIN/OUT〉端子の入出力を設定します。
［TC﻿IN］、［TC﻿OUT］
ff工場出荷値：［TCfIN］

［TCfOUT］ 〈TCfIN/OUT〉端子に出力されるタイムコードを設定します。
［TCG］、［TCG/TCR］
ff工場出荷値：［TCG］

［TCfOUTfREF］ 〈TCfIN/OUT〉端子から出力されるタイムコードの出力遅延を設定します。
［RECORDING］、［SDI﻿OUT］
ff工場出荷値：［RECORDING］

［RECfMETADATA］ ［LOAD］ SDメモリーカードに保存されたメタデータアップロードファイルをロードします。

［RECORD］ ロードされているメタデータを記録時に付加するか、付加しないかを設定します。
［ON］：付加します。
［OFF］：付加しません。
ff工場出荷値：［OFF］

［USERfCLIPfNAME］ ［USERfCLIPfNAME］へ記録するデータを設定します。
V-RAWレコーダーを接続しているときは、［TYPE3］に固定されます。
（［RECORD］が［ON］のとき）
［TYPE1］：ロードしたデータ設定値を記録します。
［TYPE2］：ロードしたデータとカウンター値を記録します。
［TYPE3］：CAMfINDEXや REEL番号などで規定した設定値を記録します。
（［RECORD］が［OFF］のとき）
［TYPE1］：［GLOBALfCLIPfID］と同じ値を記録します。
［TYPE2］：［CLIPfNAME］と同じ値を記録します。
［TYPE3］：CAMfINDEXや REEL番号などで規定した設定値を記録します。
ff工場出荷値：［TYPE3］

［CAMfINDEX］ ［USERfCLIPfNAME］の［TYPE3］で使用するCAMfINDEXを設定します。
［A］…［Z］
ff工場出荷値：［A］



– 119 –

第﻿10﻿章 メニュー操作﻿—﻿メニューの一覧

項目 設定内容

［NEXTfREELfCOUNT］［USERfCLIPfNAME］の［TYPE3］で使用するREEL番号を設定します。すでにREEL番号が付与さ
れているカードのREEL番号は、変わりません。
［001］…［999］
ff工場出荷値：［001］

［COUNTERfRESET］ ［USERfCLIPfNAME］が［TYPE2］のとき、カウンター値をリセットします。

［PROPERTY］ ロードしたメタデータの確認を行います。修正はできません。

［RECfBEEPfSOUND］［MODE］ 記録開始時または記録停止時に、ビープ音を出力するかどうかを設定します。
［OFF］：記録開始時も記録停止時も出力しません。
［START］：記録開始時に出力します。
［STOP］：記録停止時に出力します。
［START﻿&﻿STOP］：記録開始時と記録停止時に出力します。記録停止時は、ビープ音の出力時間が記録
開始時の約1.5 倍になります。
ff工場出荷値：［OFF］

［VOLUME］ 記録開始時または記録停止時に出力するビープ音の音量を設定します。
［LOUD］、［MEDIUM］、［SMALL］
ff工場出荷値：［MEDIUM］

［WINDOWfBURNfSW］ サブレコーダーに記録する映像に、テキスト表示を書き込みます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［WINDOWfBURNf
SETTINGS］

［UPPERfLEFT］ 左上の表示を選択します。
［NONE］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA1］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA2］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿
DATA3］/﻿［CAM﻿INDEX］/﻿［REEL﻿COUNT］/［CLIP﻿NAME］/﻿［USER﻿CLIP﻿NAME（TYPE3）］
/﻿［SHOOT﻿DATE］/﻿［SENSOR﻿FPS］/［SHUTTER］/［EI］/［COLOR﻿TEMP］
ff工場出荷値：［NONE］

［UPPERfCENTER］ 上部中央の表示を選択します。
［NONE］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA1］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA2］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿
DATA3］/﻿［CAM﻿INDEX］/﻿［REEL﻿COUNT］/［CLIP﻿NAME］/﻿［USER﻿CLIP﻿NAME（TYPE3）］
/﻿［SHOOT﻿DATE］/﻿［SENSOR﻿FPS］/［SHUTTER］/［EI］/［COLOR﻿TEMP］
ff工場出荷値：［NONE］

［UPPERfRIGHT］ 右上の表示を選択します。
［NONE］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA1］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA2］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿
DATA3］/﻿［CAM﻿INDEX］/﻿［REEL﻿COUNT］/［CLIP﻿NAME］/﻿［USER﻿CLIP﻿NAME（TYPE3）］
/﻿［SHOOT﻿DATE］/﻿［SENSOR﻿FPS］/［SHUTTER］/［EI］/［COLOR﻿TEMP］
ff工場出荷値：［NONE］

［LOWERfLEFT］ 左下の表示を選択します。
［NONE］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA1］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA2］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿
DATA3］/﻿［CAM﻿INDEX］/﻿［REEL﻿COUNT］/［CLIP﻿NAME］/﻿［USER﻿CLIP﻿NAME（TYPE3）］
/﻿［SHOOT﻿DATE］/﻿［SENSOR﻿FPS］/［SHUTTER］/［EI］/［COLOR﻿TEMP］
ff工場出荷値：［NONE］

［LOWERfCENTER］ 下部中央の表示を選択します。
［NONE］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA1］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA2］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿
DATA3］/﻿［CAM﻿INDEX］/﻿［REEL﻿COUNT］/［CLIP﻿NAME］/﻿［USER﻿CLIP﻿NAME（TYPE3）］
/﻿［SHOOT﻿DATE］/﻿［SENSOR﻿FPS］/［SHUTTER］/［EI］/［COLOR﻿TEMP］
ff工場出荷値：［NONE］

［LOWERfRIGHT］ 右下の表示を選択します。
［NONE］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA1］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿DATA2］/﻿［CUSTOM﻿BURN﻿
DATA3］/﻿［CAM﻿INDEX］/﻿［REEL﻿COUNT］/［CLIP﻿NAME］/﻿［USER﻿CLIP﻿NAME（TYPE3）］
/﻿［SHOOT﻿DATE］/﻿［SENSOR﻿FPS］/［SHUTTER］/［EI］/［COLOR﻿TEMP］/［TC］
ff工場出荷値：［NONE］

［CUSTOMfBURNf
DATA1］

［WINDOWfBURN］機能の［CUSTOMfBURNfDATA1］を設定します。（20文字以内）
ff工場出荷値：（空欄）

［CUSTOMfBURNf
DATA2］

［WINDOWfBURN］機能の［CUSTOMfBURNfDATA2］を設定します。（20文字以内）
ff工場出荷値：（空欄）

［CUSTOMfBURNf
DATA3］

［WINDOWfBURN］機能の［CUSTOMfBURNfDATA3］を設定します。（20文字以内）
ff工場出荷値：（空欄）

［WATERfMARKfSW］ ウォーターマーク（サブレコーダーに記録する映像に入れる透かし文字）を選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［WATERfMARKf
SETTINGS］

［MARKfPOSITION］ ウォーターマークを重畳する位置を選択します。
［UPPER﻿LEFT］、［UPPER﻿CENTER］、［UPPER﻿RIGHT］、［CENTER﻿LEFT］、［CENTER］、［CENTER﻿
RIGHT］、［LOWER﻿LEFT］、［LOWER﻿CENTER］、［LOWER﻿RIGHT］
ff工場出荷値：［CENTER］

［MARKfLEVEL］ ウォーターマークの透過率を選択します。値が大きいほど透けます。［0%］の場合透けません。
［0%］、［25%］、［50%］、［75%］
ff工場出荷値：［0%］

［CHARfEDIT］ ウォーターマークの文字を編集します。（32文字以内）
ff工場出荷値：（空欄）

［CHARfSIZE］ ウォーターマークの文字サイズを選択します。
［SMALL］、［LARGE］
ff工場出荷値：［LARGE］
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［FRAMEfMARKfSW］ フレームマーク（サブレコーダーに記録する映像に入れるフレームマーク）を選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［FRAMEfMARKf
SETTINGS］

［FRAMEfASPECT］ フレームマークの画角を選択します。
［1.33:1］、［1.44:1］、［1.56:1］、［1.78:1］、［1.85:1］、［2.00:1］、［2.201:1］、［2.35:1］、［2.39:1］
ff工場出荷値：［2.39:1］

［FRAMEfLEVEL］ フレームマーク外側のレベルを設定します。値が大きいほど映像が透けます。［0%］の場合透けず黒にな
ります。
［0%］、［25%］、［50%］、［75%］
ff工場出荷値：［0%］

［AUDIO﻿SETTINGS］
音声記録の各種設定項目です。

項目 設定内容

［AUDIOfRECORD］ 音声を記録するかどうかを設定します。
［OFF］に設定すると、音声データそのものが記録されません。（編集ソフトのタイムラインに音声データ
が現れません）
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［AUDIOfINPUT］ ［AES/EBUfIN］ ［ON］に設定すると、〈AUDIOfINf1〉端子と〈AUDIOfINf2〉端子から入力されるデジタル音声（AES/
EBU規格準拠）を4チャンネルで記録します。
このとき、アナログ入力の選択や、音量調整はできません。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［FRONTfMICf
POWER］

フロントマイクのファントム電源の有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［FRONTfMICfLEVEL］ フロントマイクの入力レベルを設定します。
［−40dB］、［−50dB］
ff工場出荷値：［−40dB］

［REAR1fMICf
POWER］

〈AUDIOfINf1〉端子に接続したリアマイクのファントム電源の有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［REAR2fMICf
POWER］

〈AUDIOfINf2〉端子に接続したリアマイクのファントム電源の有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［REARfMICfLEVEL］ 〈AUDIOfINf1〉端子と〈AUDIOfINf2〉端子に接続したリアマイクの入力レベルを設定します。
［−40dB］、［−50dB］、［−60dB］
ff工場出荷値：f［−60dB］f

［REARfLINEfLEVEL］ 〈AUDIOfINf1〉端子と〈AUDIOfINf2〉端子からのライン入力のレベルを設定します。
［4dB］、［0dB］、［−3dB］
ff工場出荷値：［4dB］

［FRONT1fMICf
LOWCUT］

フロントマイク1のローカットフィルターの有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［FRONT2fMICf
LOWCUT］

フロントマイク2のローカットフィルターの有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［REAR1fMICf
LOWCUT］

リアマイク1のローカットフィルターの有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［REAR2fMICf
LOWCUT］

リアマイク2のローカットフィルターの有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［CHfINfSEL］ 音声チャンネル1～4の入力を設定します。
［1t2FRONT﻿3t4REAR］、［1t2REAR﻿3t4FRONT］
ff工場出荷値：［1t2FRONTf3t4REAR］

［TESTfTONE］ 映像をカラーバーにしたときにテスト信号を出力するかどうかを設定します。
［ON］：テストトーンを出力します。
［OFF］：テストトーンを出力しません。
ff工場出荷値：［ON］

［AUDIOfLEVEL］ ［FRONT1fLEVEL］ フロントマイク1のレベル調整方法を自動にするか手動にするかを設定します。
［AUTO］：自動で調整します。
［MANUAL］：手動で調整します。
ff工場出荷値：［AUTO］

［FRONT2fLEVEL］ フロントマイク2のレベル調整方法を自動にするか手動にするかを設定します。
［AUTO］：自動で調整します。
［MANUAL］：手動で調整します。
ff工場出荷値：［AUTO］
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［REAR1fLEVEL］ リアマイク1のレベル調整方法を自動にするか手動にするかを設定します。
［AUTO］：自動で調整します。
［MANUAL］：手動で調整します。
ff工場出荷値：［AUTO］

［REAR2fLEVEL］ リアマイク2のレベル調整方法を自動にするか手動にするかを設定します。
［AUTO］：自動で調整します。
［MANUAL］：手動で調整します。
ff工場出荷値：［AUTO］

［FRONT1fVOL］ フロントマイク1のレベル調整方法が［MANUAL］のとき、この項目で調整します。
［0］…［100］
ff工場出荷値：［70］

［FRONT2fVOL］ フロントマイク2のレベル調整方法が［MANUAL］のとき、この項目で調整します。
［0］…［100］
ff工場出荷値：［70］

［REAR1fVOL］ リアマイク1のレベル調整方法が［MANUAL］のとき、この項目で調整します。
［0］…［100］
ff工場出荷値：［70］

［REAR2fVOL］ リアマイク2のレベル調整方法が［MANUAL］のとき、この項目で調整します。
［0］…［100］
ff工場出荷値：［70］

［FRONT1fLIMITER］ フロントマイク1のリミッターの有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［FRONT2fLIMITER］ フロントマイク2のリミッターの有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［REAR1fLIMITER］ リアマイク1のリミッターの有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［REAR2fLIMITER］ リアマイク2のリミッターの有効 /無効を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［HEADROOM］ ヘッドルーム（基準レベル）を設定します。
［18dB］、［20dB］
ff工場出荷値：［20dB］

［AUDIOfOUTPUT］ ［MONITORfSEL1］ 〈PHONES〉端子から出力する音声のチャンネルを設定します。
［CH1/2］：音声チャンネル1/2を出力します。
［CH3/4］：音声チャンネル3/4を出力します。
ff工場出荷値：［CH1/2］

［MONITORfSEL2］ 〈PHONES〉端子から出力する音声の形式（モノラル、ステレオ、ミックス）を設定します。
［MONITORfSEL1］が［CH1/2］のとき：
［MONO﻿CH1］、［MONO﻿CH2］、［STEREO﻿CH1/2］、［MIX﻿CH1/2］
［MONITORfSEL1］が［CH3/4］のとき：
［MONO﻿CH3］、［MONO﻿CH4］、［STEREO﻿CH3/4］、［MIX﻿CH3/4］
ff工場出荷値：［STEREOfCH1/2］または［STEREOfCH3/4］

［MONITORfDELAY］ 〈PHONES〉端子からの音声をモニター出力に合わせて遅延させるかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［MONITORfVOL］ 〈PHONES〉端子から出力する音声のレベルを調整します。
［0］…［100］
ff工場出荷値：［70］

［ALARM］ 〈PHONES〉端子から出力する警告音の大きさを設定します。
［LOUD］、［MEDIUM］、［SMALL］、［OFF］
ff工場出荷値：［MEDIUM］

［OUTPUT﻿SETTINGS］
ビューファインダーや〈VFfSDI〉端子の出力映像の表示内容を設定します。
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［SDIfOUT］ ［PftofPsF］ 〈SDIfOUT1〉～〈SDIfOUT4〉端子からの出力に対するセグメントフレームの設定を行います。
ff［MENU］f→［CAMERAfSETTINGS］→［FPS］→［VFRfSW］が［OFF］のとき
次の条件を満たしたときに、設定が有効になります。
-f［MENU］f→［SYSTEMfSETTINGS］→［MAINfPIXEL］が［2048×1080］または
［1920×1080］
-f［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［FREQUENCY］が［23.98p］、［24.00p］、［25.00p］
または［23.98p］

ff［MENU］f→［CAMERAfSETTINGS］→［FPS］→［VFRfSW］が［ON］のとき
次の条件を満たしたときに、設定が有効になります。
-f［MENU］f→［SYSTEMfSETTINGS］f→［MAINfPIXEL］が［2048×1080］または
［1920×1080］
-f［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［FREQUENCY］が［23.98p］、［24.00p］、［25.00p］
または［23.98p］
-f［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［MAINfCODEC］が［ProResf4444fXQ］または［ProResf
4444］

［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［4KfOUTfTYPE］ 〈SDIfOUT1〉～〈SDIfOUT4〉端子から出力する4K信号の形式を設定します。
［SQUARE］、［2﻿SAMPLE﻿INT］
ff工場出荷値：［SQUARE］

［3G-SDIfOUT］ 〈SDIfOUT1〉～〈SDIfOUT4〉端子から出力される3GfSDI 信号の形式を設定します。
［LEVEL‑A］：LEVEL-A 方式を選択します。
［LEVEL‑B］：LEVEL-BfDL 方式を選択します。
ff工場出荷値：［LEVEL-B］

［SDIfRECfREMOTE］ 〈SDIfOUT〉端子、〈MONfOUT1〉端子および〈MONfOUT2〉端子に接続された外部機器（レコーダーなど）
に対する記録動作制御機能を使用するかどうかを設定します。［MONfOUT2fSIGNALfSEL］を［MONf
OUT1］に設定しているときのみ、〈MONfOUT2〉端子から出力できます。
［ON］：外部機器の記録動作を制御します。
［OFF］：外部機器の記録動作を制御しません。
ff工場出荷値：［OFF］

［MONfOUT］ ［MONfOUTfFORMAT］〈MONfOUT1〉端子および〈MONfOUT2〉端子から出力される信号を選択します。
［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［FREQUENCY］および［MENU］→［SYSTEMf
SETTINGS］→［MAINfCODEC］の設定により、選択できる項目が異なります。
ff［FREQUENCY］が［23.98p］のとき：
-f［MAINfCODEC］が［AVC-Intra4Kf444］、［AVC-Intra2Kf444］または［AVC-Intra444］
［1920/23.98PsF］
-f［MAINfCODEC］が［AVC-Intra4Kf444］、［AVC-Intra2Kf444］または［AVC-Intra444］以
外
［1920/23.98PsF］、［1920﻿over﻿59.94p］、［1920﻿over﻿59.94i］
ff［FREQUENCY］が［24.00p］のとき：
-f［MAINfCODEC］が［AVC-Intra4Kf444］または［AVC-Intra2Kf444］
［1920/24PsF］
-f［MAINfCODEC］が［AVC-Intra4Kf444］または［AVC-Intra2Kf444］以外
［1920/24PsF］、［1920﻿over﻿60p］、［1920﻿over﻿60i］

ff［FREQUENCY］が［25.00p］のとき：
-f［MAINfCODEC］が［AVC-Intra4Kf444］、［AVC-Intra2Kf444］または［AVC-Intra444］
［1920/25PsF］
-f［MAINfCODEC］が［AVC-Intra4Kf444］、［AVC-Intra2Kf444］または［AVC-Intra444］以
外
［1920/25PsF］、［1920﻿over﻿50p］
ff［FREQUENCY］が［29.97p］のとき：
-f［MAINfCODEC］が［AVC-Intra4Kf444］、［AVC-Intra2Kf444］または［AVC-Intra444］
［1920/29.97PsF］
-f［MAINfCODEC］が［AVC-Intra4Kf444］、［AVC-Intra2Kf444］または［AVC-Intra444］以
外
［1920/29.97PsF］、［1920﻿over﻿59.94p］

ff［FREQUENCY］が［50p］のとき：
［1920/50p］、［1920/50i］
ff［FREQUENCY］が［50i］のとき：
［1920/50i］
ff［FREQUENCY］が［59.94p］のとき：
［1920/59.94p］、［1920/59.94i］
ff［FREQUENCY］が［59.94i］のとき：
［1920/59.94i］

ff工場出荷値：［1920/23.98PsF］

［3G-SDIfOUT］ 〈MONfOUT1〉端子および〈MONfOUT2〉端子から出力される3GfSDI 信号の形式を設定します。
［LEVEL‑A］：LEVEL-A 方式を選択します。
［LEVEL‑B］：LEVEL-BfDL 方式を選択します。
ff工場出荷値：［LEVEL-B］
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［MONfOUT2fSIGNALf
SEL］

〈MONfOUT2〉端子からの出力を設定します。
［VF﻿SDI（1080p）］：〈VFfSDI〉端子と同じ出力を選択します。信号フォーマットは常に
1920×1080pになります。
［VF﻿SDI（1080i）］：〈VFfSDI〉端子と同じ出力を選択します。信号フォーマットは常に
1920×1080i になります。
［MON﻿OUT1］：〈MONfOUT1〉端子と同じ出力を選択します。
ff工場出荷値：［VF（1080p）］

［MONfOUT1f
STATUS］

〈MONfOUT1〉端子からの出力に、ステータス表示をするかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［MONfOUT2f
STATUS］

〈MONfOUT2〉端子からの出力に、ステータス表示をするかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［MENUfDISP］ 〈MONfOUT1〉端子および〈MONfOUT2〉端子からの出力に、［MENU］を表示するかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［PLAYfDISPf&fCTRL］〈MONfOUT1〉端子および〈MONfOUT2〉端子からの出力に、PLAY画面を表示するかどうかを設定
します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［VFfOUT］ ［VFfSDIfOUTf
FORMAT］

〈VFfSDI〉端子から出力する信号を選択します。
［1080P］、［1080i］
ff工場出荷値：［1080P］

［PLAYBACKfVFf
IMAGE］

再生時に、〈VF〉端子および〈VFfSDI〉端子から出力する映像を選択します。
［PLAYBACK］、［CAMERA］
ff工場出荷値：［PLAYBACK］

［SURROUNDfVIEWf
SW］

サラウンドビュー機能（有効領域外の映像をビューファインダーに表示する機能）の有効 /無効を選択し
ます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［SURROUNDfVIEWf
AREA］

サラウンドビューの領域を選択します。
［UPPER（NORMAL）］、［LOWER］
［LOWER］選択時、記録される映像がレンズの中心から上に約396 µmにシフトします。ズームレン
ズをご使用のときはお気をつけください。
ff工場出荷値：［UPPER（NORMAL）］

［SURROUNDfVIEWf
LINEfSW］

有効エリアのラインマーク表示機能の有効 /無効を選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［SURROUNDfVIEWf
COLOR］

有効エリアのラインマークの色を選択します。
［WHITE］、［BLACK］、［RED］、［GREEN］、［BLUE］、［YELLOW］
ff工場出荷値：［WHITE］

［SURROUNDfVIEWf
LEVEL］

サラウンド信号に対するマスクレベルを設定します。
［OFF］、［75%］、［50%］、［25%］
ff工場出荷値：［OFF］

［SMOOTHfMODE］ スムーズモード（24P、ハーフシャッター機能を動作しているときに、ビューファインダーの映像を滑
らかにする機能）の有効 /無効を選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［MONfOUTf
INDICATOR］

［SYSTEMfPIXEL］ システムピクセルの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［SYSTEMfFREQ］ システム周波数の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［RECfFORMAT］ 記録フォーマット表示の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［RECfMODE］ インターバル記録やプリレックなどの状態の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［VFR］ バリアブルフレームレート状態の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［FPS］ フレームレートの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［SHUTTER］ シャッタースピードの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［EI］ EXPOSUREfINDEXの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］
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［WHITE］ 色温度の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［IRIS］ 絞り値の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［FOCUS］ フォーカス距離の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［ZOOM］ ズーム値の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［FILTER］ 光学フィルター透過率の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［EXTENDER］ エクステンダーの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［YfGET］ YfGETの輝度の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［TC］ タイムコード、ユーザーズビット、デュレーションカウンター表示の表示 /非表示を切り替えます。
［TCG/TCR］、［TCG］、［OFF］
ff工場出荷値：［TCG/TCR］

［P2fCARDfREMAIN］ P2カードの記録残量の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［BATTERYfREMAIN］ バッテリー残量表在の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［PROXY］ プロキシー情報の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［GPS］ GPSの電波受信強度の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［CLIPfNAME］ クリップ名の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［USERfCLIPfNAME
（TYPE3）］

［RECfSETTINGS］→［RECfMETADATA］→［USERfCLIPfNAME］で［TYPE3］に設定している
とき、ユーザークリップネームの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［REMOTEfCTRL］ ROPアプリ制御状態の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［MONfOUTfMARKER］［MONfOUT1fSW］ 〈MONfOUT1〉端子からの出力に対してマーカー表示の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［MONfOUT2fSW］ 〈MONfOUT2〉端子からの出力に対してマーカー表示の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［LCDfSW］ コントロールパネルに対してマーカー表示の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［PBfMARKERfSW］ 再生映像にマーカーを重畳するかどうかを設定します。
重畳されるマーカーは、［MONfOUTfMARKER］で設定されたカメラ映像に重畳されるマーカーと同じ
ものとなります。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［MARKERf&fCHARf
LVL］

フレームマーカーとキャラクターの輝度を設定します。
［FRAMEfCOLOR］を［WHITE］に設定しているときのみ、［FRAMEfMARK］に対して有効になります。
［50%］…［100%］（10%fステップ）
ff工場出荷値：［70%］
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［CENTERfMARKER］ センターマークの切り替えを行います。
［1］：+（大）
［2］：中空き（大）
［3］：+（中）
［4］：中空き（中）
［5］：+（小）
［6］：中空き（小）
［7］：+（極小）
［OFF］：表示しません。
ff工場出荷値：［1］

［SAFETYfMARKER］ セーフティーゾーンマーカーの枠の種類を選択します。
［1］：ボックス
［2］：コーナー枠
［OFF］：表示しません。
ff工場出荷値：［OFF］

［SAFETYfAREA］ セーフティーゾーンマーカーの大きさを設定します。
［80%］…［100%］（1%ステップ、縦横の比率は一定）
ff工場出荷値：［90%］

［FRAMEfMARK］ フレームマーカーの有効 /無効を選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［FRAMEfSIG］ フレームマーカーの画角を設定します。
［1.33:1］、［1.44:1］、［1.56:1］、［1.78:1］、［1.85:1］、［2.00:1］、［2.201:1］、［2.35:1］、［2.39:1］
ff工場出荷値：［2.39:1］

［FRAMEfCOLOR］ フレームマーカーの色を設定します。
［WHITE］、［BLACK］、［RED］、［GREEN］、［BLUE］、［YELLOW］
ff工場出荷値：［WHITE］

［FRAMEfLEVEL］ フレームマーカーの外側のレベル設定をします。
［0%］…［100%］（10%ステップ）
ff工場出荷値：［100%］

［USERfBOX］ ユーザーボックス表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［USERfBOXfWIDTH］ ユーザーボックスの幅を設定します。
［1］…［100］
ff工場出荷値：［13］

［USERfBOXfHEIGHT］ ユーザーボックスの高さを設定します。
［1］…［100］
ff工場出荷値：［13］

［USERfBOXfHfPOS］ ユーザーボックスのセンターの水平位置を設定します。
［−50］…［50］
ff工場出荷値：［0］

［USERfBOXfVfPOS］ ユーザーボックスのセンターの垂直位置を設定します。
［−50］…［50］
ff工場出荷値：［0］

［VFfINDICATOR］ ［INDICATORfSW］ 〈VF〉端子および〈VFfSDI〉端子からの出力に［INDICATOR］で設定する項目の表示/非表示を選択します。
［ON］：表示するかどうかは個々に設定します。
［OFF］：全て非表示にします。
ff工場出荷値：［ON］

［SYSTEMfPIXEL］ システムピクセルの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［SYSTEMfFREQ］ システム周波数の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［RECfFORMAT］ 記録フォーマット表示の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［RECfMODE］ インターバル記録やプリレックなどの状態の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［VFR］ バリアブルフレームレート状態の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［FPS］ ［FPS］の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［SHUTTER］ シャッタースピードの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］
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［EI］ EXPOSUREfINDEXの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［WHITE］ 色温度の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［IRIS］ 絞り値の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［FOCUS］ フォーカス距離の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［ZOOM］ ズーム値の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［FILTER］ 光学フィルター透過率の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［EXTENDER］ エクステンダーの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［YfGET］ YfGETの輝度の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［TC］ タイムコード、ユーザーズビット、デュレーションカウンター表示の表示 /非表示を切り替えます。
［TCG/TCR］、［TCG］、［OFF］
ff工場出荷値：［TCG/TCR］

［P2fCARDfREMAIN］ P2カードの記録残量の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［BATTERYfREMAIN］ バッテリー残量表在の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［PROXY］ プロキシー情報の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［GPS］ GPSの電波受信強度の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［RECfTALLY］ 記録状態を表示する方法を切り替えます。
［RED］：赤色タリーランプが点灯します。
［GREEN］：緑色タリーランプが点灯します。
［CHAR］：ビューファインダーにキャラクターで［REC］を表示します。
ff工場出荷値：［RED］

［CLIPfNAME］ クリップ名の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［USERfCLIPfNAME
（TYPE3）］

［RECfSETTINGS］→［RECfMETADATA］→［USERfCLIPfNAME］で［TYPE3］に設定している
とき、ユーザークリップネームの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［INDICATORfOUTf
SEL］

［INDICATOR］ページで設定する項目の出力先を選択します。
［VF］、［VF﻿SDI］、［VF﻿&﻿VF﻿SDI］
ff工場出荷値：［VFf&fVFfSDI］

［REMOTEfCTRL］ ROPアプリ制御状態の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［VFfMARKER］ ［MARKERfSW］ 〈VF〉端子および〈VFfSDI〉端子からの出力に対するマーカー表示の有効 /無効を設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［PBfMARKERfSW］ 再生映像にマーカーを重畳するかどうかを設定します。
重畳されるマーカーは、［MONfOUTfMARKER］で設定されたカメラ映像に重畳されるマーカーと同じ
ものとなります。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［MARKERf&fCHARf
LVL］

フレームマーカーとキャラクターの輝度を設定します。
［FRAMEfCOLOR］/［--fCOLORfSEL］を［WHITE］に設定しているときのみ、［FRAMEfMARK］/
［SURROUNDfVIEW］に対して有効になります。
［50%］、［60%］、［70%］
ff工場出荷値：［50%］
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［CENTERfMARKER］ センターマークの切り替えを行います。
［1］：+（大）
［2］：中空き（大）
［3］：+（中）
［4］：中空き（中）
［5］：+（小）
［6］：中空き（小）
［7］：+（極小）
［OFF］：表示しません。
ff工場出荷値：［1］

［SAFETYfMARKER］ セーフティーゾーンマーカーの枠の種類を選択します。
［1］：ボックス
［2］：コーナー枠
［OFF］：表示しません。
ff工場出荷値：［OFF］

［SAFETYfAREA］ セーフティーゾーンマーカーの大きさを設定します。
［80］…［100%］（1%ステップ、縦横の比率は一定）
ff工場出荷値：［90%］

［FRAMEfMARK］ フレームマーカーの有効 /無効を選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［FRAMEfSIG］ フレームマーカーの画角を設定します。
［1.33:1］、［1.44:1］、［1.56:1］、［1.78:1］、［1.85:1］、［2.00:1］、［2.201:1］、［2.35:1］、［2.39:1］
ff工場出荷値：［2.39:1］

［FRAMEfCOLOR］ フレームマーカーの色を設定します。
［WHITE］、［BLACK］、［RED］、［GREEN］、［BLUE］、［YELLOW］
ff工場出荷値：［WHITE］

［FRAMEfLEVEL］ フレームマーカーの外側のレベル設定をします。
［0%］…［100%］（10%ステップ）
ff工場出荷値：［100%］

［USERfBOX］ ユーザーボックス表示の有効 /無効を選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［USERfBOXfWIDTH］ ユーザーボックスの幅を設定します。
［1］…［100］
ff工場出荷値：［13］

［USERfBOXfHEIGHT］ ユーザーボックスの高さを設定します。
［1］…［100］
ff工場出荷値：［13］

［USERfBOXfHfPOS］ ユーザーボックスのセンターの水平位置を設定します。
［−50］…［50］
ff工場出荷値：［0］

［USERfBOXfVfPOS］ ユーザーボックスのセンターの垂直位置を設定します。
［−50］…［50］
ff工場出荷値：［0］

［MARKERfOUTfSEL］ マーカー表示の出力先を選択します。
［VF］、［VF﻿SDI］、［VF﻿&﻿VF﻿SDI］
ff工場出荷値：［VFf&fVFfSDI］

［VFfFOCUSfASSIST］［EXPANDfSW］ 拡大表示機能の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［-fPOS］ 拡大表示のとき、ソース信号位置を調整します。
［0］…［8］
ff工場出荷値：［4］

［-fVALUE］ 拡大率を調整します。
［x2］、［x3］、［x4］
ff工場出荷値：［x2］

［-fMODE］ 拡大表示機能のモードを設定します。
［10SEC］、［HOLD］、［UNTIL﻿REC］
ff工場出荷値：［10SEC］

［INfCOLOR/SQ./
MONOfSW］

アドバンスドアシスト機能（ピーキングとフォーカススクエア）の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［-fFOCUSfINfCOLORf
SW］

ピーキング機能の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［--fPEAKINGfVALUE］ ピーキング機能のモードを設定します。
［LOW］、［MID］、［HIGH］
ff工場出荷値：［MID］

［--fCOLORfSEL］ ピーキング機能の色を設定します。
［RED］、［GREEN］、［WHITE］
ff工場出荷値：［RED］
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［-fFOCUSfSQUARESf
SW］

フォーカススクエア機能の表示 /非表示を切り替えます。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［-fMONOfSW］ ［INfCOLOR/SQ./MONOfSW］が［ON］のとき、モノクロ表示機能の有効 /無効を選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［FOCUSfBARfSW］ フォーカスバー表示機能の有効 /無効を選択します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［ON］

［INfCOLOR/SQ./
MONOfOUTfSEL］

アドバンスドアシスト機能の出力先を選択します。
［VF］、［VF﻿SDI］、［VF﻿&﻿VF﻿SDI］
ff工場出荷値：［VFf&fVFfSDI］

［FOCUSfBARfOUTf
SEL］

フォーカスバー表示の出力先を選択します。
［VF］、［VF﻿SDI］、［VF﻿&﻿VF﻿SDI］
ff工場出荷値：［VFf&fVFfSDI］

［VFfEIfASSIST］ ［ZEBRAfSW］ 〈VF〉端子および〈VFfSDI〉端子からの出力にゼブラ信号を重畳するかどうかを設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［ZEBRA1fDETECT］ ゼブラパターン1の検出レベルを設定します。
［0%］…［109%］
ff工場出荷値：［80%］

［ZEBRA2fDETECT］ ゼブラパターン2の検出レベルを設定します。
［0%］…［109%］
ff工場出荷値：［100%］

［ZEBRA2fMODE］ ゼブラパターン2の有効 /無効の切り替え、および［SPOT］を選択します。
［ON］、［SPOT］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［ZEBRAfOUTfSEL］ ゼブラ表示の出力先を選択します。
［VF］、［VF﻿SDI］、［VF﻿&﻿VF﻿SDI］
ff工場出荷値：［VFf&fVFfSDI］

［WFMfSW］ ウェーブフォームモニターの表示 /非表示を切り替えます。
［ON］/［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［-fTYPE］ ウェーブフォームモニタの表示形式を設定します。
［Y］、［YGBR］
ff工場出荷値：［Y］

［-fTRANSPARENCE］ ウェーブフォームモニター表示の透過率を設定します。
［0%］、［25%］、［50%］、［75%］
ff工場出荷値：［50%］

［YfGETfSW］ YfGET表示機能の有効 /無効を選択します。
［YfGETfSW］が［ON］に設定されているときは、ユーザーボックス機能は動作しません。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［-fUNIT］ ［MAINfCOLOR］が［V-Log］に設定されているときの［YfGET］表示単位を設定します。
［STOP］、［%］
ff工場出荷値：［STOP］

［-fAREAfSIZE］ YfGET表示機能で検知するエリアのサイズを設定します。
［S］、［M］、［L］
ff工場出荷値：［M］

［FALSEfCOLORfSW］ フォールスカラーの表示を設定します。
［ON］、［OFF］
ff工場出荷値：［OFF］

［WFMfOUTfSEL］ ウェーブフォームモニター表示の出力先を選択します。
［VF］、［VF﻿SDI］、［VF﻿&﻿VF﻿SDI］
ff工場出荷値：［VFf&fVFfSDI］

［FALSEfCOLORfOUTf
SEL］

フォールスカラー表示の出力先を選択します。
［VF］、［VF﻿SDI］、［VF﻿&﻿VF﻿SDI］
ff工場出荷値：［VFf&fVFfSDI］

［FILE］
メニュー設定データのSDメモリーカードの読み書きなど、ファイル関連の操作をします。

項目 設定内容

［SETUPfFILE］ ［LOAD（SDfCARD）］ SDメモリーカードに保存されたセットアップファイルを選択して、本機に読み込みます。

［SAVE（SDfCARD）］ 本機の現在の設定値を、SDメモリーカードに保存されたセットアップファイルのファイルリスト一覧か
ら選択したファイルに上書きします。

［SAVEfAS（SDf
CARD）］

本機の現在の設定値を、SDメモリーカードに新規セットアップファイルとしてファイル名 /タイトル名
を入力して保存します。
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［PERIPHERAL］
ネットワークやGPSなど周辺機器と連携して使用する機能に関する設定をします。

項目 設定内容

［GPS］f 内蔵のGPSの設定をします。
［ON］：GPSを動作させます。位置情報を〈SDIfOUT〉端子の信号に出力し、クリップメタデータに記
録します。
［OFF］：GPSを動作させません。位置情報の出力や記録はしません。
ff工場出荷値：［OFF］

［NETWORKfSEL］ 外部機器（パーソナルコンピューターなど）と本機をネットワーク接続するときの接続方法を設定します。
［LAN］：〈LAN〉端子で接続します。
［WLAN］：ワイヤレス LANで接続します。
［OFF］：接続しません。
ff工場出荷値：［OFF］

［NETWORKfFUNC］ ［USERfACCOUNT］ 本機のネットワーク機能で認証に用いるユーザーアカウントを設定します。

［ACCOUNTfLIST］ 設定されているアカウント名を表示します。また、アカウントの新規登録や削除を行うことができます。

［LANfPROPERTY］ ［MACfADDRESS］ 本機の〈LAN〉端子のMACアドレスを表示します。（変更できません）

［DHCP］ DHCPによる自動取得を利用するかどうかを設定します。（［DHCPfSERVER］の設定とは排他）
［ENABLE］：自動取得を利用します。
［DISABLE］：自動取得を利用しません。［IPfADDRESS］、［SUBNETfMASK］、［DEFAULTf
GATEWAY］、［PRIMARYfDNS］、［SECONDARYfDNS］を設定してください。
ff工場出荷値：［ENABLE］

［IPfADDRESS］ ［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、IPアドレスを設定します。
ff工場出荷値：［192.168.0.1］

［SUBNETfMASK］ ［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、サブネットマスクを設定します。
ff工場出荷値：［255.255.255.0］

［DEFAULTf
GATEWAY］

［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、デフォルトゲートウェイを設定します。
ff工場出荷値：［192.168.0.254］

［PRIMARYfDNS］ ［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、優先DNSサーバーを設定します。
ff工場出荷値：［0.0.0.0］

［SECONDARYfDNS］ ［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、代替DNSサーバーを設定します。
ff工場出荷値：［0.0.0.0］

［DHCPfSERVER］ 有線 LANで接続しているときに、DHCPfSERVER機能を利用するかどうか設定します。（［DHCP］の
設定とは排他）
［ENABLE］：DHCPfSERVER機能を利用します。
［DISABLE］：DHCPfSERVER機能を利用しません。
ff工場出荷値：［DISABLE］

［WIRELESSf
PROPERTY］

［MACfADDRESS］ 本機のワイヤレス LANのMACアドレスを表示します。（変更できません）

［TYPE］ 接続方法を設定します。
［DIRECT］：本機のネットワーク機能にスマートフォン、タブレット端末、パーソナルコンピューターか
ら直接アクセスできます。
［INFRA］：ワイヤレスアクセスポイントと接続します。
ff工場出荷値：［DIRECT］

［SSIDfINPUTfMODE］ SSIDの設定方法を設定します。
［WIRELESSfPROPERTY］の［TYPE］が［INFRA］に設定されているときに設定できます。
［SELECT］：アクセスポイントの一覧から選択します。
［MANUAL］：手動で入力します。
ff工場出荷値：［SELECT］

［SSID］ ネットワーク名（SSID）を表示します。
工場出荷値：［AU-VREC1］

［BAND］ 2つの通信方式（2.4 GHz または5 GHz）を切り替えます。
［2.4GHz］、［5GHz］
ff工場出荷値：［2.4GHz］

［CHANNEL（2.4GHz）］［TYPE］で［DIRECT］を選択し、かつ、［BAND］で［2.4GHz］を選択し、ワイヤレス LANで接続
しているときに、使用するチャンネルを設定します。
［AUTO］、［CH1］、［CH6］、［CH11］
ff工場出荷値：［AUTO］

［CHANNEL（5GHz）］ ［TYPE］で［DIRECT］を選択し、かつ、［BAND］で［5GHz］を選択し、ワイヤレス LANで接続し
ているときに、使用するチャンネルを設定します。
装着するワイヤレスモジュールによって、選択肢が変わります。
［AUTO］、［CH36］、［CH40］、［CH44］、［CH48］、［CH100］、［CH104］、［CH108］、［CH112］、
［CH116］、［CH132］、［CH136］、［CH140］、［CH149］、［CH153］、［CH157］、［CH161］、
［CH165］
ff工場出荷値：［AUTO］

［ENCRYPTION］ 暗号化方式を設定します。
［WPA‑TKIP］、［WPA‑AES］、［WPA2‑TKIP］、［WPA2‑AES］、［NONE］
ff工場出荷値：［WPA2-AES］

［ENCRYPTfKEY］ 暗号化キーを設定します。8～63文字の文字列または64桁の16進数で設定します。
ff工場出荷値：［01234567890123456789abcdef］
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項目 設定内容

［DHCP］ ［TYPE］で［INFRA］を選択しているとき、DHCPによる自動取得を利用するかどうかを設定します。
［ENABLE］：自動取得を利用します。
［DISABLE］：自動取得を利用しません。［IPfADDRESS］、［SUBNETfMASK］、［DEFAULTf
GATEWAY］、［PRIMARYfDNS］、［SECONDARYfDNS］を設定してください。
ff工場出荷値：［ENABLE］

［IPfADDRESS］ ［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、IPアドレスを設定します。
ff工場出荷値：［192.168.0.1］

［SUBNETfMASK］ ［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、サブネットマスクを設定します。
ff工場出荷値：［255.255.255.0］

［DEFAULTf
GATEWAY］

［TYPE］で［INFRA］を選択し、［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、デフォルトゲートウェ
イを設定します。
ff工場出荷値：［192.168.0.254］

［PRIMARYfDNS］ ［TYPE］で［INFRA］を選択し、［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、もしくは［DHCP］
で［ENABLE］を選択し、優先DNSサーバーを取得できないとき、優先DNSサーバーを設定します。
ff工場出荷値：［0.0.0.0］

［SECONDARYfDNS］ ［TYPE］で［INFRA］を選択し、［DHCP］で［DISABLE］を選択しているとき、もしくは［DHCP］
で［ENABLE］を選択し、優先DNSサーバーを取得できないとき、代替DNSサーバーを設定します。
ff工場出荷値：［0.0.0.0］

［DHCPfSERVER］ ［TYPE］で［DIRECT］を選択しているとき、DHCPfSERVER機能を利用するかどうかを設定します。
［ENABLE］：DHCPfSERVER機能を利用します。
［DISABLE］：DHCPfSERVER機能を利用しません。
ff工場出荷値：［ENABLE］

［NETWORKfTOOLS］ ［STATUSfDISPLAY］ ネットワークの状態を表示します。

［INITIALIZE］ ネットワークの各種設定を工場出荷時の状態に戻します。
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メニューの操作について

﻿r 操作について
ffUI：コントロールパネルの操作でも設定できます
ffSW：スイッチやボタンの操作でも設定できます
ffVFf：ビューファインダーのメニューやボタンでも設定できます。
ff○f：操作対象です。
ff—f：操作対象外です。

［SYSTEM﻿SETTINGS］

項目
操作

UI SW VF

［SYSTEMfMODE］ ［FREQUENCY］ ○ — —

［V-RAW］ ○ — —

［MAINfPIXEL］ ○ — —

［MAINfCODEC］ ○ — —

［SUBfCODEC］ ○ — —

［VFRfSUBfREC］ ○ — —

［HIGHfSPEED］ ○ — —

［COLORfSETTING］ ［MAIN］ ○ — —

［GRADING］ ○ — —

［SUB］ ○ — —

［3DfLUT］f ○ — —

［PLAYBACKfGRADING］ — — —

［CDL］ ○ — —

［MONf1］ ○ ○ —

［MONf2］ ○ ○ —

［VF］ ○ ○ —

［VFfSDI］ ○ — —

［ANAMORPHICfDESQUEEZE］ ［SUBfRECf&fMONfOUT］ — — —

［VFf&fVFfSDI］ — ○ —

［DESQUEEZEfRATIO］ — — —

［IMAGEfINVERT］ ［SUBfRECf&fMONfOUT］ — — —

［VFf&fVFfSDI］ — ○ —

［INVERTfSELECT］ — — —

［USERfSWITCHES］ ［USER1］ — ○ —

［USER2］ — ○ —

［USER3］ — ○ —

［USER4］ — ○ —

［USER5］ ○ ○ —

［USER6］ ○ ○ —

［USER7］ ○ ○ —

［USER8］ ○ ○ —

［USER9］ ○ ○ —

［USER10］ ○ ○ —

［CARDS/MEDIA］ ［CPSfPASSWORD］ ○ — —

［FORMATfMEDIA］ ○ — —

［MEDIAfENDfALARM］ — — —

［POWERfMANAGEMENT］ ［DCfINfSOURCE］ — — —

［DCfINfBATTERYfSETTINGS］ — — —

［-fFULLfVOLT］ — — —

［-fNEARfENDfVOLT］ — — —

［-fENDfVOLT］ — — —

［ONBORDfBATTERYfSETTINGS］ — — —

［-fBATTERYfSELECT］ — — —

［-fFULLfVOLT］ — — —

［-fNEARfENDfVOLT］ — — —
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項目
操作

UI SW VF

［-fENDfVOLT］ — — —

［-fNEARfENDfINFO］ — — —

［-fENDfINFO］ — — —

［EXT-RECfDCfINfSOURCE］ — — —

［EXT-RECfBATTERYfSETTINGS］ — — —

［-fFULLfVOLT］ — — —

［-fNEARfENDfVOLT］ — — —

［-fENDfVOLT］ — — —

［CAMfDCfINfSOURCE］ — — —

［CAMfBATTERYfSETTINGS］ — — —

［-fFULLfVOLT］ — — —

［-fNEARfENDfVOLT］ — — —

［-fENDfVOLT］ — — —

［ENDfALARM］ — — —

［FAN］ ［FANfSPEED］ — — —

［GENLOCK］ ［GENLOCKfMODE］ — — —

［HfPHASEfCOARSE］ — — —

［HfPHASEfFINE］ — — —

［SENSORfSYNCHRO］ — — —

［CONTROLfDISPLAY］ ［BRIGHTNESS］ — — —

［COLORfLEVEL］ — — —

［CONTRAST］ — — —

［BACKfLIGHT］ — — —

［BUTTONfLED］ — — —

［STATUS］ — — —

［CLOCK］ ［CLOCKfSETTING］ — — —

［TIMEfZONE］ — — —

［DATEfFORMAT］ — — —

［INFORMATION］ ［OPERATIONfTIME］ ○ — —

［VERSION］ ○ — —

［UPDATE］ ○ — —

［USB］ ○ — —

［TRACEfLOG］ ○ — —

［SENSORfTEMP］ ○ — —

［INITIALIZE］ ［LOADfFACTORYfDATA］ — — —

［CAMERA﻿SETTINGS］

項目
操作

UI SW VF

［Enhanced］ ［EnhancedfSW］ — — —

［FPS］ ［VFRfSW］ ○ — —

［FPSfMODE］ ○ — —

［PRESETfVALUE］ ○ — ○

［VARIABLEfVALUE］ ○ ○ ○

［WHITE］ ［AWB］ ○ — —

［MODE］ ○ — —

［PRESETfVALUE］ ○ ○ ○

［TEMPfSHIFT］ ○ ○ ○

［GMg］ ○ — —

［RfGAIN］ — — —

［BfGAIN］ — — —

［AWBfOFFSET］ — — —

［SHOCKLESSfWHITE］ — — —

［BLACK］ ［ABB］ — — —
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項目
操作

UI SW VF

［M.PED］ — — —

［RfPED］ — — —

［GfPED］ — — —

［BfPED］ — — —

［ABBfOFFSET］ — — —

［NR］ ［ISO800］ — — —

［ISO5000］ — — —

［EI］ ［MODE］ ○ — —

［ISOfSELECT］ ○ — —

［NativefISO］ ○ ○ ○

［800BASEfISO］ ○ ○ ○

［5000BASEfISO］ ○ ○ ○

［SETTING（GAIN）］ ○ ○ ○

［GAINfOFFSETfSW］ — — —

［OFFSETfLEVEL］ — — —

［SHUTTER］ ［SW］ ○ — —

［DISPLAYfMODE］ ○ — —

［MODE］ ○ — —

［SYNCHROfdeg］ ○ ○ ○

［SYNCHROfsec］ ○ ○ ○

［PRESETfVALUEfdeg］ ○ ○ ○

［PRESETfVALUEfsec］ ○ ○ ○

［TESTfSIG］ ［TESTfSIGfSEL］ — — —

［COLORfBARSfTYPE］ — — —

［DETAIL］ ［SW］ — — —

［CORING］ — — —

［MASTERfLEVEL］ — — —

［SKINfDETAIL］ ［SW］ — — —

［TABLEfSELECT］ — — —

［GET］ — — —

［ZEBRAfSW］ — — —

［EFFECTfLEVEL］ — — —

［DETECTfTABLE］ — — —

［IfCENTER］ — — —

［IfWIDTH］ — — —

［QfWIDTH］ — — —

［QfPHASE］ — — —

［MATRIX］ ［SW］ — — —

［（R-G）_N］ — — —

［（R-G）_P］ — — —

［（R-B）_N］ — — —

［（R-B）_P］ — — —

［（G-R）_N］ — — —

［（G-R）_P］ — — —

［（G-B）_N］ — — —

［（G-B）_P］ — — —

［（B-R）_N］ — — —

［（B-R）_P］ — — —

［（B-G）_N］ — — —

［（B-G）_P］ — — —

［COLORfCORRECTION］ ［SW］ — — —

［R（SAT）］ — — —

［R（PHASE）］ — — —

［R-Mg（SAT）］ — — —

［R-Mg（PHASE）］ — — —
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項目
操作

UI SW VF

［Mg（SAT）］ — — —

［Mg（PHASE）］ — — —

［Mg-B（SAT）］ — — —

［Mg-B（PHASE）］ — — —

［B（SAT）］ — — —

［B（PHASE）］ — — —

［B-Cy（SAT）］ — — —

［B-Cy（PHASE）］ — — —

［Cy（SAT）］ — — —

［Cy（PHASE）］ — — —

［Cy-G（SAT）］ — — —

［Cy-G（PHASE）］ — — —

［G（SAT）］ — — —

［G（PHASE）］ — — —

［G-Yl（SAT）］ — — —

［G-Yl（PHASE）］ — — —

［Yl（SAT）］ — — —

［Yl（PHASE）］ — — —

［Yl-R（SAT）］ — — —

［Yl-R（PHASE）］ — — —

［SKINfCORRECTION］ ［SKINfAREAfSW］ — — —

［SKINfAREAfHUE］ — — —

［SKINfAREAfTONE］ — — —

［EXT.FUNC］ ［FOCUSfDISP］ — — —

［LENSfSETTING］ ［A.IRISfTYPE］ — — —

［A.IRISfLEVELfEFFECT］ — — —

［A.IRISfSPEED］ — — —

［A.IRISfWINDOW］ — — —

［A.IRISfPEAK/AVE］ — — —

［LENSfCONNECTfTYPE］ — — —

［REC﻿SETTINGS］

項目
操作

UI SW VF

［FILEfNAMEfSTYLE］ — — —

［RECfFUNCTION］ ［RECfMODE］ — — —

［RECfTIME］ — — —

［INTERVALfTIME］ — — —

［STARTfDELAY］ — — —

［PREfRECfMODE］ — — —

［FILEfSPLIT］ — — —

［TC］ ［SETfTC］ ○ — —

［SETfUB］ — — —

［TC/UB/Dur.］ ○ — —

［FREE/RECfRUN］ ○ — —

［DF/NDF］ ○ — —

［UBfMODE］ — — —

［TCfIN/OUTfSEL］ — — —

［TCfOUT］ — — —

［TCfOUTfREF］ — — —

［RECfMETADATA］ ［LOAD］ — — —

［RECORD］ — — —

［USERfCLIPfNAME］ ○ — —

［CAMfINDEX］ ○ — —
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項目
操作

UI SW VF

［NEXTfREELfCOUNT］ ○ — —

［COUNTERfRESET］ — — —

［PROPERTY］ — — —

［RECfBEEPfSOUND］ ［MODE］ — — —

［VOLUME］ — — —

［WINDOWfBURNfSW］ ○ — —

［WINDOWfBURNfSETTINGS］ ［UPPERfLEFT］ ○ — —

［UPPERfCENTER］ ○ — —

［UPPERfRIGHT］ ○ — —

［LOWERfLEFT］ ○ — —

［LOWERfCENTER］ ○ — —

［LOWERfRIGHT］ ○ — —

［CUSTOMfBURNfDATA1］ ○ — —

［CUSTOMfBURNfDATA2］ ○ — —

［CUSTOMfBURNfDATA3］ ○ — —

［WATERfMARKfSW］ ○ — —

［WATERfMARKfSETTINGS］ ［MARKfPOSITION］ ○ — —

［MARKfLEVEL］ ○ — —

［CHARfEDIT］ ○ — —

［CHARfSIZE］ ○ — —

［FRAMEfMARKfSW］ ○ — —

［FRAMEfMARKfSETTINGS］ ［FRAMEfASPECT］ ○ — —

［FRAMEfLEVEL］ ○ — —

［AUDIO﻿SETTINGS］

項目
操作

UI SW VF

［AUDIOfRECORD］ — — —

［AUDIOfINPUT］ ［AES/EBUfIN］ — — —

［FRONTfMICfPOWER］ — — —

［FRONTfMICfLEVEL］ — — —

［REAR1fMICfPOWER］ — — —

［REAR2fMICfPOWER］ — — —

［REARfMICfLEVEL］ — — —

［REARfLINEfLEVEL］ — — —

［FRONT1fMICfLOWCUT］ — — —

［FRONT2fMICfLOWCUT］ — — —

［REAR1fMICfLOWCUT］ — — —

［REAR2fMICfLOWCUT］ — — —

［CHfINfSEL］ ○ — —

［TESTfTONE］ — — —

［AUDIOfLEVEL］ ［FRONT1fLEVEL］ ○ — —

［FRONT2fLEVEL］ ○ — —

［REAR1fLEVEL］ ○ — —

［REAR2fLEVEL］ ○ — —

［FRONT1fVOL］ ○ — —

［FRONT2fVOL］ ○ — —

［REAR1fVOL］ ○ — —

［REAR2fVOL］ ○ — —

［FRONT1fLIMITER］ — — —

［FRONT2fLIMITER］ — — —

［REAR1fLIMITER］ — — —

［REAR2fLIMITER］ — — —

［HEADROOM］ — — —
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項目
操作

UI SW VF

［AUDIOfOUTPUT］ ［MONITORfSEL1］ ○ — —

［MONITORfSEL2］ ○ — —

［MONITORfDELAY］ — — —

［MONITORfVOL］ ○ — —

［ALARM］ ○ — —

［OUTPUT﻿SETTINGS］

項目
操作

UI SW VF

［SDIfOUT］ ［PftofPsF］ — — —

［4KfOUTfTYPE］ — — —

［3G-SDIfOUT］ — — —

［SDIfRECfREMOTE］ — — —

［MONfOUT］ ［MONfOUTfFORMAT］ — — —

［3G-SDIfOUT］ — — —

［MONfOUT2fSIGNALfSEL］ — — —

［MONfOUT1fSTATUS］ — — —

［MONfOUT2fSTATUS］ — — —

［MENUfDISP］ — — —

［PLAYfDISPf&fCTRL］ — — —

［VFfOUT］ ［VFfSDIfOUTfFORMAT］ — — —

［PLAYBACKfVFfIMAGE］ — — —

［SURROUNDfVIEWfSW］ — — ○

［SURROUNDfVIEWfAREA］ — — —

［SURROUNDfVIEWfLINEfSW］ — ○ ○

［SURROUNDfVIEWfCOLOR］ — — —

［SURROUNDfVIEWfLEVEL］ — — —

［SMOOTHfMODE］ — ○ ○

［MONfOUTfINDICATOR］ ［SYSTEMfPIXEL］ — — —

［SYSTEMfFREQ］ — — —

［RECfFORMAT］ — — —

［RECfMODE］ — — —

［VFR］ — — —

［FPS］ — — —

［SHUTTER］ — — —

［EI］ — — —

［WHITE］ — — —

［IRIS］ — — —

［FOCUS］ — — —

［ZOOM］ — — —

［FILTER］ — — —

［EXTENDER］ — — —

［YfGET］ — — —

［TC］ — — —

［P2fCARDfREMAIN］ — — —

［BATTERYfREMAIN］ — — —

［PROXY］ — — —

［GPS］ — — —

［CLIPfNAME］ — — —

［USERfCLIPfNAME（TYPE3）］ — — —

［REMOTEfCTRL］ — — —

［MONfOUTfMARKER］ ［MONfOUT1fSW］ — — —

［MONfOUT2fSW］ — — —

［LCDfSW］ — — —
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項目
操作

UI SW VF

［PBfMARKERfSW］ — — —

［MARKERf&fCHARfLVL］ — — —

［CENTERfMARKER］ — — —

［SAFETYfMARKER］ — — —

［SAFETYfAREA］ — — —

［FRAMEfMARK］ — — —

［FRAMEfSIG］ — — —

［FRAMEfCOLOR］ — — —

［FRAMEfLEVEL］ — — —

［USERfBOX］ — — —

［USERfBOXfWIDTH］ — — —

［USERfBOXfHEIGHT］ — — —

［USERfBOXfHfPOS］ — — —

［USERfBOXfVfPOS］ — — —

［VFfINDICATOR］ ［INDICATORfSW］ — — —

［SYSTEMfPIXEL］ — — —

［SYSTEMfFREQ］ — — —

［RECfFORMAT］ — — —

［RECfMODE］ — — —

［VFR］ — — —

［FPS］ — — —

［SHUTTER］ — — —

［EI］ — — —

［WHITE］ — — —

［IRIS］ — — —

［FOCUS］ — — —

［ZOOM］ — — —

［FILTER］ — — —

［EXTENDER］ — — —

［YfGET］ — — —

［TC］ — — —

［P2fCARDfREMAIN］ — — —

［BATTERYfREMAIN］ — — —

［PROXY］ — — —

［GPS］ — — —

［RECfTALLY］ — — —

［CLIPfNAME］ — — —

［USERfCLIPfNAME（TYPE3）］ — — —

［INDICATORfOUTfSEL］ — — —

［REMOTEfCTRL］ — — —

［VFfMARKER］ ［MARKERfSW］ — — ○

［PBfMARKERfSW］ — — —

［MARKERf&fCHARfLVL］ — — —

［CENTERfMARKER］ — — ○

［SAFETYfMARKER］ — — ○

［SAFETYfAREA］ — — —

［FRAMEfMARK］ — — ○

［FRAMEfSIG］ — — —

［FRAMEfCOLOR］ — — —

［FRAMEfLEVEL］ — — —

［USERfBOX］ — — ○

［USERfBOXfWIDTH］ — — —

［USERfBOXfHEIGHT］ — — —

［USERfBOXfHfPOS］ — — —

［USERfBOXfVfPOS］ — — —
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項目
操作

UI SW VF

［MARKERfOUTfSEL］ — — —

［VFfFOCUSfASSIST］ ［EXPANDfSW］ — ○ ○

［-fPOS］ — — —

［-fVALUE］ — — —

［-fMODE］ — — —

［INfCOLOR/SQ./MONOfSW］ — ○ ○

［-fFOCUSfINfCOLORfSW］ — — —

［--fPEAKINGfVALUE］ — — —

［--fCOLORfSEL］ — — —

［-fFOCUSfSQUARESfSW］ — — —

［-fMONOfSW］ — — —

［FOCUSfBARfSW］ — — —

［INfCOLOR/SQ./MONOfOUTfSEL］ — — —

［FOCUSfBARfOUTfSEL］ — — —

［VFfEIfASSIST］ ［ZEBRAfSW］ — — ○

［ZEBRA1fDETECT］ — — —

［ZEBRA2fDETECT］ — — —

［ZEBRA2fMODE］ — — —

［ZEBRAfOUTfSEL］ — — —

［WFMfSW］ — ○ ○

［-fTYPE］ — — —

［-fTRANSPARENCE］ — — —

［YfGETfSW］ — ○ —

［-fUNIT］ — — —

［-fAREAfSIZE］ — — —

［FALSEfCOLORfSW］ — ○ ○

［WFMfOUTfSEL］ — — —

［FALSEfCOLORfOUTfSEL］ — — —

［FILE］

項目
操作

UI SW VF

［SETUPfFILE］ ［LOAD（SDfCARD）］ — — —

［SAVE（SDfCARD）］ — — —

［SAVEfAS（SDfCARD）］ — — —

［PERIPHERAL］

項目
操作

UI SW VF

［GPS］f ○ — —

［NETWORKfSEL］ ○ — —

［NETWORKfFUNC］ ［USERfACCOUNT］ — — —

［ACCOUNTfLIST］ ○ — —

［LANfPROPERTY］ ［MACfADDRESS］ — — —

［DHCP］ — — —

［IPfADDRESS］ — — —

［SUBNETfMASK］ — — —

［DEFAULTfGATEWAY］ — — —

［PRIMARYfDNS］ — — —

［SECONDARYfDNS］ — — —

［DHCPfSERVER］ — — —

［WIRELESSfPROPERTY］ ［MACfADDRESS］ — — —

［TYPE］ — — —

［SSIDfINPUTfMODE］ — — —
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項目
操作

UI SW VF

［SSID］ — — —

［BAND］ — — —

［CHANNEL（2.4GHz）］ — — —

［CHANNEL（5GHz）］ — — —

［ENCRYPTION］ — — —

［ENCRYPTfKEY］ — — —

［DHCP］ — — —

［IPfADDRESS］ — — —

［SUBNETfMASK］ — — —

［DEFAULTfGATEWAY］ — — —

［PRIMARYfDNS］ — — —

［SECONDARYfDNS］ — — —

［DHCPfSERVER］ — — —

［NETWORKfTOOLS］ ［STATUSfDISPLAY］ — — —

［INITIALIZE］ — — —



本機をネットワークに接続して活用する方法について説明します。

第11章	ネットワーク接続
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ネットワーク接続について
本機はワイヤレス LANや有線 LANでネットワーク接続ができます。
ワイヤレス LANを使用する場合は〈USBfHOST〉端子にAJ-WM30（別売品）を取り付けます。
有線 LANを使用する場合は右面の〈LAN〉端子に LANケーブルを接続します。

100BASE-TX/10BASE-T

IEEE802.11g/n

利用できる機能
本機をネットワークに接続すると、次の機能が利用できます。
ffサードパーティのカラーグレーディングアプリケーション
ffリモートオペレーションパネルAK-HRP200G（別売品）からのリモートコントロール

@@ NOTE

ft 最新情報は、次のWebサイトを参照してください。
https://panasonic.biz/cns/sav/
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接続のための準備

ワイヤレス LANの場合
本機にワイヤレスモジュールAJ-WM30（別売品）を取り付けます。

図1 図2 図3

1 レバーを押し下げ、カバーを開ける。（図1、図2）
2 〈USB﻿HOST〉端子にワイヤレスモジュールを取り付ける。（図3）
奥まで確実に挿入してください。

3 カバーを閉める。
@@ NOTE

ft ワイヤレスモジュールを取り外すときはまっすぐ引き下げてください。
ft ワイヤレス LANで接続時、ワイヤレスモジュールをきちんと取り付け、カバーを閉じてください。

ワイヤレスモジュールAJ‑WM30使用上のお願い
ワイヤレスモジュールの取扱説明書をよく読み、内容を十分理解してからご使用ください。
最新情報は、次のWebサイトを参照してください。
https://panasonic.biz/cns/sav/

有線 LANの場合
LANケーブル（別売品）を取り付けます。

1 LANケーブルを右面の〈LAN〉端子に差し込む。
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ネットワーク設定
ワイヤレス LANまたは有線 LANで接続するには各種設定が必要です。利用する機能に応じて設定してください。

ワイヤレス LAN設定
ワイヤレス LANで携帯端末（iPad/iPhone）/ パーソナルコンピューター /ワイヤレスアクセスポイントに接続する場合の設定です。

［DIRECT］モード
本機のネットワーク機能にスマートフォン、タブレット端末、パーソナルコンピューターから直接アクセスする場合の設定です。
設定を変更した場合、本機は必要に応じて再起動する場合があります。

1 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［WIRELESS﻿PROPERTY］→［TYPE］で［DIRECT］を選択する。

2 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［WIRELESS﻿PROPERTY］で各項目を必要に応じて設定する。
［MAC﻿ADDRESS］：ワイヤレス LANのMACアドレス（変更できません）
［SSID］：本機のネットワーク名（SSID）（［AU-VREC1］）
［BAND］：2つの通信方式（2.4 GHz または5 GHz）の切り替え設定（工場出荷値：［2.4GHz］）（AJ-WM30の場合：［2.4GHz］）
［CHANNEL（2.4GHz）］：2.4 GHz に設定時の使用チャンネル（工場出荷値：［AUTO］）
［CHANNEL（5GHz）］：5 GHz に設定時の使用チャンネル（工場出荷値：［AUTO］）
［ENCRYPTION］：使用する暗号方式（工場出荷値：［WPA2-AES］）（設定できません）
［ENCRYPT﻿KEY］：WPA2暗号化キー（工場出荷値：［01234567890123456789abcdef］）
［DHCP］：DHCPによる自動取得の利用設定（［ENABLE］：自動取得を利用 /［DISABLE］：自動取得を利用しない）（工場出荷値：［ENABLE］）
（設定できません）
［IP﻿ADDRESS］：本機の IPアドレス（工場出荷値：［192.168.0.1］）
［SUBNET﻿MASK］：サブネットマスク（工場出荷値：f［255.255.255.0］）
［DEFAULT﻿GATEWAY］：デフォルトゲートウェイ（工場出荷値：［192.168.0.254］）（設定できません）
［PRIMARY﻿DNS］：優先DNSサーバー設定（工場出荷値：［0.0.0.0］）（設定できません）
［SECONDARY﻿DNS］：代替DNSサーバー設定（工場出荷値：［0.0.0.0］）（設定できません）
［DHCP﻿SERVER］：DHCPfSERVER機能の利用設定（［ENABLE］：DHCPfSERVER機能を利用 /［DISABLE］：DHCPfSERVER機能を利
用しない）（工場出荷値：［ENABLE］）

3 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［NETWORK﻿SEL］で［WLAN］を選択する。
設定を変更した場合、本機を再起動した後に有効になります。

4 携帯端末やパーソナルコンピューターのアクセスポイント一覧からSSIDを選択して、パスワード（暗号化キー）を入力する。
ワイヤレス設定でアクセスポイント一覧画面を表示させ、本機の［SSID］を選択します。
ff工場出荷値：［AU-VREC1］
パスワード確認画面が表示されたら、パスワード（暗号化キー）を入力します。
ff工場出荷値：［01234567890123456789abcdef］

5 ネットワーク接続を確認する。
設定が完了したら、携帯端末（iPad/iPhone）/ パーソナルコンピューターのネットワーク接続が正しいかを確認してください。
正しくネットワーク接続されていると、ネットワークを利用するアプリケーションを使用できます。

@@ NOTE

ft AJ-WM30は、通信方式が2.4 GHz のみでしか動作しません。［BAND］が［5GHz］に設定されている場合は、自動的に2.4 GHz の CH1に
設定されて動作します。
ft［DIRECT］モードで［BAND］を［5GHz］に設定しているときは、屋外での使用が禁止されています。
ft ネットワーク開始のため電源を入れたときに起動時間が長くなる場合があります。
ft［NETWORKfSEL］の設定を変更した場合、本機を再起動するまで変更が反映されません。設定が変更された場合、ネットワークサービスを再起動
するため設定画面終了に時間がかかる場合があります。
ft IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイは正しい組み合わせでなければなりません。
設定画面終了時に［CANNOTfACCESSfGATEWAY!］の警告が表示された場合は、ご利用のネットワークの管理者にお問い合わせください。
ft デフォルトゲートウェイやDNSを使用しない場合は、［0.0.0.0］に設定してください。
ft ネットワーク環境によっては、DHCPやDNSが正しく動作しないことがあります。

［INFRA］モード（SSIDを手動で入力する場合）
ワイヤレスアクセスポイントに手動で接続する場合の設定です。

1 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［WIRELESS﻿PROPERTY］→［TYPE］で［INFRA］を選択する。

2 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［WIRELESS﻿PROPERTY］で各項目を必要に応じて設定する。
［MAC﻿ADDRESS］：ワイヤレス LANのMACアドレス（変更できません）
［BAND］：2つの通信方式（2.4 GHz または5 GHz）の切り替え設定（工場出荷値：［2.4GHz］）（設定できません）
［CHANNEL（2.4GHz）］：2.4 GHz に設定時の使用チャンネル（工場出荷値：［AUTO］）（設定できません）
［CHANNEL（5GHz）］：5 GHz に設定時の使用チャンネル（工場出荷値：［AUTO］）（設定できません）
［DHCP］：DHCPによる自動取得の利用設定（［ENABLE］：自動取得を利用 /［DISABLE］：自動取得を利用しない）（工場出荷値：［ENABLE］）
［IP﻿ADDRESS］：本機の IPアドレス（工場出荷値：［192.168.0.1］）
［SUBNET﻿MASK］：サブネットマスク（工場出荷値：［255.255.255.0］）
［DEFAULT﻿GATEWAY］：デフォルトゲートウェイ（工場出荷値：［192.168.0.254］）
［PRIMARY﻿DNS］：優先DNSサーバー設定（工場出荷値：［0.0.0.0］）（［DHCP］が［ENABLE］に設定されていてDNSサーバーから取得
できる場合は、外部より取得したDNSサーバー値で上書きされます。値が［0.0.0.0］のときは未設定となります）
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［SECONDARY﻿DNS］：代替DNSサーバー設定（工場出荷値：［0.0.0.0］）（［DHCP］が［ENABLE］に設定されていてDNSサーバーから
取得できる場合は、外部より取得したDNSサーバー値で上書きされます。値が［0.0.0.0］のときは未設定となります）

3 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［NETWORK﻿SEL］で［WLAN］を選択する。
設定を変更した場合、本機は必要に応じて再起動します。

4 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［WIRELESS﻿PROPERTY］で接続先ワイヤレスアクセスポイントの情報を入力する。
［SSIDfINPUTfMODE］で［MANUAL］を選択します。
接続先ワイヤレスアクセスポイントのSSIDを、本機の［SSID］に入力します。
使用する暗号化方式を本機の［ENCRYPTION］から選択します。
ff工場出荷値：［WPA2-AES］
接続先ワイヤレスアクセスポイントのパスワードを本機の［ENCRYPTfKEY］に入力します。

5 ネットワーク接続を確認する。
設定が完了したら、本機とワイヤレスアクセスポイントのネットワーク接続が正しいか確認してください。
正しくネットワーク接続されていると、HOME画面のカメラ状態表示部にあるネットワーク状態表示が黄色になります。

@@ NOTE

ft ネットワーク開始のため電源を入れたときに起動時間が長くなる場合があります。
ft［NETWORKfSEL］の設定を変更した場合、本機を再起動するまで変更が反映されません。設定が変更された場合、ネットワークサービスを再起動
するため設定画面終了に時間がかかる場合があります。
ft IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイは正しい組み合わせでなければなりません。
設定画面終了時に［CANNOTfACCESSfGATEWAY!］の警告が表示された場合は、ご利用のネットワークの管理者にお問い合わせください。
ft デフォルトゲートウェイやDNSを使用しない場合は、［0.0.0.0］に設定してください。
ft ネットワーク環境によっては、DHCPやDNSが正しく動作しないことがあります。

［INFRA］モード（SSIDを一覧から選択する場合）
ワイヤレスアクセスポイントの接続先を一覧から選択する場合の設定です。

1 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［WIRELESS﻿PROPERTY］→［TYPE］で［INFRA］を選択する。

2 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［WIRELESS﻿PROPERTY］で各項目を必要に応じて設定する。
［MAC﻿ADDRESS］：ワイヤレス LANのMACアドレス（変更できません）
［BAND］：2つの通信方式（2.4 GHz または5 GHz）の切り替え設定（工場出荷値：［2.4GHz］）（設定できません）
［CHANNEL（2.4GHz）］：2.4 GHz に設定時の使用チャンネル（工場出荷値：［AUTO］）（設定できません）
［CHANNEL（5GHz）］：5 GHz に設定時の使用チャンネル（工場出荷値：［AUTO］）（設定できません）
［DHCP］：DHCPによる自動取得の利用設定（［ENABLE］：自動取得を利用 /［DISABLE］：自動取得を利用しない）（工場出荷値：：［ENABLE］）
［IP﻿ADDRESS］：本機の IPアドレス（工場出荷値：［192.168.0.1］）
［SUBNET﻿MASK］：サブネットマスク（工場出荷値：［255.255.255.0］）
［DEFAULT﻿GATEWAY］：デフォルトゲートウェイ（工場出荷値：［192.168.0.254］）
［PRIMARY﻿DNS］：優先DNSサーバー設定（工場出荷値：［0.0.0.0］）（［DHCP］が［ENABLE］に設定されていてDNSサーバーから取得
できる場合は、外部より取得したDNSサーバー値で上書きされます。値が［0.0.0.0］のときは未設定となります）
［SECONDARY﻿DNS］：代替DNSサーバー設定（工場出荷値：［0.0.0.0］）（［DHCP］が［ENABLE］に設定されていてDNSサーバーから
取得できる場合は、外部より取得したDNSサーバー値で上書きされます。値が［0.0.0.0］のときは未設定となります）
［DHCP﻿SERVER］：DHCPfSERVER機能の利用設定（［ENABLE］：DHCPfSERVER機能を利用 /［DISABLE］：DHCPfSERVER機能を利
用しない）（工場出荷値：［ENABLE］）（設定できません）

3 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［NETWORK﻿SEL］で［WLAN］を選択する。
設定を変更した場合、本機は必要に応じて再起動します。

4 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［WIRELESS﻿PROPERTY］で接続先ワイヤレスアクセスポイントの情報を入力する。

1)f［SSIDfINPUTfMODE］で［SELECT］を選択する。

2)fジョグダイヤルボタンでSSIDを選択し、ジョグダイヤルボタンを押す。
ff「SSID接続先一覧画面」（145ページ）が表示されます。
ffSSID を選択してジョグダイヤルボタンを長押しすると、削除リストを表示し、選択したSSIDもしくは全接続履歴を接続履歴から削除でき
ます。
ff［DELETEfHISTORY］を選択してジョグダイヤルボタンを押すと、選択されているSSIDの接続履歴を削除できます。
ff［DELETEfALLfHISTORY］を選択してジョグダイヤルボタンを押すと、全てのSSIDの接続履歴を削除できます。

3)f接続先ワイヤレスアクセスポイントのパスワードを本機の［ENCRYPTfKEY］に入力する。

5 ネットワーク接続を確認する。
設定が完了したら、本機とワイヤレスアクセスポイントのネットワーク接続が正しいか確認してください。
正しくネットワーク接続されていると、HOME画面のカメラ状態表示部にあるネットワーク状態表示が黄色になります。

@@ NOTE

ft ネットワーク開始のため電源を入れたときに起動時間が長くなる場合があります。
ft［NETWORKfSEL］の設定を変更した場合、本機を再起動するまで変更が反映されません。設定が変更された場合、ネットワークサービスを再起動
するため設定画面終了に時間がかかる場合があります。
ft IP アドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイは正しい組み合わせでなければなりません。
設定画面終了時に［CANNOTfACCESSfGATEWAY!］の警告が表示された場合は、ご利用のネットワークの管理者にお問い合わせください。
ft デフォルトゲートウェイやDNSを使用しない場合は、［0.0.0.0］に設定してください。
ft ネットワーク環境によっては、DHCPやDNSが正しく動作しないことがあります。
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ft 接続履歴は最大20個まで保存されます。20個を越える場合は、古い履歴から順に削除されます。
ft SSID 接続先一覧は、一覧を表示した時点の状態を保持し、表示中に自動更新は行いません。
ft 全てのルーターとの接続は保証しておりません。接続検証済みルーターについては、次のWebサイトを参照してください。
https://panasonic.biz/cns/sav/

﻿r SSID接続先一覧画面

1 2 3 4 5

1 選択状態
現在選択されているSSIDにチェックマーク［l］が表示されます。（接続状態を表すものではありません。）

2 SSID
検出されたSSIDと接続履歴に登録されているSSIDの一覧が表示されます。電波強度が強いものから順番に表示されます。

3 接続履歴の有無
過去に接続された履歴が登録されているSSIDに［H］が表示されます。接続履歴に登録されているSSIDは圏外であっても表示されます。

4 暗号方式
アクセスポイントで利用されている暗号方式です。

5 電波強度
アクセスポイントの電波の強さを示しています。

有線 LAN設定
有線 LANでパーソナルコンピューターに接続する場合の設定です。

1 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［LAN﻿PROPERTY］で各項目を必要に応じて設定する。
［DHCP］と［DHCPfSERVER］は排他設定となります。
［MAC﻿ADDRESS］：有線 LANのMACアドレス（変更できません）
［DHCP］：DHCPによる自動取得の利用設定（［ENABLE］：自動取得を利用 /［DISABLE］：自動取得を利用しない）（工場出荷値：［ENABLE］）
［IP﻿ADDRESS］：IP アドレス（工場出荷値：［192.168.0.1］）（［DHCP］が［ENABLE］に設定されている場合は、設定できません）
［SUBNET﻿MASK］：サブネットマスク（工場出荷値：f［255.255.255.0］）（［DHCP］が［ENABLE］に設定されている場合は、設定できません）
［DEFAULT﻿GATEWAY］：デフォルトゲートウェイ（工場出荷値：f［192.168.0.254］）（［DHCP］が［ENABLE］に設定されている場合は、
設定できません）
［PRIMARY﻿DNS］：優先DNSサーバー設定（工場出荷値：f［0.0.0.0］）
［SECONDARY﻿DNS］：代替DNSサーバー設定（工場出荷値：f［0.0.0.0］）
［DHCP﻿SERVER］：DHCPfSERVER機能の利用設定（［ENABLE］：DHCPfSERVER機能を利用 /［DISABLE］：DHCPfSERVER機能を利
用しない）（工場出荷値：［DISABLE］）（［DHCP］が［ENABLE］に設定されている場合は、設定できません）

2 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［NETWORK﻿SEL］で［LAN］を選択する。

3 パーソナルコンピューターの有線 LANを設定する。
（Windowsの場合）
［インターネットプロトコルバージョン4（TCP/IPv4）］の［プロパティ］を表示し、設定します。表示方法について、詳しくは［スタート］→［ヘ
ルプとサポート］を参照してください。
ffカメラ本体の設定で［DHCPfSERVER］が［ENABLE］のとき
［全般］タブで［IPアドレスを自動的に取得する］と［DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する］を選択します。［代替の構成］タブで［自
動プライベート IPアドレス］を選択します。
ffカメラ本体の設定で［DHCPfSERVER］が［DISABLE］のとき
［全般］タブで［次の IPアドレスを使う］を選択します。
-f［IP アドレス］：カメラ本体と同じアドレスを入力します。
-f［サブネットマスク］：カメラ本体と同じ値を入力します。
-f［デフォルトゲートウェイ］：カメラ本体と同じアドレスを入力します。
-f［優先DNSサーバー］/［代替DNSサーバー］：特に入力の必要はありません。

（MacfOSの場合）
ffカメラ本体の設定で［DHCPfSERVER］が［ENABLE］のとき
［IPv4の構成］：［DHCPサーバを使用］を選択します。
［IPv6の構成］：［自動］を選択します。
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ffカメラ本体の設定で［DHCPfSERVER］が［DISABLE］のとき
［IPv4の構成］：［手入力］を選択し、次の項目を入力します。
-f［IP アドレス］
-f［サブネットマスク］
-f［ルーター］は必要ありませんので、空欄のままとしてください。
［IPv6の構成］：［自動］を選択します。

@@ NOTE

ft［IPfADDRESS］は［192.168.155.1］から［192.168.155.255］まで設定できません。

ネットワーク設定の確認

MENU画面で確認する

図1

1 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［NETWORK﻿TOOLS］で［STATUS﻿DISPLAY］を選択する。
ネットワークデバイスの現在のステータスが表示されます。（図1）

INFO画面で確認する

図1

1 〈INFO〉ボタンを押し、INFO画面を表示する。
2 ［PERIPHERAL］を選択する。
ネットワークデバイスの現在のステータスが表示されます。（図1）



– 147 –

第﻿11﻿章 ネットワーク接続﻿—﻿ネットワーク設定

ネットワーク設定の変更

ネットワークの切り替え
ワイヤレス LANと有線 LANの切り替えができます。

図1

1 〈INFO〉ボタンを押し、INFO画面を表示する。
2 ［PERIPHERAL］で［NETWORK］を選択する。
3 ［LAN］、［WLAN］、［OFF］のいずれかを選択する。
設定が切り替わります。（図1）
［LAN］：有線 LAN
［WLAN］：ワイヤレス LAN
［OFF］：ネットワーク機能を使用しません。

ユーザーアカウント操作
ユーザーアカウントの登録ができます。

﻿r ユーザーアカウント設定

1 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［NETWORK﻿FUNC］→［USER﻿ACCOUNT］を選択する。

﻿r ユーザーアカウントの確認

1 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［NETWORK﻿FUNC］→［ACCOUNT﻿LIST］を選択する。
ユーザーアカウント一覧の確認と削除ができます。
削除するときは、ジョグダイヤルボタンを回して削除したいユーザーアカウントを選択し、ジョグダイヤルボタンを押してください。

@@ NOTE

ft［USERfNAME］の［guest］と［PASSWORD］の［p2guest］は工場出荷値です。
ft パスワードの変更はできません。変更する場合はアカウントを削除して再度新規登録してください。
ft ユーザーアカウントの登録件数の上限は3件です。

﻿r ネットワーク設定の初期化

1 ［MENU］→［PERIPHERAL］→［NETWORK﻿TOOLS］で［INITIALIZE］を選択する。
初期化が完了します。
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リモートオペレーションパネル（AK‑HRP200G）の接続
リモートオペレーションパネルAK-HRP200G（別売品）を IP接続して、機能の一部をリモートコントロールできます。
リモートオペレーションパネルAK-HRP200Gから再生の操作はできません。本機からのみ操作できます。

LANケーブル（別売品）

AK-HRP200G

リモートオペレーションパネル（AK‑HRP200G）との接続の設定
AK-HRP200Gをネットワーク接続し、本機をリモートコントロールモードにするには、次の手順で設定してください。

1 本機側の［MENU］→［PERIPHERAL］→［LAN﻿PROPERTY］で各項目を設定する。
［IP﻿ADDRESS］：AK-HRP200G側で設定したアドレスに設定します。
［DHCP］：［DISABLE］に設定します。

2 本機の［MENU］→［PERIPHERAL］→［NETWORK﻿FUNC］→［USER﻿ACCOUNT］で各項目を設定する。
［USER﻿NAME］：ユーザーアカウント名を設定します。（工場出荷値：［guest］）
［PASSWORD］：パスワードを設定します。（工場出荷値：［p2guest］）
ユーザーアカウント名は31文字以下、パスワードは6文字以上、15文字以下です。

3 AK‑HRP200G側のネットワーク設定をする。
ネットワーク設定には、AK-HRP200Gに付属のROPセットアップソフトウェアをご使用ください。

リモートコントロールでの制限
リモートオペレーションパネルから制御する場合には次の制限があります。

﻿r［MENU］→［CAMERA﻿SETTINGS］→［Enhanced］→［Enhanced﻿SW］で［ON］に設定しているとき
ffカメラ電源ボタン〈HEADfPOWER〉：制御不可
ffオートホワイトバランスボタン〈WHITE〉：途中での中止は不可
ffオートブラックバランスボタン〈BLACK〉：途中での中止は不可
ffオートセットアップボタン〈SETUP〉：未使用
ff5600 Kボタン〈5600 K〉：未使用
ffニーオフボタン〈KNEEfOFF〉：無効
ffシーン /ユーザーファイル切り替えボタン〈SHIFT〉：無効
ffシーン /ユーザーファイル選択ボタン〈SCENE1/USER1〉～〈SCENE3/USER3〉/〈SCENE4〉：無効
ffシーン /ユーザーファイル登録ボタン〈STORE〉：無効
ffボリュームロックボタン〈VRfLOCK〉：有効
ffRフレア /ペデスタルボリューム〈FLARE/PEDfR〉：無効
ffBフレア /ペデスタルボリューム〈FLARE/PEDfB〉：無効
ffデータセットボタン〈UP〉/〈DOWN〉：有効
ff調整値表示部（4桁）：有効
ffカメラナンバー表示部〈No.〉：有効
ffカメラ選択ボタン〈SELECT〉：有効
ffメモリーカードスロット：無効f
ffレッド /グリーンタリー表示部、コールボタン〈TALLY/CALL〉：無効
ffアイリス /マスターペデスタルロックボタン〈IRIS/M.PEDfLOCK〉：有効
ffアイリスレバー〈IRIS〉：レンズ動作可能時は有効
ffセンスボリューム〈SENSE〉：無効
ffコースボリューム〈COARSE〉：無効
ffオートアイリスボタン〈AUTO〉：レンズ動作可能時は有効
ffアイリスクローズボタン〈CLOSE〉：レンズ動作可能時は有効
ffフェーダーフルボタン〈FULL〉：無効
ffアラーム表示部〈ALM〉：警告は表示
ff光アラーム表示部〈OPT〉：無効
ffレンズエクステンダー表示〈EXT〉：レンズ動作可能時は有効
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ffデジタルエクステンダー表示〈D.EXT〉：無効

﻿r［MENU］→［CAMERA﻿SETTINGS］→［Enhanced］→［Enhanced﻿SW］で［OFF］に設定しているとき
［EnhancedfSW］が［ON］のときの制限に加えて、次のボタンが無効になります。
ffマトリックスボタン〈MATRIX〉
ff肌色ディテールボタン〈SKINDTL〉
ffディテールオフボタン〈DTLfOFF〉
ffディテールボリューム〈DTL〉
ffRゲインボリューム〈GAINfR〉
ffBゲインボリューム〈GAINfB〉
ffRフレア /ペデスタルボリューム〈FLARE/PEDfR〉
ffBフレア /ペデスタルボリューム〈FLARE/PEDfB〉
ffマスターペデスタルボリューム〈M.PED〉

調整値表示部（4桁）について
ズーム、フォーカス、オートフォーカスには対応していません。
VFRが［ON］のときは、［***P］（***はフレームレート値）と表示します。
VFRが［OFF］のときは、［FroF］と表示します。
本機の設定が［NativefISO］または［ISO］の場合は［iSo］と表示します。

@@ NOTE

ft 本機とAK-HRP200Gを直接接続する場合の LANケーブルは、クロスケーブルをご使用ください。
ft 詳しくはAK-HRP200Gの取扱説明書を参照してください。
ft AK-HRP200Gと接続するには、次の情報が必要です。
-fユーザーアカウント名
-fパスワード
-fIP アドレス
-fポート番号：49152
ft AK-HRP200Gは、Ver.4.01.00以上のバージョンを使用してください。
ft ROPセットアップソフトウェアの操作について詳しくはAK-HRP200Gの取扱説明書を参照してください。
ft ROPセットアップソフトウェアは、Ver.3.0.0.0 以上のバージョンを使用してください。



延長モジュールの接続方法や各部の名称と機能、動作について説明します。

第12章	延長モジュール
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ご使用の前に﻿

﻿r 本機はカメラモジュール（別売品）とレコーディングモジュール（別売品）の間を延長するモジュールです。
延長ケーブル（別売品）を使用することにより、カメラモジュールとレコーディングモジュールの間を延長できます。

﻿r カメラ延長モジュールおよびレコーディングモジュール（別売品）に電源供給が必要です。
本機を使用のときは、本機のカメラ延長モジュールおよびレコーディングモジュールの両方に電源供給が必要となります。

﻿r 延長モジュールを使用するためには、延長モジュールに対応したファームウェアにアップデートしてください。
対応していない場合はエラーが表示されますので、カメラモジュール（別売品）およびレコーディングモジュール（別売品）のファームウェアのアッ
プデートをしてからお使いください。カメラモジュールとレコーディングモジュールのファームウェアのアップデートについて詳しくは「本機搭載
ファームウェアのアップデート」（175ページ）を参照してください。

﻿r 延長モジュールを接続した状態ではカメラモジュール（別売品）とレコーディングモジュール（別売品）のファームウェアのアップデー
トはできません。

ファームウェアをアップデートするときは延長モジュールを外し、カメラモジュールとレコーディングモジュールを直接結合した状態で行ってくださ
い。
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各部の名称

左面部
：カメラ延長モジュール
：レコーディング延長モジュール

1

2

1 〈DC﻿OUT〉端子
DC12 Vの出力端子です。DC出力は、最大1.0 Aの電流を取り出すことができます。

2 〈SIX﻿USER﻿BUTTONS〉ボタン
レコーディングモジュール（別売品）のコントロールパネル操作ボタンをUSERボタンとして使用するためのボタンです。［MENU］→［SYSTEMf
SETTINGS］→［USERfSWITCHES］で［USER5］～［USER10］に割り当てた機能を操作できます。

右面部
：カメラ延長モジュール
：レコーディング延長モジュール

1
5

3

2

4

1 照明用出力端子
ライトを接続したときの、電源供給端子です。

2 〈EXT〉端子
延長ケーブル（別売品）を接続する端子です。レコーディング延長モジュールと接続します。

3 延長ケーブル固定金具
〈EXT〉端子に接続した延長ケーブルを固定します。

4 〈DC﻿IN〉端子
外部DC電源を接続する入力用端子です。

5 レコーディング延長モジュールリリースレバー
レコーディング延長モジュールからレコーディングモジュール（別売品）を取り外すレバーです。

前面部
：カメラ延長モジュール
：レコーディング延長モジュール

1 

2

3

4
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1 ロックアングル
カメラモジュール（別売品）と接続するときに、固定する金具です。

2 カメラモジュール接続端子
カメラモジュール（別売品）と接続する端子です。

3 〈EXT〉端子
延長ケーブル（別売品）を接続する端子です。カメラ延長モジュールと接続します。

4 延長ケーブル固定金具
〈EXT〉端子に接続した延長ケーブルを固定します。

後面部
：カメラ延長モジュール
：レコーディング延長モジュール

1 

4 

3

2

6 

5 

1 バッテリーホルダー
アントンバウアー製のバッテリーを取り付けます。

2 バッテリー取り外しレバー
バッテリー取り外しレバーを下まで倒してバッテリーを取り外します。

3 バッテリー接続端子
バッテリーと接続する端子です。

4 〈LIGHT﻿CONTROL〉スイッチ
照明用出力端子にライトを接続したときのコントロールスイッチです。

5 ロックプレート
レコーディングモジュール（別売品）と接続するときに、固定する金具です。

6 レコーディングモジュール接続端子
レコーディングモジュール（別売品）と接続する端子です。
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延長モジュールの組み立て

カメラ延長モジュールとレコーディング延長モジュールの取り外し
組み立ての前に、2つのモジュールを取り外してください。

図1 図2

1 レコーディング延長モジュールリリースレバーのロックノブ（赤色）を起こしながら（図1）、レコーディング延長モジュールリリースレ
バーを引く。（図2）
レコーディング延長モジュールの後部が少し浮きます。

2 レコーディング延長モジュールを持ち上げる。
3 レコーディング延長モジュールのロックプレートからカメラ延長モジュールのロックアングルを外す。
カメラモジュールとカメラ延長モジュールの組み立て

図1 図2

図3 図4

1 カメラモジュール後面上部のロックプレートにカメラ延長モジュール前面上部のロックアングルを合わせる。（図1）
2 カメラ延長モジュールをしっかり押し込み、カメラモジュールとカメラ延長モジュールの接続端子を結合させる。（図2）
@@ NOTE

ft カメラモジュールのVエッジが下がっていると、結合できません。（図3）カメラモジュールのレコーディングモジュールリリースレバーを、押し
下げてください。Vエッジが上がります。（図4）
ft Vエッジ付近の機構部には、さわらないでください。Vエッジが勢いよく動いて、けがをするおそれがあります。
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取り外すには

図1 図2

1 レコーディングモジュールリリースレバーのロックノブ（赤色）を引き上げながら（図1）、レコーディングモジュールリリースレバーを
押し下げる。（図2）
カメラ延長モジュールの後部が少し浮きます。
バッテリーなど重いものを取り付けているときは、浮きにくくなります。

2 カメラ延長モジュールを持ち上げる。
3 カメラモジュール後面上部のロックプレートからカメラ延長モジュール前面上部のロックアングルを外す。
レコーディングモジュールとレコーディング延長モジュールの組み立て

図1 図2

図3 図4

1 レコーディング延長モジュール後面上部のロックプレートにレコーディングモジュール前面上部のロックアングルを合わせる。（図1）
2 レコーディングモジュールをしっかり押し込み、レコーディング延長モジュールとレコーディングモジュールの接続端子を結合させる。（図
2）

@@ NOTE

ft レコーディング延長モジュールのVエッジが下がっていると、結合できません。（図3）レコーディング延長モジュールのレコーディング延長モジュー
ルリリースレバーを、押し下げてください。Vエッジが上がります。（図4）
ft Vエッジ付近の機構部には、さわらないでください。Vエッジが勢いよく動いて、けがをするおそれがあります。
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取り外すには

図1 図2

1 レコーディング延長モジュールリリースレバーのロックノブ（赤色）を引き上げながら（図1）、レコーディング延長モジュールリリース
レバーを押し下げる。（図2）
レコーディングモジュールの後部が少し浮きます。
バッテリーなど重いものを取り付けているときは、浮きにくくなります。

2 レコーディングモジュールを持ち上げる。
コントロールパネル部分を持たないでください。コントロールパネルユニットが外れ、落下のおそれがあります。

3 レコーディング延長モジュール後面上部のロックプレートからレコーディングモジュール前面上部のロックアングルを外す。
延長ケーブルの取り付け
延長ケーブルの取り付けかたは、カメラ延長モジュールもレコーディング延長モジュールも同様です。

図1 図2 図3

1 延長ケーブル固定金具のねじをゆるめる。（図1）
2 〈EXT〉端子に延長ケーブルを取り付ける。（図2）
コネクターの形状を確認し、延長ケーブルを挿入してください。
挿入後、延長ケーブルのねじをしっかりと締めてください。

3 延長ケーブル固定金具のねじを締める。（図3）
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電源の供給
カメラ延長モジュールの電源には、バッテリー、または外部DC電源が使用できます。
ここでは、本機のカメラ延長モジュールへの電源供給について説明します。
レコーディングモジュールの電源の供給について詳しくは「電源の供給」（27ページ）を参照してください。カメラ延長モジュール、レコーディ
ングモジュールに電源を供給したあとに、レコーディングモジュールの〈POWER〉スイッチを〈ON〉にしてください。〈POWER〉スイッチを〈ON〉
にして、レコーディングモジュールに電源を供給したあとで、カメラ延長モジュールに電源を供給すると、エラーになることがあります。

バッテリーを使用するには
本機と接続検証済みのバッテリーは次のとおりです。

﻿r アントンバウアー製
HYTRON140
DIONICfHC/DIONICfHCX/DIONICfHD

﻿r アイ・ディ・エクス（IDX）製
ENDURA HL9

@@ NOTE

ft 別のバッテリーも使用できます。本機と接続検証済みのバッテリーのご使用をお勧めします。
ft バッテリーをご使用になる前に、バッテリーチャージャーを使って充電してください。（充電方法についてはそれぞれの取扱説明書を参照してくださ
い）
ft 残量表示機能があるバッテリーを使用しても%（パーセント）表示はできません。

バッテリーの取り付け、および設定

アントンバウアー製バッテリーをご使用の場合

アントンバウアー製バッテリー

取り外しレバー

1 アントンバウアー製バッテリーを取り付ける。
2 バッテリー端子を差し込んでから、矢印の方向にスライドさせる。
3 バッテリーの特性を設定する。
［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［BATTERY］で［CAMfBATTfFULL］/［CAMfBATTfNEARfEND］/［CAMfBATTfEND］を選択し、
バッテリーの残量やワーニングを表示する電圧を設定します。

@@ NOTE

ft バッテリーを取り外すには、バッテリーホルダーの取り外しレバーを完全に下まで倒したまま、バッテリーを取り付け時とは逆の方向にスライドさ
せてください。
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Vマウントタイプバッテリーをご使用の場合
Vマウントタイプバッテリープレートを取り付けます。次の図のように差し込んでから、矢印の方向にスライドさせてください。

取り外しレバー

1 Vマウントタイプバッテリープレートを取り付ける。
2 矢印の方向にスライドさせる。
3 バッテリーの特性を設定する。

ff［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［BATTERY］で［CAMfBATTfFULL］/［CAMfBATTfNEARfEND］/［CAMfBATTfEND］を選
択し、バッテリーの残量やワーニングを表示する電圧を設定します。

@@ NOTE

ft Vマウントタイプバッテリープレートについては、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
ft プレートを取り外すときは、取り外しレバーをスライドさせて取り外してください。

外部DC電源の使用

〈DC IN〉端子

DCコード

外部DC電源

1 カメラ延長モジュールの〈DC﻿IN〉端子と外部DC電源を接続する。
2 外部DC電源の電源スイッチを入れる（外部DC電源に電源スイッチがある場合）。
3 レコーディングモジュールに電源を供給する。
4 レコーディングモジュールの〈POWER〉スイッチを〈ON〉にする。
﻿r 外部DC電源について
外部DC電源の出力電圧が、本機の定格電圧に適合していることを確認のうえ、接続してください。
外部DC電源の出力電流は、接続機器の合計電流以上で、余裕があるものをお選びください。
接続機器の合計電流は、次の式で求めることができます。
総消費電力 ÷電圧
本機の電源が入ったときには、突入電流が発生します。電源が入ったときに電源供給能力が不足すると、故障の原因となります。本機および本機の電源が入っ
たときと連動して電源が入る接続機器（レンズなど）の、総消費電力の2倍以上の電力を確保できる、外部DC電源のご使用をお勧めします。DCコードは
AWG16（公称断面積1.309 mm2）以上の芯線の2芯シールドコードをご使用ください。

ff外部DC電源のDC出力端子と、本機の〈DCfIN〉端子のピン配列を確認し、極性を正しく接続してください。
誤ってGND端子に +12 Vの電源を接続すると、火災や故障の原因になります。
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DC﻿IN

1 GND

2 NC

3 NC

4 +12 V

パナソニック品番：K1AA104H0038
メーカー品番：HA16RX-4P（SW1）（76）（ヒロセ電機）

@@ NOTE

ft バッテリーと外部DC電源の両方を接続した場合、外部DC電源からの電源供給が優先されます。外部DC電源の使用中は、バッテリーの着脱もで
きます。
ft 外部DC電源を使用するときは、必ず外部DC電源の電源スイッチを入れた後、レコーディングモジュールの〈POWER〉スイッチを〈ON〉にし
てください。逆の操作を行った場合、外部DC電源の出力電圧がゆっくり立ち上がるため、本機が誤動作することがあります。
ft 電源の供給を外部DC電源からバッテリーに切り替える場合、〈DCfIN〉端子からDCコードをゆっくりと抜いてください。素早く抜くと、本機の
動作が一度切れることがあります。
ft〈DCfIN〉端子からの電源供給時は、ライト回路が動作しません。アントンバウアー製バッテリープレートからの電源供給時のみライト回路を使用で
きます。
ft〈DCfIN〉端子にバッテリーを接続する場合は、［MENU］→［SYSTEMfSETTINGS］→［BATTERY］→［CAMfEXTfDCfINfSEL］で［BATTERY］
に設定し、特性に合わせて［CAMfBATTfEND］、［CAMfBATTfNEARfEND］、［CAMfBATTfFULL］を設定してください。残量表示機能があるバッ
テリーを使用しても%（パーセント）表示はできません。

電源状態の表示について

延長モジュール 電源レベルが最も低いモジュール バッテリー残量表示

なし — —

あり レコーディングモジュール

あり カメラモジュール
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DC出力端子との接続

〈DC﻿OUT〉端子への接続
カメラ延長モジュールの〈DCfOUT〉端子からは、1.0 Aの電流を取り出すことができます。

1

2

ケーブル側コネクター
0B.302
LEMO
1 GND
2 +12 V

@@ NOTE

ft 外部機器を接続する場合、極性を正しく接続してください。故障の原因になります。
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定格

寸法図

73｠mm 121｠mm

1
4
3
｠m
m

61｠mm 106｠mm

1
4
3
｠m
m

定格

総合

電源
DCfef12 V（11.0 Vf–f17.0 V）
消費電力
33 W（本体のみ）
63 W（全てのアクセサリーを接続し、各出力端子の最大供給時の最大電力）

は安全項目です。

動作周囲温度 0 ℃～40 ℃

動作周囲湿度 10%～85%（結露なし）

保存温度 −20 ℃～ 60 ℃

質量 カメラ延長モジュール：約0.95 k]
レコーディング延長モジュール：約0.65 k]

外形寸法（幅 ×高さ ×奥行） カメラ延長モジュール：
121 mm×143 mm×73 mm
レコーディング延長モジュール：
106 mm×143 mm×61 mm

ffカメラモジュール（別売品）の〈DCfOUT〉端子、〈VF〉端子、〈LENS〉端子および、カメラ延長モジュールの〈DCfOUT〉端子の各端子から取
り出す電力の合計が、30 Wを超えないようにしてください。



本機とCodex 製 V-RAWレコーダーを接続して活用する方法について説明します。

第13章	 V‑RAWレコーダー
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V‑RAWレコーダー
Codex 製の V-RAWレコーダーを接続すると、V-RAW（VariCamfRAW）記録ができます。

V‑RAWレコーダーの取り付け
V-RAWレコーダーはレコーディングモジュールのバッテリーホルダーと外部ユニット接続端子に取り付けます。

図1 図2

図3

カバー

図4

1 レコーディングモジュール後面部の外部ユニット接続端子のねじをゆるめカバーを外す。（図1）
2 V‑RAWレコーダーを取り付ける。（図2）
3 V‑RAWレコーダーを下にスライドさせる。（図3）
4 V‑RAWレコーダーの脱着レバーを収める。（図4）
取り外すには

図1 図2 図3

ストッパー

1 V‑RAWレコーダーの脱着レバーのストッパーをスライドさせ、脱着レバーを引き上げる。（図1、図2）
V-RAWレコーダーが浮き上がります。
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2 V‑RAWレコーダーを取り外す。（図3）
コントロールパネルのHOME画面
V-RAWレコーダーを接続すると、コントロールパネルのHOME画面は次のようになります。

a b c

d

a: 録画状態表示ならびにV‑RAWレコーダーとメインスロットのメディア残量表示
b: V‑RAWレコーダーとメインスロットのカラースペース
V-RAWレコーダーを接続しているときは、［V-Log］に固定されます。

c: V‑RAWレコーダーのバッテリー残量表示
d: V‑RAWレコーダーとメインスロットの記録フォーマット
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電源の供給
V-RAWレコーダーよりカメラ本体に電源供給ができます。V-RAWレコーダーのDC電源は24 Vです。同時に、カメラ本体に対して別電源を供給
もできます。カメラ本体のDC電源は12 Vです。カメラ本体からV-RAWレコーダーには電源供給できません。
外部DC電源からカメラ本体への電源供給が切断された場合、V-RAWレコーダーから自動的に電源は供給されません。一度、カメラ本体の外部DC
電源のコネクターを抜いてください。

電源の投入

﻿r 電源を入れるとき

1 V‑RAWレコーダーを接続する。
2 バッテリーまたは外部DC電源をV‑RAWレコーダーへ接続する。
3 レコーディングモジュールの〈POWER〉スイッチを〈ON〉にする。
﻿r V‑RAWレコーダーを外すとき

1 レコーディングモジュールの〈POWER〉スイッチを〈OFF〉にする。
2 V‑RAWレコーダーを取り外す。
@@ NOTE

ft V-RAWレコーダーの取り付けや取り外しは、必ずカメラ本体の電源を切ってから行ってください。電源が入ったままV-RAWレコーダーを取り外
すとシステムエラーになります。

﻿r 電源状態の表示について

V‑RAWレコーダー 延長モジュール 電源レベルが最も低いモジュール バッテリー残量表示

なし なし — —

なし あり レコーディングモジュール

なし あり カメラモジュール

あり なし レコーディングモジュール

あり なし V-RAWレコーダー

あり あり レコーディングモジュール

あり あり カメラモジュール

あり あり V-RAWレコーダー
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コントロールパネルでの操作

システム設定と記録
カメラ本体とV-RAWレコーダーは、1つのシステムとして動作します。V-RAWレコーダーの全ての操作は、レコーディングモジュールのコントロー
ルパネルで操作できます。また、レコーディングモジュールの〈REC〉ボタンで録画を開始 /停止できます。

﻿r［SYSTEM］設定画面

﻿r［V‑RAW］フォーマット設定画面

設定の優先順位は、次のとおりです。
1 ［FREQUENCY］
2 ［V‑RAW］
3 ［MAIN﻿PIXEL］
4 ［MAIN﻿CODEC］
5 ［SUB﻿CODEC］
上位の設定値を変更すると、下位の設定値も変更されます。
例）
ff［FREQUENCY］を30p以下にすると、［V-RAW］（［4K/12bit］、［UHD/12bit］、［4K/10bit］、［UHD/10bit］）は全て選択できます。
ff［FREQUENCY］を30pより上にすると［4K/10bit］、［UHD/10bit］のみとなり、選択できる設定が制限されます。
V-RAWレコーダー接続時は、［MAINfCODEC］を［OFF］にすることができます。また、［HIGHfSPEED］が［ON］のときは、メインスロットや
サブスロットに記録できません。
カメラ本体のインカメラカラーグレーディング機能に従って、クリップと関連付けられた Look ファイル（.cdl/.vlt）も V-RAWと同じ名前で記録さ
れます。

@@ NOTE

ft［FREQUENCY］が24pのときは、UHDは選択できません。
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﻿r 記録可能な設定

［FREQUENCY］ ［V‑RAW］ ［MAIN﻿PIXEL］ ［MAIN﻿CODEC］ ［SUB﻿CODEC］ ［HIGH﻿
SPEED］

30pまで

［4K/12bit］
［4096×2160］ ［AVC-Intra4Kf444］

［AVC-Intra422f&fPxy］
［AVC-Intra100f&fPxy］
［AVC-LongG50f&fPxy］
［AVC-LongG25f&fPxy］

—［2048×1080］ ［AVC-Intra2Kf444］

［4K/10bit］
［4096×2160］

［AVC-Intra4Kf422］

［AVC-Intra4K-LT］
［OFF］/［ON］

［2048×1080］ ［AVC-Intra2Kf422］

［UHD/12bit］
（24pを除く）

［3840×2160］ ［AVC-Intra4Kf444］

—［1920×1080］ ［AVC-Intra444］

［UHD/10bit］
（24pを除く）

［3840×2160］
［AVC-Intra4Kf422］

［AVC-Intra4K-LT］ ［OFF］/［ON］

［1920×1080］

［AVC-Intra200］ —

［AVC-Intra422］

［OFF］/［ON］
［AVC-Intra100］

［ProResf4444］

［ProResf422fHQ］

60pまで

［4K/10bit］
［4096×2160］

［AVC-Intra4Kf422］ —

［AVC-Intra4K-LT］
［OFF］/［ON］

［2048×1080］ ［AVC-Intra2Kf422］

［UHD/10bit］

［3840×2160］
［AVC-Intra4Kf422］ —

［AVC-Intra4K-LT］

［OFF］/［ON］
［1920×1080］

［AVC-Intra422］

［AVC-Intra100］

［ProResf422fHQ］

再生
レコーディングモジュールのコントロールパネルでCapturefDrive に記録されたV-RAW映像を再生できます。
［DELETE］、［COPY］、［REPAIR］の機能はありません。

1 PLAY画面から［SLOT］で［RAW］を選択する。
サムネイル画面が表示されます。

2 クリップを選択する。
選択されたクリップが再生されます。
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メディア
V-RAW記録にはCodex 製のメディア（CapturefDrive）を使用します。レコーディングモジュールのコントロールパネルで、HOME画面から各種
情報表示、INFO画面からメディアのステータス確認やメディアフォーマットができます。

Capture﻿Drive の挿入方法

図1 図2

図3 図4 図5

1 ドライブスロットカバーを開ける。（図1、図2）
2 Capture﻿Drive を挿入する。（図3、図4）
3 ドライブスロットカバーを閉める。（図5）
﻿r 外すとき

図1 図2 図3

1 ドライブスロットカバーを開ける。（図1、図2）
2 Capture﻿Drive を取り出す。（図3）
@@ NOTE

ft CapturefDrive アクセス中やCapturefDrive を挿入して認識中（アクセス LEDが青に点滅）に、CapturefDrive を取り出さないでください。故
障の原因になります。
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アクセス LED
V-RAWレコーダーとCapturefDrive にはドライブアクセス LEDがあります。

LEDの状態 V‑RAWレコーダー Capture﻿Drive

緑（点灯） V-RAWレコーダーから電源を供給可能 /カメラ電
源切

—

青（点灯） 記録可能 取り出し可能

青（点滅） 記録不可（CapturefDrive 認識中 /ドライブスロッ
トカバーオープンなど）

CapturefDrive 認識中 /取り出し不可

赤（点灯） 記録中 —

赤（点滅） エラー発生 CapturefDrive 認識失敗

@@ NOTE

ft CapturefDrive を挿入したとき、CapturefDrive のアクセス LEDが点滅するまで時間がかかることがあります。
ft アクセス LEDが青点滅のときは、CapturefDrive を取り出さないでください。故障の原因になります。青点滅から青点灯になるとCapturefDrive
を取り出すことができます。

Capture﻿Drive の記録時間
Codex 製 CapturefDrivef2.0（2 TB）1枚での記録時間は次のとおりです。

解像度 ビット数 フレームレート 記録時間（分）

3840×2160 10 bit 23.98 119

3840×2160 10 bit 25 114

3840×2160 10 bit 29.97/30 95

3840×2160 10 bit 48 59

3840×2160 10 bit 50 57

3840×2160 10 bit 59.94/60 47

3840×2160 10 bit 96 29

3840×2160 10 bit 120 23

3840×2160 12 bit 23.98 106

3840×2160 12 bit 25 101

3840×2160 12 bit 29.97/30 84

4096×2160 10 bit 23.98/24 112

4096×2160 10 bit 25 107

4096×2160 10 bit 29.97/30 89

4096×2160 10 bit 48 56

4096×2160 10 bit 50 53

4096×2160 10 bit 59.94/60 44

4096×2160 10 bit 96 28

4096×2160 10 bit 120 22

4096×2160 12 bit 23.98/24 100

4096×2160 12 bit 25 96

4096×2160 12 bit 29.97/30 80
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Capture﻿Drive のフォーマット
コントロールパネルの INFO画面から行います。

﻿r MENUから操作するには

1 ［MENU］→［SYSTEM﻿SETTINGS］→［CARDS/MEDIA］→［FORMAT﻿MEDIA］で［V‑RAW］を選択する。

2 ジョグダイヤルボタンで［YES］を選択する。
@@ NOTE

ft フォーマットにより消去されたデータは復元できません。必ずデータを確認した後にフォーマットしてください。

バージョンアップ
V-RAWレコーダーのファームウェアのアップデートは、カメラ本体と同様にSDメモリーカードを使ってコントロールパネルから行います。
V-RAWレコーダーのバージョンアップ用ファームウェアはCodex または当社からカメラ本体のファームウェアと統合された形でリリースされます。
次のWebサイトのサポートデスクを参照してください。
https://panasonic.biz/cns/sav/



本機のメンテナンス方法やワーニングシステムについて説明します。

第14章	メンテナンス
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ワーニングシステム
電源を入れた直後や操作中に異常が検出されると、ビューファインダー、ワーニングランプで異常発生を知らせます。記載内容に沿って対応してくだ
さい。

エラーコードが表示される場合

エラーコード 表示 内容 動作と対応

［E-30］ ［TURNfPOWERfOFF］
アクセス中のP2カードを取り出したため、本機の内部
メモリーに異常が発生しています。
ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff動作できません。
ffメッセージに従って一度電源を切ってから、再度電源
を入れてください。
ff抜いたカードのクリップに異常がないか確認し、必要
に応じてクリップを修復してください。

［E-31］ ［TURNfPOWERfOFF］ システムモードの異常です。ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff動作できません。
ffメッセージに従って一度電源を切ってから、再度電源
を入れて、エラー表示がないことを確認してください。

［E-33］ ［SYSTEMfERROR］ カメラ部の異常です。
ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff停止します。
ff販売店にご相談ください。

［E-35］ ［SYSTEMfERROR］ コーデック制御の異常です。
ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff停止します。
ff販売店にご相談ください。

［E-36］ ［SYSTEMfERROR］ P2システムの異常です。
ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff停止します。
ff V-RAWレコーダーを接続して電源を入れた直後に発
生し、V-RAWレコーダーの LEDが緑点灯したまま
のとき
一度V-RAWレコーダーの電源を切り、Capturef
Drive を取り出して再度電源を入れてください。
ff販売店にご相談ください。

［E-37］ ［SYSTEMfERROR］ P2CSマイコンの異常です。
ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff停止します。
ff販売店にご相談ください。

［E-39］ ［SYSTEMfERROR］ ビデオ初期化異常です。
ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff停止します。
ff販売店にご相談ください。

［E-64］ ［SYSTEMfERROR］
（または表示なし）

基準信号の異常です。
ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff停止します。
ff販売店にご相談ください。

［E-65］ ［NofCamerafModulef
Detected］

カメラモジュールが認識できません。
ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff停止します。
ff販売店にご相談ください。

［E-67］ ［CheckfCameraf
ModulefConnection］

カメラモジュールとレコーディングモジュールの接続異
常です。
ffワーニングランプが1秒間に4回点滅します。

ff停止します。
ff延長モジュールをご使用の場合は、ケーブルコネク
ターが正しく接続されているかご確認ください。
ff販売店にご相談ください。

エラーメッセージが表示される場合

記録 /再生時

表示 内容 動作と対応

［AUTHfNGfCARD］（スロット番号）
microP2メモリーカードのCPS認証に失敗していま
す。CPS認証に失敗したmicroP2メモリーカードは
記録や再生ができません。

ff動作は継続します。

［BACKUPfBATTfEMPTY］ 電源を入れたときに内蔵時計のバックアップ電池の電
圧低下を検出すると表示します。

ff動作は継続します。
ff内蔵電池を充電してください。

［CARDfERROR］（スロット番号）

記録中にP2カードが原因でデータ異常が発生したと
きに表示します。
記録停止後も次の操作を行うまで表示します。また、再
生中にP2カードの異常で再生が停止したとき3秒間
表示します。
ff記録時に発生した場合、ワーニングランプは、記録停
止後、1秒間に4回、約3秒間点滅します。
ff再生時に発生した場合、ワーニングランプは、点灯し
ません。

ff停止します。
ff停止後は、エラーが発生したP2カードはライトプロ
テクト状態になっています。エラーが発生したスロッ
トのP2カードを交換してください。

［DIRfNGfCARD］（スロット番号） ディレクトリー配置が不適切です。
ff動作は継続します。
ff速やかにカードのバックアップを取り、フォーマット
後ご使用ください。

［FANfSTOPPED］ ファンモーターが停止したときに表示されます。

ff動作は継続します。
ffファンが異常で停止した場合は、速やかに使用をやめ、
販売店にご相談ください。
ffファンが停止した場合は、本機の温度が上昇しますの
で、長時間使用しないでください。
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表示 内容 動作と対応

［HIGHfTEMPERATURE］ 本体の内部温度が想定以上に上昇しています。

ff動作は継続します。
ff本機の電源を切って、再度電源を入れて記録再生を確
認してください。異常が続く場合は、販売店にご相談
ください。

［PBfINTERMITTENT］（スロット番号）
SDHC/SDXCメモリーカードで再生途切れが発生し
ています。再生の性能が保証できないカードが挿入さ
れています。

ff動作は継続します。
ffmicroP2メモリーカードまたはP2メモリーカード
のご利用をお勧めします。

［PROXYfERROR］ 内部のプロキシーモジュールの異常が発生しています。

ff動作は継続します。
ff本機の電源を切って、再度電源を入れて記録再生を確
認してください。異常が続く場合は、販売店にご相談
ください。

［PROXYfRECfWARNING］ プロキシーデータの記録異常が発生しています。

ff動作は継続します。
ff本機の電源を切って、再度電源を入れて記録再生を確
認してください。異常が続く場合は、販売店にご相談
ください。

［RECfIMPOSSIBLE］（スロット番号）
SDHC/SDXCメモリーカードがmicroP2メモリー
カードスロットに挿入されています。
SDHC/SDXCメモリーカードに記録ができません。

ff動作は継続します。
ffmicroP2メモリーカードまたはP2メモリーカード
に記録してください。

［RECfWARNING］
［FRAMEfSIGNAL］

記録中に映像や音声に異常が発生したときに表示しま
す。
ff記録を継続中、ワーニングランプは1秒間に4回点
滅します。

ff動作は継続します。記録中に入力信号が乱れると、乱
れた映像を記録しながら、記録は継続されます。本機
に入力する信号を確認してください。
ff一度電源を切ってからご使用ください。

［RECfWARNING］
［OVERfMAX#fCLIPS］

1枚のP2カードにクリップ総数の上限を超えて記録
しようとした場合に表示します。
ff記録を継続中、ワーニングランプは1秒間に4回点
滅します。

ff停止します。
ff P2カードを交換するか、不要なクリップを削除して
ください。

［RECfWARNING］
［PULLfDOWN］

（録画中に発生）
映像のプルダウンシーケンスとタイムコード値が同期
していません。
ff記録を継続中、ワーニングランプは1秒間に4回点
滅します。

ff動作は継続します。
ff信号を確認してください。

［RECfWARNING］
［PULLfDOWNfERROR］

（録画中以外に発生）
映像のプルダウンシーケンスとタイムコード値が同期
していません。

ff動作は継続します。
ff信号を確認してください。

［RECfWARNING］f
［RECfDATA］

記録中に記録データに異常が発生したときに表示しま
す。
ff記録を継続中、ワーニングランプは1秒間に4回点
滅します。

ff継続または停止します。
ff一度電源を切ってからご使用ください。

［RUNfDOWNfCARD］（スロット番号） 規定の書き換え回数を超えています。
ff動作は継続します。
ff P2カードの交換をお勧めします。

［SDfCARD］（スロット番号） SDHC/SDXCメモリーカードがmicroP2メモリー
カードスロットに挿入されています。

ff動作は継続します。
ffmicroP2メモリーカードまたはP2メモリーカード
への記録をお勧めします。

［TEMPORARYfPAUSE］
［IRREGULARfSIG］

〈GENLOCKfIN〉端子の入力信号の乱れなどで正常に
記録ができず、記録を一時待機しています。クリップ
は分割されます。
ff記録を継続中、ワーニングランプは1秒間に4回点
滅します。

ff一時停止します。
ff信号が正常に戻ると記録を再開します。

サムネールおよびメニュー操作時

表示 内容 動作と対応

［AUTHENTICATIONfERROR!］ 手動認証に失敗しています。 正しいパスワードを入力してください。

［CANNOTfACCESS!］ コンテンツ不良などによりデータへアクセスできませ
ん。

メディア、クリップを正常な状態としてからご使用く
ださい。

［CANNOTfCHANGE!］
サムネールが生成できずに、 のマークアイコンが表
示されたクリップは、テキストメモ位置でのサムネー
ル変更はできません。

サムネールが表示できるように、設定やコンテンツを
修正してください。

［CANNOTfDELETE!］ コンテンツバージョンが不整合です。削除できません。 機器とコンテンツのバージョンを合わせてください。

［CANNOTfFORMAT!］ P2カードなどの問題でフォーマットができません。 P2カードを確認してください。

［CANNOTfRE-CONNECT!］
複数枚のP2カードにまたがって記録したクリップで
はないコンテンツを選択していることなどが原因で、ク
リップの再結合ができません。

選択しているコンテンツを確認してください。

［CANNOTfREPAIRfINfSELECTION!］ 選択したクリップの一部が修復できません。 選択しているコンテンツを確認してください。

［CANNOTfREPAIR!］ 修復できないコンテンツを選択しています。 選択しているコンテンツを確認してください。

［CANNOTfSAVE!fFILEfNAMEfINfUSE］ 既に同じ名前の設定ファイル名がSDメモリーカード
に存在します。 別の名前で保存してください。

［CARDfFULL!］ P2カード、SDメモリーカードがいっぱいです。 空き領域があるメディアを挿入してください。
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表示 内容 動作と対応

［COPYfIMPOSSIBLE.fTOOfLARGEf
CLIPfCONTAINED!（CLIPfNAME:f
XXXXXX）］

4 GBを超えたファイルはP2メモリーカードや
32 GB以下のmicroP2メモリーカードにコピーでき
ません。

容量が32 GBを超えるmicroP2メモリーカードにコ
ピーしてください。

［INVALIDfVALUE!］ 入力しようとしたデータ値が不正規です。 正常な範囲のデータを設定してください。

［LACKfOFfCAPACITY!］ カードの記録容量が不足しています。 記録容量が十分あるカードを挿入してください。

［MISSINGfCLIP!］
複数枚のP2カードにまたがって記録されたクリップ
が全てそろっていないクリップにはショットマークを
付けることはできません。

またがって記録された全てのP2カードを挿入してく
ださい。

［NOfCARD!］ P2カード、SDメモリーカードが入っていません。 対応メディアを挿入してください。

［NOfCOPYfTOfSAMEfCARD!］ コピー元とコピー先が同じカードのためコピーできま
せん。

選択しているクリップが入っていないカードへコピー
してください。

［NOfFILE!］ 指定されたファイルが存在していません。 ファイルを確認してください。

［NOfINPUT!］ データが入力されていません。 データを入力してから設定してください。

［NOfSDfCARD!］ SDメモリーカードがありません。 SDメモリーカードを挿入してください。

［NOTfSELECTED!］ クリップを選択しないで削除などをしようとしていま
す。 削除などをするクリップを選択してください。

［SAMEfCLIPfISfSELECTED!］ 選択クリップ中に同一クリップ（コピーで複製したも
の）が複数個含まれています。

同一クリップ（コピーで複製したもの）は同時に複数
個コピーできません。同一クリップを選択から外して
ください。

［TOOfMANYfCLIPS!］ 選択しているクリップが多すぎます。 選択しているクリップ数を減らしてください。

［UNKNOWNfCONTENTSfFORMAT!］ 本機で対応していないバージョンのコンテンツのワー
ニングです。 機器とコンテンツのバージョンを合わせてください。

［UNKNOWNfDATA!］
メタデータの文字コードが不正規です。 メタデータの文字コードはUTF-8 となっています。

ビューアーなどで正しい文字を入力してください。

ファイル内のデータに問題があります。 ファイルを作成し直してください。

［USERfCLIPfNAMEfMODIFIED!］ クリップ名にカウンター値を付加するときに、文字を
削除する必要があります。

カウンター付加の設定でユーザークリップ名とカウン
ターは合わせて100バイトまでしか保存できませんの
で、文字を自動的に削除します。

［WRITEfPROTECTED!］ P2カード、SDメモリーカードがライトプロテクトさ
れています。 書き込みができるメディアを挿入してください。

ソフトキーボード操作時

表示 内容 動作と対応

［AUTHENTICATIONfERROR!］ 手動認証に失敗しています。 正しいパスワードを入力してください。

［CANNOTfCHANGE!］ テキストメモがない状態で［PERSON］（メモ入力者）
項目を入力しようとしています。 ［TEXT］（テキスト情報）項目を先に入力してください。

［CANNOTfSET!］
［INVALIDfVALUE!］ 入力された値が異常です。 入力値を変更してください。

［CANNOTfSET!］
［NOfINPUT!］ ソフトキーボードに入力がありません。 パスワードを入力してください。

［CANNOTfSET!］
［RETRYfPASSWORDfISfDIFFERENT!］ 再入力したパスワードが異なります。 正しい照合用パスワードを入力してください。
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本機搭載ファームウェアのアップデート
このシステムを動作させるには、カメラモジュールとレコーディングモジュールのファームウェアバージョンが一致している必要があります。
一致していない場合は、ファームウェアをアップデートしてから、お使いください。レコーディングモジュールを接続した状態でないと、カメラモジュー
ルのファームウェアのアップデートはできません。

ファームウェアのバージョンアップ方法
バージョンアップにはSDメモリーカードが必要です。
SDメモリーカードは、本機またはP2fViewerfPlus でフォーマットしてください。

図1

1 Webサイトより、ファームウェアをダウンロードする。
https://panasonic.biz/cns/sav/

2 ダウンロードしたファームウェアを、SDメモリーカードに保存する。
3 ファームウェアを入れたSDメモリーカードを、レコーディングモジュールのSDメモリーカードスロットに挿入する。
4 電源を入れる。
5 〈INFO〉ボタンを押し、INFO画面を表示する。（図1）
6 ［VERSION］を選択する。
7 ジョグダイヤルボタンを押す。
8 ［UPDATE］が表示されたら、［UPDATE］→［OK］を選択する。
ファームウェアのアップデートが開始されます。終了するまで、電源は切らないでください。

@@ NOTE

ft アップデートに要する時間は約60分です。アップデート中は途切れることなく電源の供給が必要です。バッテリーではなく外部DC電源をご使用
ください。
ft アップデート中（カードアクセス LED点滅中）はSDメモリーカードを抜かないでください。本体との通信が遮断され、故障のおそれがあります。
ft カメラモジュールおよびレコーディングモジュールをアップデートするときは、ビューファインダーの接続ケーブルを外してください。
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本機起動画面のカスタマイズ、およびオーナー情報の設定
本機の起動画面をカスタマイズしたり、オーナー情報を設定したりできます。

起動画面のカスタマイズ、およびオーナー情報の設定
起動画面をカスタマイズしたり、オーナー情報を設定したりするためにはSDメモリーカードが必要です。
SDメモリーカードは、本機またはP2fViewerfPlus でフォーマットしてください。

1 Webサイトより、必要なアプリケーションをダウンロードする。
https://panasonic.biz/cns/sav/

2 ダウンロードしたアプリケーションを使用して、バージョンアップ用ファームウェアを作成する。
3 作成したファームウェアをSDメモリーカードに保存する。
4 ファームウェアをバージョンアップする。

ff「ファームウェアのバージョンアップ方法」（175ページ）の手順 3～ 8に従って、ファームウェアをバージョンアップしてください。
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お手入れと保管について

カメラレコーダーのお手入れ
ffお手入れの前に、バッテリーを外しておくか、DCコードを抜いておいてください。
ffお手入れを行うときは、ベンジンやシンナーを使用しないでください。ベンジンやシンナーを使用すると、カメラレコーダー本体が変形したり、塗
装がはげたりするおそれがあります。
ff柔らかい、清潔な布でカメラレコーダーをふいてください。汚れがひどいときは、水でうすめた台所用洗剤にひたした布で汚れをふき、乾いた布で
仕上げてください。

保管上のお願い
保管時は、バッテリーを外してください。湿気が少なく、比較的温度が一定な場所にそれぞれ保管してください。

﻿r 本体
ffほこりが入らないように、柔らかい布で包んでください。

﻿r バッテリー
ff極端に低温または高温になるところでは、バッテリーの寿命が短くなります。
ff油煙やほこりの多いところに保管すると、端子がさびるなどして故障の原因になることがあります。
ffバッテリーの端子に金属物（ネックレスやヘアピンなど）を接触させないでください。端子間がショートして発熱することがあります。この状態で
触れると大やけどをするおそれがあります。
ffバッテリーは放電した状態で保管してください。長期間保管する場合、1年に1回は充電し、カメラレコーダーで充電容量を使い切ってから再保管
することをお勧めします。

﻿r expressP2メモリーカード、P2メモリーカード
ff本機から取り出したときは、必ず専用キャップを取り付けて、砂やほこりがコネクター部に付着しないようにしてください。また、保管時や携帯時は、
専用ケースに入れてください。
ff腐食性のガスなどが発生するところには置かないでください。

﻿r microP2メモリーカード、SDメモリーカード
ff本機から取り出したときは、必ずケースに収納してください。
ff腐食性のガスなどが発生するところには置かないでください。
ff車の中や直射日光が当たるところなど温度が高くなるところには置かないでください。
ff湿気の高いところやほこりが多いところには置かないでください。
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保証とアフターサービス（よくお読みください）

故障・修理・お取扱い・メンテナンスなどのご相談は、

まず、お買い上げの販売店へ、お申し付けください。

お買い上げの販売店がご不明の場合は、当社（裏表紙）までご連絡ください。
*f内容により、お近くの窓口をご紹介させていただく場合がございますので、ご了承ください。

﻿r 保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ずお確かめのうえ、お買い上げ
の販売店からお受け取りください。
内容をよくお読みいただいたうえ、大切に保管してください。
万一、保証期間内に故障が生じた場合には、保証書記載内容に基づき、
無料修理させていただきます。

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

﻿r 補修用性能部品の保有期間﻿ 8年
当社は、本製品の補修用性能部品を、製造打ち切り後、8年保有してい
ます。
*f補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

﻿r 保守・点検
ff保守・点検は機器の機能を常に良好な状態に維持し、お客様が安心し
てご使用していただくためのものです。
ff部品の劣化、ごみ、ほこりの付着などにより突発的な故障、トラブル
を未然に防ぐとともに、安定した機能、性能の維持のために、定期的
な保守・点検を行ってください。
ff保守・点検（有料）についての詳しい内容は、お買い上げの販売店に
ご相談ください。
ff修理、保守、点検時には、情報漏えいしては困る本体設定情報はあら
かじめ削除し、P2カードやSDメモリーカードを外して、ご依頼く
ださい。

修理を依頼されるとき
本書を再度ご確認のうえ、お買い上げの販売店までご連絡ください。

﻿r 保証期間中の修理は．．．
保証書の記載内容に従って、修理させていただきます。詳しくは、保証
書を参照してください。

﻿r 保証期間経過後の修理は．．．
修理により、機能、性能の回復が可能な場合は、ご希望により有料で修
理させていただきます。

ご連絡いただきたい内容

品名 f

品番 f

製造番号

お買い上げ日

故障の状況



本製品の定格について説明します。

第15章	仕様
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定格

寸法図
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定格

総合

電源
DCfef12 V（11.0 Vf–f17.0 V）
消費電力
99 W（全てのアクセサリーを接続し、各出力端子の最大供給時の最大電力）

は安全項目です。

動作周囲温度 0 ℃～40 ℃

動作周囲湿度 10%～85%（相対湿度）

保存温度 −20 ℃～ 60 ℃

質量 約5.0 k]（付属品を除く）

外形寸法（幅 ×高さ ×奥行） 本体のみ
179.0 mm×230.5 mm×347.0 mm
（突起部分および付属品を除く）

ffカメラモジュールの〈DCfOUT〉端子、〈VF〉端子、〈LENS〉端子および、レコーディングモジュールの〈DCfOUT/RS〉端子、〈USBfHOST〉
端子の各端子から取り出す電力の合計が、30 Wを超えないようにしてください。

カメラ部

撮像素子 スーパー35 mm、MOS、890万画素
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画素数 ff総画素数
約1030万画素
ff有効画素数
約890万画素

レンズマウント 35 mm、PLマウント

光学フィルター ffNDフィルター
〈1〉：〈CLEAR〉、〈2〉：〈0.6ND〉、〈3〉：〈1.2ND〉、〈4〉：〈1.8ND〉

ゲイン切り替え ff［ISO］モード
ISO200～ ISO12800
ff［dB］モード
0 dB～ 24 dB（3 dBステップ）

シャッタースピード ff［deg］モード
1.0 deg ～ 358 deg（0.5 deg ステップ）
ff［sec］モード
1/24秒～1/250秒（24p時）

メモリーカードレコーダー部

記録メディア expressP2メモリーカード、P2メモリーカード、microP2メモリーカード

記録画素数 4096×2160、3840×2160、2048×1080、1920×1080

記録フレームレート（最大） ff 4K
100p/120p
ffHD
100p/120p

システム周波数 59.94p、50p、29.97p、25p、24p、23.98p、59.94i、50i

記録フォーマット（メインレコーダー） AVC-Intraf4Kf444/AVC-Intraf4Kf422/AVC-Intraf4K-LT/AVC-Intraf2Kf444/AVC-Intraf2Kf
422/AVC-Intraf444/AVC-Intraf200/AVC-Intraf422/AVC-Intraf100/ProResf4444fXQ/
ProResf4444/ProResf422fHQ/ProResf422/ProResf422fLT

記録フォーマット（サブレコーダー） AVC-Intraf2Kf422/AVC-Intraf422/AVC-Intraf100/AVC-LongGf50/AVC-LongGf25

記録ビデオ信号 4096×2160/59.94p、50p、29.97p、25p、24p、23.98p
3840×2160/59.94p、50p、29.97p、25p、23.98p
2048×1080/59.94p、50p、29.97p、25p、24p、23.98p
1920×1080/59.94p、50p、29.97p、25p、23.98p、59.94i、50i

記録再生時間（［MAINfCODEC］） expressP2メモリーカード256 GB使用時
ff AVC-Intraf4Kf444、24p
約 45分
ff AVC-Intraf4Kf422、［VFR］：［ON］、50 fps/60 fps
約 36分
ff AVC-Intraf4Kf422、［VFR］：［OFF］、24p
約 90分
ff AVC-Intraf4K-LT、［VFR］：［ON］、100 fps/120 fps
約 32分
ff AVC-Intraf100、［VFR］：［ON］、100 fps/120 fps
約 64f分
ff ProResf422fHQ、［VFR］：［ON］、60 fps
約 60分

1クリップとして連続記録したときのものです。記録するクリップ数によっては全体の記録時間は短くな
る場合があります。

記録再生時間（［SUBfCODEC］） microP2メモリーカード64 GB使用時
ff AVC-Intraf2Kf422、25.00p/29.97p
約 64分
ff AVC-Intraf100、25.00p/29.97p
約 64分
ff AVC-LongGf50、25.00p/29.97p
約 128分
ff AVC-LongGf25、25.00p/29.97p
約 256分

1クリップとして連続記録したときのものです。記録するクリップ数によっては全体の記録時間は短くな
る場合があります。

デジタルビデオ部

量子化ビット数 12 bit（AVC-Intraf4Kf444/AVC-Intraf2Kf444/AVC-Intraf444）、10 bit（その他）
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ビデオ圧縮方式 ff AVC-Intraf4Kf444/AVC-Intraf4Kf422/AVC-Intraf4K-LT/AVC-Intraf2Kf444/AVC-Intraf2Kf
422/AVC-Intraf444/AVC-Intraf200/AVC-Intraf422/AVC-Intraf100
MPEG-4fAVC/H.264fIntrafProfile
ff AVC-LongGf50/AVC-LongGf25
MPEG-4fAVC/H.264
ff ProResf4444fXQ/ProResf4444/ProResf422fHQ/ProResf422/ProResf422fLT
ApplefProRes

デジタルオーディオ部

記録オーディオ信号 48 kHz/24 bit、4CH

ヘッドルーム 18 dB/20 dBメニュー切り替え可

プロキシー部

ファイルフォーマット MOV

ビデオ圧縮フォーマット H.264/AVCfHighfProfile

オーディオ圧縮フォーマット LPCM

記録時間（1 GBあたり）の目安 約25分

連続記録した場合の参考値です。
記録時間はシーンやクリップ数によって異なります。

ビデオ入出力部

〈SDIfOUT1〉/〈SDIfOUT2〉/〈SDIfOUT3〉/〈SDIf
OUT4〉端子

HD（1.5G）/3G-SDI：0.8 V［p-p］、75 Ω（4本で1セット）

〈MONfOUT1〉端子 HD（1.5G）/3G-SDI：0.8 V［p-p］、75 Ω

〈MONfOUT2〉端子 HD（1.5G）/3G-SDI：0.8 V［p-p］、75 Ω

〈VFfSDI〉端子 HD（1.5G）/3G-SDI：0.8 V［p-p］、75 Ω

オーディオ入出力部

〈AUDIOfINf1〉/〈AUDIOfINf2〉端子 XLR×2、3ピン
〈LINE〉/〈MIC〉/〈MIC+48V〉/〈AES〉切り替え式

〈MICfIN〉端子 XLR×1、5ピン

〈PHONES〉端子 ステレオミニジャック

スピーカー 丸形20 mm径 ×1

ビューファインダー

表示パネル OLED（有機 EL）0.7 型、276万ドット

映像入力方式 1080/59.94p、1080/50p、1080/60p

その他入出力部

〈GENLOCKfIN〉端子 HD（1.5G）/3G-SDI：0.8 V［p-p］、75 Ω

〈TCfIN/OUT〉端子 BNC×1
入力 /出力切り替え
ff入力：0.5 V～ 8 V［p-p］、10 kΩ
ff出力：2.0 V± 0.5 V［p-p］、ローインピーダンス

〈DCfIN〉端子 XLR×1、4ピン、DC12 V（DC11.0 V ～ 17.0 V）

〈DCfOUT/RS〉端子 4ピン、DC12 V（DC11.0 V ～ 17.0 V）、最大出力電流1.0 A

〈DCfOUT〉端子 2ピン、DC12 V（DC11.0 V ～ 17.0 V）、最大出力電流1.0 A

〈LENS〉端子 12ピン、4ピン ×2

〈VF〉端子 14ピン

〈LAN〉端子 100BASE-TX/10BASE-T

〈USB2.0〉端子（デバイス） タイプBコネクター、4ピン

〈USB2.0〉端子（ホスト） タイプAコネクター、4ピン

〈EXT〉端子 50ピン、外部記録専用（将来対応予定）

コントロールパネル（LCD） 3.5 型 QHDカラーモニター（約156万ドット）
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A
［AUDIO SETTINGS］    120

C
［CAMERA SETTINGS］    112
CPS    47

D
DC 電源    28, 158

E
expressP2 メモリーカード    45
入れるff  f45
取り出すff  f46
ライトプロテクトff  f46

F
［FILE］    128

G
GPS    94

M
microP2 メモリーカード    45
入れるff  f45
取り出すff  f46
ライトプロテクトff  f46

O
［OUTPUT SETTINGS］    121

P
P2 カード    45
記録時間ff  f47
状態ff  f46
フォーマットff  f49

［PERIPHERAL］    129

R
［REC SETTINGS］    117

S
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入れるff  f97
操作ff  f98
取り扱いff  f97
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［SYSTEM SETTINGS］    107
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あ
アイカップ    25

い
インカメラグレーディング    43
インターバル記録    51

え
エラーコード    172
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お
音声入力
オーディオ機器ff  f66
信号選択ff  f67
フロントマイクff  f65
録音レベル調整ff  f67

か
外部 DC 電源    28, 158

拡大表示    75
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記録機能    50
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組み立て
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